















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　抹まつ消しようしてしまえばよかったのだ。

　そのつぶやきには、明らかな苛いら立だちが混まじっていた。

　映えい像ぞうがある。

　無数のかがやく呪じゆ紋もんがうねり渦うず巻まく中、人間ヒユームの少女が別の存そん在ざいへと変へん貌ぼうしてゆく様さまが映うつし出されていた。

　──いや。

　それを変貌と呼よぶのは正しくないだろう。本来の姿すがたに立ち戻もどっているだけなのだから。

「奪うばったはずの姿が」

「奪ったはずの記き憶おくが」

「復ふく元げんしている」

「たとえひとときのこととはいえ」

　いくつかの影がゆらぎ、いくつかの声が重なる。

　ゆらぎたゆたい無む限げんに湧わき出す光の中で。

「我われらの干かん渉しよう力りよくが一時途と絶だえることがある。そういうことか」

「予想外ではあったな」

「だから、あの時抹消してしまえばよかったのだ」

「五十年前のようにか？　マーレイア」

　つぶやきに、皮ひ肉にくな問い。

「ただ何でも消すというのでは我らの存在意い義ぎがない。忘わすれるな。我らが何なのかを」

「それに、彼がいる」

　映像が揺ゆれ、かわって映し出されたのは、黒い髪かみをした人間の青年。

「迂う闊かつな手出しはできぬ」

「かといって、ほうっておくわけにもいかぬだろう」

「とはいえ、まさか出向くわけにもいくまい」

「ならばどうする」

　再ふたたび映像は揺れて、赤い髪の少女を映し出した。

「様子を見るしかないだろう」

「何もせぬと言うのか」

「いや。盾たても無知ではなく、剣けんも座ざしてはおるまい。

　事じ態たいは動く。そういうことだ」

　声は静かにそう告げた。



















　シンはなぜだか不ふ機き嫌げんだった。

　住む場所も生せい活かつ費ひも与あたえられ、食事も幸さいわい舌したに合う。

　以前のように、よくわからない連中に襲しゆう撃げきされる心配もしなくていい。

　なのに──なぜだろう。

　胸むねの底に沈しずんだ不安の塊かたまりが消えぬのは。

　その正体が何なのかさえわからない。わからないから余よ計けいにいらつき不機嫌になる。

　たとえば──

　ここが故郷ふるさとを遠く離はなれた──いや、それどころか、人間ヒユームの住まう地ですらないことが、彼を不安にしているのか。

　海を隔へだてた北の大陸ノーザンガイア、鱗王族ドラグノたちの国である。

　眺ながめる窓まどから見えるのは、ドラグノの都、ミラルドの街まち並なみ。

　ほとんどすべての建物が琥こ珀はく色いろの柱に緑色の壁かべ。無む駄だと思えるほどたっぷりとした街がい路ろ樹じゆ。

　午後の陽ひを受けた街並みは、自然とほどよく溶とけ合って。

　人間の街とは印象もかなり異ことなっている。

　違ちがうのは街並みばかりではない。彼らドラグノの外見もまた。

　人ヒユームと同じ二本の足で歩きながら、鱗王族かれらは翼つばさと尾おを、そして人を超こえる力を持っていた。

　人間と同じ哺ほ乳にゆう類るいながら、彼らはその外見により、他種族からはトカゲなどと悪口を叩たたかれることも多い。

　つまり──である。

　ここはシンにとって、街でたまたまかわいい美人を見かけて……などという夢む想そうすら存そん在ざいしない世界なのである。

　街に出れば顔立ちの整ったドラグノの女じよ性せいも見かけるが、もれなくウロコと翼とシッポがついてくる。そもそも肌はだが肌色をしていない。

　この前も街の本屋に行った時、アダルト棚だなに並ぶ、表紙で身をくねらせているウロコ付きの「美女」を見て、小一時間ばかり立ち直れなかったことがあった。

　だがそれは、不満ではあるかもしれないが不安の理由にはならない。

　なら他ほかに原げん因いんがあるのか？

　たとえば──

　この連中のせいとか。

「クッキーおかわりー」
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　声とともに、赤い髪かみ飾かざりが二つ、ぴょこんっ、と揺ゆれる。

　部屋のまん中のテーブルから、シンの方に碧あおい瞳ひとみを向けて、堂々毅き然ぜんとからっぽの皿を突き出しているのは、見た目十三、四の人間ヒユームの少女。

　ある日いきなりシンのところに転がり込こんで、彼をこの地まで連れて来ることになった張ちよう本ほん人にん。

　当人いわく記き憶おくを失っており、おぼえていたのは、メイ、というその名前と、自分がなぜか悪人だというおかしな思いこみのみ。

　シンは静かな足取りで少女に歩み寄より──

　やおら左手でメイの頭を抱かかえ込み、右の拳こぶしで頭をぐりゅぐりゅこじりつつ、

「ほっほぉぉぉうお前はさも当然のごとくひとの家に上がり込んでさも当然のごとくクッキー食べ散らかしたあげくさも当然のごとくおかわり持って来いと要求しやがるか」

「あいでだでててでたいたいたいたいっ！」

　メイはじたばたもがきつつ、それでも皿を手放さないというのは、立りつ派ばなのやら意い地じ汚きたないのやら。

「シンドレッド！　何をする！」

　その光景に立ち上がったのは、メイの向かいに腰こし掛かけて、やはり買い置きクッキーを好き放題に食べていた一人。

　歳としは彼と同じくらいだろう。長く伸のばした金髪ブロンドを、後ろで三つ編あみにし、色とりどりのリボンでまとめている。

　見た目は人間ヒユームだが、実のところはそうではない。

　長老のお告げだか予言だか、ともかくシンには理り解かい不ふ能のうな理由で、東の大陸イースタンガイアからやって来た憑霊族リワーダーの少女。その名を、ラフラ・リフラといった。

　ゆったりとした服やらヘアバンドに羽根飾りやらといったいでたちは、民族衣い装しようか何かなのだろう。

　普ふ段だんの姿すがたは人と変わりなく、しかしひとたび戦いに臨のぞめば半はん獣じゆうと化し、高い戦せん闘とう能力を発はつ揮きする。

　何の獣けものになるかは人それぞれで、ラフラ・リフラの場合は──犬。

　どうやらその性せい質しつも受け継つぐらしく、食べ物をくれたという理由でメイになついた上、やたらと仲間うちでランクをつけたがる。

　それによると現げん在ざい、メイが頂ちよう点てん、部下一が永えい久きゆう欠番で部下二がラフラ・リフラ、そして部下三がシン、ということになっているらしい。

　無む論ろんシンはそんなことを認みとめてはいないが。

　しかし相手を言いくるめるには、その価か値ち観かんを利用するのが一番である。

　ラフラ・リフラに冷たいまなざし向けながら、とりあえずメイを放り出し、

「うやかましいっ！

　上に立ってるつもりかなんか知らんが、最さい低てい限げんの礼れい儀ぎくらい守りやがれっ！　上だからエラいんじゃなくて、エラいから上なんだろ!?

　ならちゃんとしろ！

　それが上に立つもんのセキニンって奴やつじゃねーのか？　ん？」

「──うっ──！」

　リワーダーの少女は、たじっ、と半歩あとずさり、

「シンドレッド、真人間みたいなこと、言う」

「はっはっは。俺おれは最初から一いつ貫かんして真人間だぞ犬いぬ娘むすめ。」

　顔で笑って瞳に殺意。シンは平然を装よそおう口ぶりで言った。

「うー……じゃあ歴史的譲じよう歩ほということで」

　メイは頭をさすりつつ、ふたたびイスに腰かけて、からっぽの皿をシンに向かって突つき出すと、

「クッキーおかわりー。さっきの半分でいーからー」

「そっかー。お前的にはそれで大おお幅はば譲歩なんだー。でもいろんなものが間ま違ちがってるぞー。根本的に」

　そんな譲歩なら、いっそない方が腹はらも立たない。

　ともあれメイとラフラ・リフラの二人は、ここのところほぼ毎日、シンのところにやって来て、こんな調子で思う存ぞん分ぶんくつろぎ倒たおして去ってゆく。

　むろん茶ちや菓が子しの用意やあとかたづけはシンの担たん当とう。

　こいつらは将しよう来らい一体どーいう大人になるのかと考えると、いろいろ不安にもなってくるが──自分が今感じている不安というのは、そういうのとも違うはずである。

　では一体何なのか？

　以前、これに似にた感覚を抱いだいたことがあるような気もするのだが──

「──なあ」

　メイから奪うばったクッキー皿を、テーブルの上にことりと戻もどし。ふと思い出したかのようにシンは言う。

「外にメシ食いに行かないか」

『はへ？』

　二人の声が変なふうに重なった。

　昼食には遅おそすぎて、夕食には早すぎる午後である。二人がいぶかるのも無む理りはない。

　シンは考え込むように視し線せんを伏ふせて、

「……メシって時間じゃねえか……

　じゃあ茶を飲むってことでもいい。どうだ？」

「今、飲んでるけど」

　メイの素す直なおな意見は無む視し。

　真しん剣けんなシンの表ひよう情じように、ラフラ・リフラは何かを感じ取ったのか、

「わかった」

「おごり？」

　と、何も感じ取っていなさそうなメイ。

「ああ。おごりでいい」

「なら行く～」

　メイはお茶の残りを飲み干ほすと、ぴょこんっ、とイスから飛び降おりた。




　全員がいつもの配置についていた。

　私し服ふく姿すがたのドラグノ警けい備び兵へい。その数は全部で十人。

　彼らが囲んでいるのは、一見どこにでもあるような普通の住じゆう宅たくだった。

　この場所に仮かり住ずまうのは異い郷きようからの客ゲスト三名。

　いずれも人間ヒユームの姿で、男が一人に女が二人。そのうち金髪ブロンドの女は、人間ではなく憑霊族リワーダーだと聞かされている。

　このあたりの一区画ブロツクに暮くらしているのはその三名で、近くの家はすべて監かん視し用に充あてられていた。

　警備兵たち全員が、おそらくこう思っているだろう。

　大げさすぎる歓かん迎げいだと。

　一体どういう客なのか。

　好こう奇き心しんは湧わいたが、これも上からの指し示じである。詳くわしい事情を知る必要はない。

　ただ手順通りに行動し、いずれ来るかもしれない次の命令を待ち、それを実行するだけでいい。

　そんな警備兵たちの中。

　赤せき鱗りん黒こく翼よくの一人は、近所の住人その一を装よそおって、監視用の家の庭で読書をしていた。

　視界の隅すみには目標の家を入れたまま。

　その同じ視界の中に──

「こんにちは」

　あいさつの声とともに、誰だれかの姿が入ってきた。

　通行人だろうか。見たことのない緑りよく鱗りん白はく翼よくのドラグノだった。片かた手てに紙切れを持って近づいて来る。

　鬱うつ陶とうしくはあったが、任にん務むの性せい質しつを考えると、邪じや険けんに追い立ててトラブルの種を蒔まくわけにもいくまい。

「ああ。こんにちは」

　とりあえず無ぶ難なんにあいさつを交かわす。

　相手はそばまでやって来ると、手にした紙を指さし、声を低めて、

「通行人が道を尋たずねている想そう定ていでお願いします。それで、状じよう況きようは？」

　指さされた紙はただの白紙。

　私服警備兵は驚おどろいて相手を見る。

　間近で見てもやはり知らない顔だった。

「──あんたは？」

　声に警けい戒かいの色をにじませると、相手は面くらったかのように、

「増ぞう援えんのこと、聞いてませんか？」

「いや」

「やれやれ……上が何を隠かくしているのか知りませんが、最さい低てい限げんの連れん絡らくくらいは行き届とどかせてほしいものですよね……」

　道を尋ねているかのように、適てき当とうに通りの先を指さしながら、緑鱗白翼は言う。

「そうそう。

　念ねんのためお伝えしておきますが、赤い髪かみの女の処しよ遇ぐうですが──」

　警備兵の体がわずかに固くなった。

「現げん時じ点てんでは命令に変へん更こうなし、だそうです」

「……そうか……」

　肩かたの力を抜ぬくと、道を教えているかのように、あらぬ方を指さしながら、相手に問いかける。

「けど一体何なんだ？　あの女？　あんたは知らないか？」

「さあ。少々普ふ通つうじゃないことは確たしかみたいですけど」

　地図に見立てた白紙を指しつつ、

「少々じゃないだろ。

　街まちから逃にげようとしたら阻そ止し、ってのはまあいいとして……

　実力行使もやむなし、最悪は万一のことになってもよし、ってのは何なんだ？」

　当然、万一のことというのは──ゲストの死を意味するのだろうが。

　街の一区画ブロツクを使って隔かく離りし、ドラグノ十人がかりでも止められぬかもしれず、その殺害をも視し野やに入れたゲスト。一体どういう相手なのか、想そう像ぞうもつかなかった。

　問われた緑鱗白翼はにこやかに、

「上が教えてくれないのは、知らなくていい、ってことなんですよ。きっと。

　そう思っておきましょう。

　……と。長話が過すぎました。怪あやしまれても困こまります。

　それで結局、状況に変化はなし、ですね」

「あ、すまん。変化はなし。昼からずっと三人ともあの家の中だ」

「了りよう解かいしました。では私はこれで」

　言うと緑鱗白翼は、きびすを返して歩いてゆく。

　名乗り合ってもいないことに気づいたが、今さら呼よび止めるというのもはたから見れば不自然だろう。

　思ってその後ろ姿から、手にした本に視し線せんを落とし──

　家の玄げん関かんが開いたのは、それからほどなくのことだった。

　三人のゲストたちが姿を現あらわす。

　赤い髪の女とその連れ二人。どうやら今から出かけるようだが──

　風景にまぎれ込んだ警けい備び兵へいたちの間に、静かな緊きん張ちようが走った。

　しかし、緊張はあっても動どう揺ようはない。決められた通りに行動すればいいだけの話である。

　ゲストたちは何やら話をしながら歩きはじめる。

　警備兵の一人が合図を送り、控ひかえていた四人の私し服ふく警備兵たちが、三人の尾び行こうを開始した。




　午後の陽ひざしもうららかな通りをそぞろに歩きつつ。

　満面の笑え顔がおを浮うかべて振ふり向いて、シンは後ろのメイとラフラ・リフラに言った。

「やっぱり尾つけられてるな」

「ラフラ・リフラも、そう思う」

　対するラフラ・リフラの表ひよう情じようは硬かたい。

　シンは思い出したのだ。最近感じていた妙みような不安。どこか覚えのあるそれを、一体いつどこで体験したのか。

　それは、かつて住んでいたバージェスの街まちで、ジュビアとかいう獣けものに監かん視しされていた時に感じていたものと似にていた。

　五感が受ける、意い識しきにものぼらぬ程てい度どの違い和わ感かん。気配と呼ぶのにも弱すぎる──あえて呼ぶなら、におい、としか言いようのないもの。

　だがそれはひょっとすると、単なる気のせいではないのか？

　確かめるために、こうやって外出をしてみて──

　疑うたがいは確かく信しんに変わった。

　どうやら同じようなことは、ラフラ・リフラも感じていたらしい。シンの方を向いたままで、

「相手、ドラグノ。たぶん、三人か四人」

「そこまでわかるか。

　問題は、なんで尾けられてるか、だな」

　つくり笑顔で世間話でもしているかのようにシンは言う。

　もっともその笑顔は、背せが高いのと目つきがややきついのとがあいまって、郷里くににいた頃ころはクラスメートたちから、『ビミョーに引きつった作り笑顔が鬼おによりコワい』と大評ひよう判ばんだったわけだが。

「親切でガードしてくれてるってのなら文もん句くはねえんだが……

　そういう空気じゃねえんだよな……」

　伝わって来るのは、もっとピリピリしたものである。

　ドラグノたちが、こちらに害がい意いを持っているとは思いたくない。

　少なくともシンは、彼らをこの地に導みちびいたレゼルドのことを友人だと思っている。

　以前面会したドラグノたちの最高統とう治ち者しや、三竜翁トリギノスたちも、敵てき意いを抱いだいているようには見えなかった。

　だが。

　ドラグノの都でこういう事じ態たいになっている以上、それに三竜翁トリギノスたちが全く関かかわっていないとは考えにくい。

　シンたちの知らない何かを三か竜れ翁らは知っており、それがこういう事態を招まねいているのではないか。

　おそらくは──メイに関する何かを。

　実じつ際さいのところシンは、メイについてそう多くを知っているわけではないのだ。

　あたりをきょろきょろしながら歩く、何も考えていなさそうな少女を見つめ──

「──まさか──！」

　ある可か能のう性せいが頭をよぎり、シンは思わず声を漏もらしていた。

「なになに？」

「何か、わかった？」

　問うメイとラフラ・リフラに、声をひそめて、

「……ひょっとすると……だが……

　前にメイ、お前、竜りゆう翁おうにチョップかましたことがあっただろ。

　……あれで目ぇつけられたんじゃねーだろーなー、と……」

　シンの指し摘てきに、メイはいくぶん不安げに眉まゆをひそめ、

「竜りゆう翁おうチョップ罪ざい？」

「いやさすがにそんな名前の罪つみじゃねーだろーけど。

　というか、ンな罪名作らなきゃならんほどしょっちゅう誰かにチョップされてる竜りゆう翁おうっつうのも嫌いやだろ。

　……けどあれが問題だっつうなら、素す直なおに文もん句く言ってくるはずだよな……

　とはいえ、聞いたところで答えてくれるわけでもねえだろーし。

　──揺ゆさぶりでもかけてみるか？」

「ゆさぶり？」

　意味がわからなかったらしく、ラフラ・リフラがくり返す。

「ああ。

　あっちこっちに連れ回して尾び行こうをまく。それで向こうがどういう反はん応のうをするのかを見るってわけだ」

　こういう時、へたに相手を刺し激げきするのと、ほうっておくのと、どちらがよりまずいことになるか。

　わからないが──少なくとも、わからぬままにしておくことはできなかった。

　……しっかし……またややこしいことに……

　表向きには笑え顔がおを浮うかべつつ、シンは内心うんざりとつぶやいた。

　あるいはこの地が、メイにとっての安住の地になってくれるのではないかと、かすかに期待していたのだが……

　どうやらそうそう都つ合ごう良くことは運んでくれないようである──




　ドラグノの警けい備び兵へいたちにとって、人間ヒユームたちの尾行はたやすいものだった。

　なにしろ問答無用で目立つ。

　この街でヒュームの姿すがたはゲストたちのみ。住人ドラグノたちの好こう奇きのまなざしが向いた先、そこに必ず彼らはいた。

　尾行の警備兵は四人だが、ゲストたちがまとまって行動している限り、一人でも十分にさえ思えた。

　通行人たちの注目を浴びつつ、ゲストたちは繁はん華か街がいに向かう。

　飲食店で茶を飲んだあと、書店に立ち寄り、何も買わずに出る。小物の店をひやかして、菓か子し屋で瓶びん入いりのジュースを買い、通りをぶらぶらと歩く。

　繁華街といっても、街まち並なみはゆったり作られている。

　空を飛んでいる者も多く、人通りはまばらにさえ見えた。ゲストたちを見失うおそれより、尾行に気づかれる危き険けんの方がよほど高いのではないだろうか。

　警備兵たちはやや距きよ離りを置き、彼らのあとをつけてゆく。

　時々姿が見えなくなることもあったが、少し歩みを早めれば、再ふたたび発見することは造ぞう作さもなかった。

　ゲストたちが通りの角を折れてから、わずかの間を置いて一人がそちらに進み──彼は指の形で後続たちに合図を送った。

　待て、と。

　残りがしばし立ち止まるそのうちに、区画ブロツクをひと回りしてきた一人目が戻もどって来た。

「どうした？」

「その先の店に入ったようだ。──が。黒くろ髪かみの男が表に立ってる」

「表に？　なぜ？」

「……見ればわかる。『再さい会かいした友人』のパターンで監かん視しを頼たのむ」

「わかった」

　そのやりとりだけで、二人目がブロックの反対側から回り込こむ。頃ころ合あいを見計らい、三人目が角の先へと進んで行った。

　その二人が監視地点で行き会い、たまたま出会った友人同士が雑ざつ談だんするふうを装よそおって監視を続ける、というわけである。この時、顔を覚えられている可か能のう性せいがある一人目は使わない。

　二人目と三人目は計算通りにばったり出会い、話をしながら──

　彼らは納なつ得とくしていた。

　メインストリートから通り一本外れたところ。ある一軒けんの店の前に、所しよ在ざいなげに佇たたずむ黒髪のヒュームがいた。

　女二人の姿は見えない。

　看かん板ばんと店頭のディスプレイを見れば、その店が女じよ性せい用の服ふく飾しよく店だと見て取れる。

　男は、入りにくくて待っているのか、入るなと待たされているのか。

「……女は買い物、長いからなぁ……」

「つき合わされる男も災さい難なんってわけだ……」

　警備兵たちは雑談に混まぜて、ヒュームの男に同情のことばを漏もらした。

　彼らの会話はそのまま雑談に突とつ入にゆうし、上司への不満やら安い給料への愚ぐ痴ち、家族のことやら最近の世相ととりとめもなく続き──

　さすがにこれ以上の立ち話は不自然では、と危き惧ぐしはじめた頃。

　男が動いた。

　店の壁かべに預あずけていた背せを離はなし、横手の路地へと向かう。

　雑談を続ける二人目と三人目が、通りの先に合図を送り、四人目が、ヒュームの男のあとを追う。

　ヒュームが消えたその路地の前を、四人目が、通りざまにのぞき込む。

　ドラグノならば、翼つばさを畳たたまないと通れないほどの細い路地。

　その少し奥おくに行ったところに、ヒュームの男がこちらに背を向けて立っていた。

　聞こえたのは、ちょろちょろと水の流れる音。

　──立ち小便かよ──

　四人目はげんなりと心の中でつぶやいた。

　眺ながめていたいものでもないし、相手にふり返られても困こまる。

　四人目はそのまま路地の前を通り過すぎた。




　路地の端はしに、ドリンクのビンが二つ置いてある。

　黒っぽい色のついたそれらには、自分の後ろにひろがる世界が、横向きに圧あつ縮しゆくされて映うつっていた。

　その風景の中で──

　ドラグノが一人、角先からこちらをのぞき込み、そのまま通り過ぎるのを確かめてから──

　シンは、中身をこぼしていたビンをその場に置いて、足早に路地を先へと抜けた。

　メイとラフラ・リフラはもう先の──落ち合う場所に向かっているはずだった。

　どうやらうまくまいたようである。

　最初に入った飲食店でしばしあたりを観察し、尾び行こう者しやが誰だれかという目星はだいたいつけていた。

　シンの目にドラグノの顔の見分けはつきにくいが、服ふく装そうと鱗うろこの色、翼の色とで個人を見分けるのはそう難むずかしくない。

　ここでメイたちに、手順の説明も済すましておいた。

　しばらくぶらついてから、尾行者たちから死角になったところで、メイとラフラ・リフラの二人を先行させる。

　自分は女性服店の前で、いかにも中に入った彼女たちを待っています、という顔をする。

　適てき当とうに──しかし十分時間をかせいでから横手の路地に。

　尾行者は当然様子を見に来るだろう。

　道の端はには、先に行ったメイとラフラ・リフラが置いたビン。途と中ちゆうで立ち寄よった菓か子し屋で買ったものである。

　それに映して後ろを眺め、尾行者が顔を見せたタイミングで、自分が持っていたビンの中身をこぼし、用を足しているふりをする。

　たとえ種族が違ちがえども、男の用足しなど眺めていたくはないだろうし、そもそも彼らの本当のターゲットはメイのはず。

　相手が立ち去ったところで、こちらもその場を離れ、メイたちと合流する──という寸すん法ぽうである。

　とりあえずここまではうまくいっているが──

　問題は、まかれたと知ったドラグノたちがどういう態たい度どに出てくるか、である。

　少なくとも──

　こちらに対して害意があるのなら、これではっきりするはずだった。

　そうでないことを祈いのりつつ、シンは二人との合流地点に急いだ。




「……それにしちゃあ長くないか？　あのヒュームの男」

　店を離れて眺める角で。一人がそう言ったのは、ヒュームの男の姿が見えなくなってから、しばらく経たってのことだった。

　尾行者たちの瞳ひとみにはじめて不安の色が灯ともった。

「──見てくる」

　一人が路地の方へと向かい──

「いないぞ！」

　鋭するどく声を上げた。

　あわてて他の三人も、そちらの方に駆かけつけて──

「──まさか──!?」

　一人が焦あせりの声を上げ、そばの店の中へと飛び込んだ。

　すぐに顔を出し、

「女たちもいない！　店員に聞いたが来てもいないそうだ！」

「くそっ！　ヒュームどもっ！」

　一いつ杯ぱい食ったとようやく悟さとり、四人は羽ばたき、黒くろ髪かみが姿すがたを消した路地の上を飛ぶ。

「相手は地べたを這はうしかないんだ！　見つかるはずだ！」

　ひらけた場所なら、空から見み渡わたせばすぐに見つかるのだろう。しかし街まちには、街がい路ろ樹じゆや建物などの障しよう害がい物ぶつも多い。上空からの大ざっぱな捜そう索さくは、物もの陰かげに隠かくれてやりすごされる危き険けんがあった。

　路地を越こえたところで上からあたりを見回すが、それらしき姿はない。

　とりあえず地上に降おりて、そばにあった小さな店の店主に、

「今ヒュームがここを通らなかったか!?」

「ん……あ、そういえばさっき……」

「どっちに行った!?」

　横おう柄へいな物言いに、店主は眉み間けんにシワを寄せ、

「おいおい。それがモノを聞く態たい度どか？　何があったか……」

「我われ々われは私し服ふく警けい備び兵へいだ。連行と尋じん問もんが嫌いやなら即そく座ざに答えてほしい」

「あっちですすいません。二番目の角を左に」

　店主の言葉が終わるやいなや。

　地を蹴けり翼つばさで空を搔かき。指さされた方に向かって四人は駆ける。

　二番目の角を左に曲がり、彼らにとってはさして広くもない、なんとか羽ばたけるほどの幅はばの路地を抜ぬけ──

　とたん。

　ヴュッ！

　飛び来た光が先頭の一人の翼を灼やいた！

「ぐわぅっ!?」

「何だっ!?」

　あわてて四人は建物の陰かげに身を引いた。

「今のは……!?」

「くっ……律崩術クランブルの攻こう撃げきだッ……！」

　翼を撃うたれた一人が、苦く痛つうを奥おく歯ばで嚙かみ殺しながら呻うめいた。

　律崩術クランブル。すなわち、世界の因いん果が律りつをわざと一部崩ほう壊かいさせ、特定の現象を引き起こさせる技ぎ術じゆつである。

　それは時として、交通の動力として、あるいは夜を照らす光として用いられ──

　時として今のように、破は壊かいの手しゆ段だんとして用いられる。

　彼らの一人を打ちすえたのは、そういった攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルだった。

　翼よく膜まくが少し破やぶれている。動けぬほどの傷きずというわけではないが、この状じよう態たいで空を飛ぶのは無む理りだろう。痛いたみも小さくはないはずだ。

　彼は歯を食いしばりながら、

「……どこから飛んできたのかは見えなかったが……」

「しかし、ヒュームが道具なしで律崩術クランブルを使うことなどできんはずだろ！」

　別の一人が怒いかりに吠ほえる。

　その通り。彼らドラグノと違い、ヒュームは道具を使わない限かぎり律崩術クランブルを発動させることはできない。リワーダーとてまた同じ。

　だが。

「あいつら以外に誰が攻撃して来るってんだ!?　律崩術クランブルを使うための道具を持ってたのかもしれないだろ！」

　仲間を傷きずつけられて興こう奮ふんし。警備兵の一人がまくし立てる。

「あいつらが何者かは知らんが、逃にがすな、実力行使も可か、ということは……つまりはそういう相手だってことだ！」

「ともかく行くぞ。お前は戻って皆みなにこのことを伝えてくれ」

　傷ついた一人に連れん絡らくを託たくし、三人は同時に路地から飛び出した。

　ほとんど人ひと影かげもない通り。そこにヒュームの姿はなく、少し離はなれた道の端はしにドラグノが一人、腰こしを抜ぬかしたかのようにへたり込んでいた。

「ヒュームを見なかったか!?」

　問いかけに、緑りよく鱗りん白はく翼よくのそのドラグノは、ふるえる声で指を指し、

「あ……あっちに……連中、いきなり律崩術クランブル……」

「感かん謝しやする！　行くぞ！」

　通行人の驚おどろきにつき合っている暇ひまはない。

　逃げたヒュームたちを追い、追跡者たちは翼を開いた。




　風に緑の葉がさわぐ。

　木々の下、午後の木こ漏もれ日の中で──

「遅おそいー」

「うるせえ」

　出で迎むかえたメイの文もん句くを、シンは迷まよわず瞬しゆん殺さつした。

　繁はん華か街がいから少し外れた場所にある緑地。

　たぶん公園のようなものなのだろう。あたりには木々が立ち並ならび、木の上を含ふくめるあちこちで、ドラグノたちがのんびりと過すごしている。

　しばらく前にも皆で散歩に来たここを、三人は再さい会かいの場所とした。

　メイは座すわっていた木の根元から腰こしを上げ、シンの方へと歩み寄る。

「それで、これから、どうする？」

　少女のそばに従したがい歩み、ラフラ・リフラがシンに問う。

　とりあえず尾び行こうはまいた。だがそれだけでは、相手の意図はわからない。

　確たしかめる方法は──

「まず、俺おれだけで家に戻る」

　シンは言った。

「その時にどういう態度に出てくるかで、相手のおおよその意図はわかる。

　場所を決めて──お前らはそこで待ってろ。もし一日経たっても俺が顔を見せなけりゃあ、俺のことはいいから二人だけで逃げろ」

　なるべく軽い口調で言ったつもりだったが、二人は不安げに顔を曇くもらせて、

「けど……」

「それじゃあ──」

　シンは小さく笑え顔がおを浮うかべ、

「心配するなって。

　良かれ悪あしかれ、たぶん連中のターゲットはメイだ。たとえ最悪の状じよう況きようになったとしても、俺がそうひでぇ目に遭あわされる、ってことはねえよ」

「いやそんなことちっとも心配してないし。」

「メイと、ラフラ・リフラの、食事とか、眠ねむる場所とか。問題」

「はっはっは。そぉかぁー。そーだよなーお前ら大体そーゆー奴やつだし」

　額ひたいに青スジ浮かべつつ、一瞬本気で、二人のことを尾行者たちに通つう報ほうしようか、などと考えてしまうシン。

　それでもなんとか気を取り直すと、メイをじっとりにらみつけ、

「ゼイタク言えねえだろこの状況じゃあ。

　野の宿じゆくが嫌いやだからってホテルとかに泊とまって、あっさり場所をつきとめられて、夜中に踏ふみ込まれたあげく連行されて、『それ以い降こうメイの姿すがたを見た者は誰もいないのでした……』てな展てん開かいが好みか？」

「うわそれは」

「嫌なら少しはがまんしろ。

　俺たちの姿が、この街じゃあ思いっきり浮いてるんだ、ってことを忘れるな。

　食い物も、隠かくれてる場所からは離はなれたところで買う方がいい。

　で、その場所だが──」

　言いかけたシンの背せ中なかをつめたい何かが駆かけ抜ける。

　かつては全く知らなかった──そして最近、すっかり馴な染じみになったこの感覚。

　すなわち、殺気。

　とっさに身をかわすシンの背を──

　ヴュッ！

　飛び来た光がかすめて過ぎた。

　律崩術クランブルによる攻こう撃げきである。そばの地面には小さな穴あなが開いていた。

「くっ！」

　体たい勢せいを立て直し、攻撃が来た方に視し線せんを走らせる。公園にたむろしているドラグノたちが異い変へんに気がつき、ざわついていた。

　誰が攻撃してきたのかはわからないが、ともかく。

「戻もどって確かめる手間ははぶけたけど！　いきなり攻こ撃れかよ！」
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　言いつつシンは地を蹴けった。

　迎げい撃げきではない。逃とう走そうである。

　メイとラフラ・リフラもすでに、攻撃が来たのとは逆ぎやくに向かって駆かけ出している。

　木々の多さは、追つい跡せき者しやたちの目からこちらをある程てい度どは隠してくれるはずだが、それにも限げん度どがあるだろう。

　次の攻撃がいつ来るか。背中に神しん経けいを集中させつつ駆けるうち、三人は公園を抜けた。

「どこへ行く!?」

「とにかくこうなったら、もう街にはいられねーだろ！」

　ラフラ・リフラの問いかけに、やけくそ気味に吠ほえるシン。

　と。

「──見つけたぞ！」

「あそこだっ！」

　後ろで聞こえた遠い声。肩越しに、ちらりとそちらを振り向けば、公園の反対側から迫せまる翼つばさ──その数三つ。

　そばの路地へと駆け込んで、右に左に駆け回る。

　事情もろくにわからぬまま、シンの頭をよぎるのは、友だと思っていた者のこと。

　──どうなってやがるんだよ、レゼルド──

　問いを胸むねのうちに押おし込めて、シンはドラグノの街を駆けてゆく──




「──冗じよう談だんでしょう──」

　夕ゆう暮ぐれも近い街の中。

　レゼルドは、呆ぼう然ぜんとつぶやいていた。

　今日。竜りゆう翁おうの長い話を聞き終えて──

　しばし頭の中を整理したあと、とりあえずシンたちの家に出向いた彼を待っていたのは、寝ね耳みみに水の話だった。

　シンたちの家のまわりにいたのは警けい備び兵へいたち。制せい服ふくではない者も混まじっているが、ものごしからすると私し服ふくの、やはり警備兵だろう。

　事情がわからずとまどううちに、責せき任にん者しやだという男が近ちか寄よって来て、シンたちの知り合いだと言うと、その話を聞かされたのだ。

　シンたち三人が、尾び行こうした警備兵に律崩術クランブルで攻撃をしかけ、警備兵の三名が死し亡ぼう、一人が負ふ傷しようした──と。

「なんで……!?　そんなことに……!?」

「こっちが聞きたいよ」

　赤せき鱗りん赤せき翼よくのその責任者は不ふ機き嫌げんに吐はき捨すてた。

「だからこうしてきみに話を聞いている。

　連中をここに案内したのは金鱗金翼ギノスの青年だというが……ひょっとすると、きみのことだね？」

「そうですが……

　何かの間違いですよ！　彼らにそんなことができるわけがない！」

　できない、というその言葉を、赤鱗赤翼は、性せい格かくではなく能のう力りよくのことと受け取って、

「まあ確かに……ヒュームたちを相手に、我われらドラグノが後おくれを取るというのは考えにくいが──

　全員がただのヒュームというわけではあるまい？」

「──」

　言われて、レゼルドは小さく息を吞のんだ。

　思い出す。竜りゆう翁おうから聞かされた話を。

　普ふ通つうのヒュームには不ふ可か能のうだろう。ドラグノ数名を圧あつ倒とうするなど。

　だが──

　もしもメイが力を解かい放ほうしたならば、それは決して不可能ではない。

　竜りゆう翁おうたちの思おも惑わくに、メイたちは気づいたのではないか？

　レゼルドの胸に湧わいた思いなど知らず、赤鱗赤翼は重ねて問いかける。

「三人のうち金きん髪ぱつの女は憑霊族リワーダーだと聞いている。しかし最重要監かん視し対象として命じられたのは、赤い髪かみの女の方だった。

　その女については何も聞いていないが、やはりただ者ではないのだろう。

　知っているんだろう？　何かを」

「……今日……」

　相手に半歩歩み寄り、レゼルドは相手の目を見て声を低め、

「そのことで、竜りゆう翁おうからの話を聞いてきました」

「──！」

　竜りゆう翁おうの存こ在とを持ち出され、相手に緊きん張ちようの色が走る。

「僕ぼくが竜りゆう翁おうと面会していたことは、調べていただければすぐにわかると思います。

　けれど正直、あなた方にどこまで話していいのか、僕には判はん断だんがつきません。

　余よ計けいなことまで話してしまうと、僕の責任は当然として、あなた方にもご迷めい惑わくをかけてしまうことになりかねません。

　捜そう査さなどに必要不可欠な情じよう報ほうは、たぶんおいおい上から伝えられると思いますが……

　たとえ危き険けんを冒おかしてでも、全すべてを知りたいですか？」

「………………………………」

　赤鱗赤翼はしばし沈ちん黙もくしてから──

「我々に必要なのは、彼らの発見と逮たい捕ほに必要な情報だけだ」

「わかりました。

　なら僕が言えるのは、彼らはこの街に来て日が浅いこと。頼たよって行くべき場所などないこと。戦せん闘とう能力を甘あまく見ないこと。

　あとは──月つき並なみな個人的見解ですが──」

「何だね？」

　問われてレゼルドは苦く笑しようを浮うかべ、言った。

「理由もなく尾行の警備兵たちを殺すような連中だとは思えない、ということくらいですね──」




　もうすぐ西に陽ひが沈しずむ。

　光はまだ空に満ちてはいるものの、森の中でははや影かげの色が濃こい。

　シンたちは走りに走って街を抜け、ひろがる森へと分け入って、ようやくひと息ついていた。

　メイは木の根元に座すわり込み、足を投げ出し舌したまで出して、大げさにはひはひ肩かたで息をしている。

　もう少し体力に余よ裕ゆうのあるシンとラフラ・リフラにしても、さすがに呼こ吸きゆうは荒あらい。

「……とりあえず……なんとか……振ふり切ったみてえだな……」

　木の幹みきに背せ中なかを預あずけ、街の方に目をやって、息を整えつつシンは言う。

　結局彼らが追つい跡せき者しやたちを見かけたのは、公園のところが最後だった。なんとか運良く振り切れたらしい。

　追われる事情はいまだわからない。

　レゼルドに会って問えば──とも思うのだが、そもそも彼がどこにいるのかもわからない。のこのこと街に戻もどれば、捕とらえられるだけだろう。

　単たん純じゆんな何かの誤ご解かいであればいいと願いつつ、一方で、これがそんな生ぬるいトラブルではないとシンは直感していた。

　世の中には確かく実じつに存そん在ざいするのだ。理り不ふ尽じんなことというものが。

　シンは以前ディーヴァの襲しゆう撃げきを受け、そのことを学んだ。

　誰だれに愚ぐ痴ちろうが訴うつたえようが解決しない。泣こうがわめこうがどうにもならない。唯ゆい一いつ、自分自身が冷静に対たい処しよすることだけが、道を拓ひらく可能性を持っている──と。

「で……これからどうするか、だよな……」

　シンとしては、いっそ何もかもほっぽり出して、一人だけ郷里くにに帰って静かに暮くらしたいところだが──さすがにそれはいろいろ寝ね覚ざめが悪い。

「理由はわからねえが、追われてることは確たしかなんだ。

　なら捜そう索さくの手も伸のびて来る。

　とりあえず、街を離れた方がいいだろうな」

「街……出てくんだ……」

　ようやく息もおさまってきたか、メイは座ったままシンを見上げ、

「……元気でね部下その三」

「なんでそーなるっ!?　俺おれだけ出てったところで何も解決しねーだろーがっ！

　狙ねらわれてるのはたぶんお前なんだぞっ！」

「うわ意外な事実」

「……あのな……いや、いい……」

　シンは一いつ瞬しゆん本気で、一人で郷里くにに帰るという案にすがりつきたくなった。

　いっそ、さわやかな笑え顔がおさえ浮かべつつメイを見み捨すてることができたなら、どれだけ楽になるだろう。

「けど旅費とかは？」

「心配すんな。金は持ってきてる」

　メイの問いにシンはうなずき、

「もしも──ってことを考えてな。ドラグノからもらった生活費を持ち出して来た。

　切りつめりゃあしばらくの旅費にはなるだろう」

　──できれば、こんなもしもは起こって欲ほしかぁなかったけどな──

　胸むねの中でそっとつけ加える。

「出してくれるんだ！　旅費！」

「仕し方かたねえだろこの際さい」

「えらいっ！

　つまり、あたしが持ってるぶんはあたしが好きに使っていい、と」

「まあ別に…………………………

　ってちょっと待て。

　まさかとは思うけど、実はお前もちゃっかり金を持ち出してる、ってわけじゃねえだろうな……？」

「いや、つい」

「つい、ってお前……」

　言う隣となりで、ラフラ・リフラもなぜかうれしげに、

「実は、ラフラ・リフラも、つい」

「お前もかっ!?」

　……どうやら三人ともどもに、追われ旅する者の癖くせがついてしまっているようである。

　そう思ってメイのいでたちをよく見てみれば、服ふく装そうやいつもの髪かみ飾かざりやらはまあいいとして、なぜか両手首にはブレスレット状じようの呪環キヤストリング。

　──ドラグノやディーヴァたちならば話は別だが、人間ヒユームが律崩術クランブルを発動させるには道具による補ほ助じよが不可欠となる。

　そんな道具の一つが、この呪環キヤストリングと呼よばれるもの。名の通り、環かん状じようの金きん属ぞくなどに律崩術クランブルを発動させるための呪じゆ紋もんと呼ばれる文字を刻きざみ込こんだものである。

　以前ディーヴァの襲撃があった際、市販の安ブレスレットにメイが呪紋を彫ほり込んで作った、攻撃・防ぼう御ぎよ用のものである。

「……ひょっとしてその呪環リングも、つい、って奴やつか……？」

「ないと落ち着かないし」

「……なるほど……

　まあ旅費のことに関してはあとでじっくりと話し合う必要があるとして──

　問題は、どこへ行くか、ってことだ」

　シンとしては郷里くにを目ざしたいところだが──

「いい考え、ある！」

　言って表ひよう情じようをかがやかせたのはラフラ・リフラだった。

　しゃがみ込み、メイに向かって、

「なら、東、来ればいい！」

「……ひがし……？」

「東の大陸イースタンガイアか!?」

　気のないメイの声に続けるシン。

　そこは、ラフラ・リフラたちリワーダーの住まう土地。

　確かにそれも選せん択たく肢しの一つだろう。

　この大陸を離れることは大だい前ぜん提ていとして──メイを狙うディーヴァたちが住む西は論ろん外がい。

　シンの故郷ふるさとがある南の大陸サウザンガイアに向かう道は、もと来た場所ゆえ網あみが張はられているだろう。

　まあ東とて、他ほかに進むより多少マシ、という程てい度どの話でしかないのだが。

　どこに向かうにしろ海を渡わたることになるが、それはなんとかなるだろう。

　どれだけの頻ひん度どでかは知らないが、定期便も出ているはずだし、交こう易えきの船だってあるはずだった。

　実じつ際さいのところ、東の大陸イースタンガイアに住んでいたラフラ・リフラも、何かの手しゆ段だんで南の大陸サウザンガイアにやって来たのだ。

「悪くない意見だ」

　四番目の声は、思ったよりずっと近くから聞こえた。

『──!?』

　シンとラフラ・リフラが身がまえる。メイはその場でだらけたまま。

　あたりを囲む木々と緑。姿すがたも気配もなかったが──幻げん聴ちようではない。

「騒さわぐ必要はない。

　前にも言ったはずだ。お前たちの敵てきもいれば味方もいる、と。

　列車から落ちた夜のことを覚えているか」

「──まさかあんた──！」

　声が続けた言葉に、シンは思い当たるものがあった。

　以前、ディーヴァたちの襲しゆう撃げきを受け、シンとメイが、走っている列車から落ちたことがあった。

　その時二人を救ったのは、彼らの味方を自じ称しようする、一人の女ディーヴァだった。

　あれ以来姿が見えなかったせいで、存そん在ざいすらも忘わすれかけていたのだが──まさかこんな所にまでついて来ていようとは。

　ただ──今聞こえたのは男の声のようだが……

「思い出したか。

　今からそちらに出て行く。声と姿を変えているが、気にするな」

　言うとともに下生えの草が鳴り、少し離れた木こ陰かげから姿を現あらわしたのは、緑りよく鱗りん白はく翼よくのドラグノ──いや、その姿をしたものだった。

　身につけているのもドラグノの服で、言われてさえも、本当はディーヴァなのだとすぐには納なつ得とくしがたいものがある。

「変身律崩術メタモクランブルって奴やつか。ドラグノの姿にもなれるってわけだ」

　シンはわずかに苦さの混まじるつぶやきを漏もらした。

　かつてディーヴァの刺し客かくたちに、この術じゆつで翻ほん弄ろうされた思い出が強い。便利なことは認みとめるが、あまりいい印象を持てるはずもなく。

「何の、用!?」

　ラフラ・リフラは露ろ骨こつな警けい戒かいの色を見せる。むろんシンとて、この相手を全面的に信用しているわけではないのだが。

「その格かつ好こうで俺たちをずっと観察してた、ってわけだ。

　ならいろいろ知ってるよな。

　教えてくれ。何が一体どうなってる？」

　シンはまっ正面から、相手の目を見て問いかけた。

　しかし女ディーヴァはその視し線せんを軽く受け止め、

「過か度どな期待は困こまる。

　ドラグノの姿になったからといって、ドラグノのことを何でも知ることができるわけではない。

　私にわかるのは、ドラグノの警けい備び兵へいたちに穏おだやかとは言えぬ命令が下っていたらしいこと。それを察したお前たちが連中を刺し激げきして、結局こうなったこと、くらいか」

「おだやかじゃない命令？」

「推すい測そくだ。警備兵たちの態たい度どからの、な。

　実際は予想していた以上に物ぶつ騒そうな命令が出ていたようだったが」

「まあな。さすがに俺も、問答無用で攻こう撃げきされるとは思わなかったぜ」

　言ってシンは、座り込んだままのメイにちらりと目をやってから、

「ドラグノたちの思おも惑わくはとにかくとして──

　じゃあそっちの思惑はどうなんだ？

　なぜ、メイをどうこうしようってディーヴァと、あんたみたいに味方してくれるっていうディーヴァがいる？

　今回は前みたいに、『説明している時間はない』ってのはナシだぜ」

「解かい釈しやくの違ちがいがあるようだな」

　女ディーヴァは平然と、

「私が言う『味方』というのは、協力関係が可能な間あいだ柄がらという意味だ。

　何から何までも話せる仲という意味ではない」

「それは『利用』って言わねえか？」

「別にそう解釈してくれてもいい。こちらはこちらの都合でそちらを守る。それだけのことだからな」

「……詳くわしいことを話してくれねえ限かぎり、一いつ緒しよに行動はできねえ──って言ったら？」

「それもかまわん。こちらは今まで通り、勝手について行くだけだ。

　しかしそちらは困るのではないか？

　どこに行くにしろ、途と中ちゆうの食料はどうする？」

「金は持ってるさ」

「なるほど。それは心強いな」

　あいづちに混じるかすかな嘲あざけりの色。

「で、逃にげて行く先々の街で、ヒュームが食料を買いに来た、という足そく跡せきを残す訳か」

「…………っ……」

　言われてシンは言葉に詰つまった。

　確かにその問題はあった。

　この大陸にいる限り、彼らはひたすら目立つ異い邦ほう人じんなのだ。

　人間ヒユームとドラグノの間には多少の交流もあるが、それはごく一部の話。ドラグノの街でヒュームを見かけることなど普ふ通つうありえない。

　そんな中、行く先々で姿すがたを見せるのは、さあ追いかけて来てくれ、と言っているのも同じである。

　ドラグノ姿の協力者がいれば助かることは確かく実じつなのだが──

　狙ねらいもわからぬディーヴァをどこまで信じていいものか。

　できればなんとか駆かけ引きをして、相手から少しでも情じよう報ほうを引き出しておきたいところなのだが……

　そんなシンの思惑を──

「協力おっけーっ！」

　メイの気軽なひとことが、いともあっさり粉ふん砕さいした。

「おいっ!?」

「なら決まり、だな」

　シンのツッコミを無む視しして、女ディーヴァはうなずいた。

「メイ、そう言うなら、仕方ない」

　と、ラフラ・リフラまで。

「いやだからちょっと待てお前ら！」

「反対なら、お前だけ別行動を取ればいい」

　そっけなく女ディーヴァは言う。

「……ンなわけにいくかよ……」

　自分だけ抜けて、目的不明の女ディーヴァを同行させる──へたをすれば、ただ見み捨すてるよりもタチが悪い。

「わかったよ。ただな──

　名前くらいは教えてくれるよな？」

　シンの問いに、女ディーヴァは、はじめて目を丸くして、

「……そうか……考えてみれば、まだ名乗ってもいなかったか。

　ギソウル。そう呼よんでくれ」

　彼女は名乗ると、服の下から大ぶりの短剣ダガーを鞘さやごと取り出し、シンに向かって突つき出した。

　シンはけげんな顔で、女ディーヴァ──ギソウルの顔とダガーを交こう互ごに見つめ、

「……なんだよ……これ？」

「やる、と言っているのだ。受け取れ。武ぶ器きはないのだろう？」

「──」

　シンは小さく息を吞のむ。

　追い来るドラグノと戦わなければならなくなるかもしれない。

　考えてみれば──そういうことになるのだろう。

　空を飛ぶドラグノ相手にナイフ一本では、持たないよりはマシ、というレベルでしかないのだが──

　これを手にすることは、ドラグノたちとの──レゼルドとの完全な決別を意味するような気がした。

　シンはためらい──

　だがしかし。

「悠ゆう長ちように迷まよう時間があると思うか？」

　ギソウルの声にせかされて、シンはダガーに手を伸のばした──




　ミラルドの都には、三角棟トライホンと呼び慣ならわされる建物がある。

　役所であり議ぎ事じ堂どうでもあり、そして城しろでもあるその中ちゆう核かく近く。

　長い長い廊ろう下かを抜ぬけた先に、謁えつ見けんの間はあった。

　今。

　そこで向かい合うのは、人の目からすれば異い形ぎようのものたちばかり。

　かたや玉ぎよく座ざにかけた金鱗金翼ギノスの一人のドラグノ。左右にはずらりと並ならぶ、帯たい剣けんしたドラグノの警けい備び兵へいたち。

　対するは、ドラグノたちとは異ことなる異形。

　儀ぎ礼れい用の金糸銀糸をあしらった服に身を包んだ、三本の角を頭に頂いただく一人をはじめとして、銀ぎん髪ぱつで瑠る璃り色いろの鎧よろいの一人。はだけたままの上半身にびっしり刺青いれずみを施ほどこした一人。そして全身に金きん属ぞくの呪環リングを纏まとわせた一人。

　四人とも、髪かみの色や角の数形は違えども、纏う空気は皆みな同じ。

　──ディーヴァ。

　西の大陸ウエスタンガイアに住まい、かつては他種族より悪魔セイタンとも揶や揄ゆされた者たち。五十年の昔には、ドラグノやヒュームを相手取り、戦争を起こした一族である。

　だが今ここに佇たたずむのは、ディーヴァの国からの正式な使いとして、ドラグノの国を訪おとずれた四人だった。

「遠いところをようこそ。ブルジオラス外がい務む卿きよう殿どの。

　三竜翁トリギノスの一人、ラキア＝ギノス＝レンティティアスと申します」

　金鱗金翼ギノスのドラグノが、玉座より立ち上がって一礼を送る。

　三つある玉座のうち、左右の二つは空だった。

　対する儀礼服のディーヴァも一礼し、

「拝はい謁えつの栄に浴し恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます。

　ディーヴァ外務卿、ブルジオラスと、その供ともの者にございます」

　名乗り、後ろに控ひかえる三人を視し線せんで指す。

　ブルジオラスの目から見ても、後ろに控える三名のうち、鎧の一人以外はかなり奇天烈きてれつな風ふう体ていだった。本来ならこうした正式な場に出せる格かつ好こうではないのだが──

　知ったことではない。

　そもそも彼らは、友好を深めに来たわけではないのだから。

　わざわざトラブルを起こすつもりはないが、話の流れによっては、そういうことも考える必要はあった。

　彼らがこの北の大陸ノーザンガイアにたどり着き、中央との交こう渉しようを求めてから、途と中ちゆうの移い動どう時間を含ふくめても、今日でおよそ半月と少し。

　もっとのらりくらりとかわされて、長く待たされるかとも思っていたのだが。

　毒にも薬にもならぬ社交辞じ令れいをしばし交かわしてから──

「時に──」

　切り出したのは、竜りゆう翁おうの方からだった。

「此こ度たびのご来らい訪ほう、して、いかがなご用よう件けんにて？」

「そのことなのですが──」

　ブルジオラスは苦く悩のうの表ひよう情じようを浮うかべてみせ──もっとも、ドラグノたちに自分たちの表情がわかるのかどうかは不明だったが──

「過か日じつ、ヒュームの地におられたそちらの留りゆう学がく生せいが、ヒュームの姿すがたをした者たち三人を連れて、こちらに戻もどって来られたはずですな」

「──うむ──」

「その者どもに関してお話があります。おわかりですな」

　有う象ぞう無む象ぞうの護ご衛えい兵へいどもに聞かせられる話ではない。人ひと払ばらいをしてくれ、と言ったわけなのだが──

　竜りゆう翁おうは、長いため息をついてから、

「残念ながらブルジオラス卿、その者どもは現げん在ざい、我われ々われのもとにはおらんのです」

「──どういうことですかな？」

　いぶかしげに眉まゆをひそめてみせる。

　もとより、そいつらを渡わたせと言ったところで、素す直なおに聞いてくれるなどとは思っていなかった。

　しかし、いないと言い出すとは。

　さて一体どんな言い訳わけを聞かせてくれるか。

　ブルジオラスがそう思っていると。

「実は過日──

　ヒュームの客人たちは、護衛につけた兵士三名を殺害の上、逃とう走そうしましてな」

「──な──!?」

　竜りゆう翁おうのその言葉に、さすがにブルジオラスは絶ぜつ句くした。

　背はい後ごに控える三人からも、驚おどろきの空気が伝わってくる。

「報ほう告こくによれば、外出中の一いつ行こうを尾び行こう中、律崩術クランブルによる攻こう撃げきを受けたと。

　三人はそのまま街まちから逃亡。当然こちらは人手を出して捜そう索さくをしております。

　南の村で姿を見かけたという報告も入っており、見つけるのはそう遠くないことだとは思うておりますが」

　かまわずに、竜りゆう翁おうは淡たん々たんとそう続け──

「──ま──」

　ブルジオラスがようやく声をしぼり出したのは、沈ちん黙もくがしばし続いてからだった。

「真まことですか……？　それは……？」

「無む論ろん。

　噓うそならもう少し上手うまくつきますし、不ふ謹きん慎しんな冗じよう談だんを口にできる席ではないこともわかっております」

「一体……何があったのです？　あなたがたと相手との間に」

「報告以上のことはわかりません」

「しかし……ただのヒュームがドラグノの兵三人を……？」

　つぶやきに、竜りゆう翁おうは人の悪い笑えみを浮かべ、

「相手がただのヒュームであれば、卿きようがこの地までおいでになる必要はありますまい？」

　確たしかにその通りではあった。しかし──

「……まさかそのようなことになっておろうとは。

　されど当方とてその者たちに用ある身。そちらに全すべてをお任まかせして国に戻るというわけにも参りませぬ。

　できうれば、その三人が捕ほ縛ばくされるまでの滞たい在ざいをご許きよ可か願いたいのですが」

「お望みとあればいつまでなりと。粗そ末まつながらご滞在のための場所も用意させていただきましょう。

　三人の捜索はこちらにお任せくださり、ゆるりとおくつろぎくだされ」

「ご高配に感かん謝しやいたします。

　厚こう顔がんついでに申し上げますれば、滞在の間、ただ無む為いに時を過すごすのも詮せん無なきこと。後学のための観光もご許可頂いただければと」

「──ふむ──」

　竜りゆう翁おうは口の端はしを笑みの形に吊つり上げて、

「わかりました。案内の者も手配いたしましょう。

　無論逃げた三名を捕縛したならば、ただちにご連れん絡らくさせていただきます」

　どうやら竜りゆう翁おうはこちらの思おも惑わくをある程てい度ど見抜いてはいるようだが──まあいい。

　そのあとしばらく、どうでもよい雑ざつ談だんを交わして、竜りゆう翁おうとの会見は終しゆう了りようした。

　ブルジオラスたち四人は、衛兵の案内で、控えの間に通されて──

「やるものですね。ドラグノも」

　衛兵たちが部屋を出るのを待ってから。

　口を開いたのは供ともの一人、瑠る璃り色いろの鎧よろいを着たディーヴァだった。

「ヤル、だと？　ターゲットをおめおめ逃がしたマヌケどもがか？」

　かすれるような声で揶や揄ゆしたのは、全身に金きん属ぞくの呪環キヤストリングを纏まとう一人。

「策さく──だというのか。ソルディマ」

　問うたのは、半はん眼がんのまま端たん然ぜんと座ざした刺青いれずみの一人。

　瑠璃の鎧──ソルディマは小さく顎あごを引き、

「恐おそらく。

　我われ々われの来らい訪ほうを聞いた時点で目的を前もって悟さとり──

　こちらの要求をただ吞のむのは屈くつ辱じよく。しかし断ことわって我々との間を険けん悪あくにすることも嫌きらい、ターゲット三人を事前に逃がした。そんなところでしょう。

　そもそも、ターゲットたちがドラグノの警けい備び兵へいを殺す理由がありません。おそらく作り話でしょうし、当然ターゲットのことを捕とらえる気も、私たちに引き渡すつもりもないでしょうね」

　言ってソルディマは、確かめるようにブルジオラスに視線をやる。

　だが。

　ブルジオラスは知っていた。その予想はある部分で間違っていると。

　逃がしたのではなく、追い立てたのだ。

　竜りゆう翁おうならば悟っただろう。ターゲットが一体何者なのかということを。

　それを知ったなら、ひょっとすると、警備兵たちにターゲットの抹まつ殺さつを命令したかもしれない。

　ならば、警備兵たちがその命令を実行に移うつそうとして返り討うちにあった──ということも考えられる。

　あるいは竜りゆう翁おうは、どう転んでもよい手を打っておいたのではないだろうか。

　例えば──ターゲットを見み張はっていた警備兵たちに、少々手て荒あらなことをしてもよいと命令を下しておく。

　それでいざ何かが起きて、ターゲットが死んだとなればそれだけの話。逃とう亡ぼうしたならそれもよし。

　とりあえずどう転んでも、ディーヴァたちに屈することも敵てき対たいすることもなく、やっかい払いができるというわけである。

「じゃ、トカゲどもはオレたちをだまくらかそうってのカ!?」

「落ち着け。ベラール」

　今にも立ち上がりそうないきおいで言った呪環キヤストリングを纏う一人を、ブルジオラスは静かな口調でたしなめた。

「そうと決まったわけではない。

　いずれにしろこの世界は裏うらのかき合いだ。ならばこちらも相手の裏をかけばよい。それだけのことだ。

　それと、公式の場では自分のことは『オレ』ではなく『私』と呼べと教えたはずだ」

「わかってますヨ。けどこの部屋にトカゲがいない以上、公式な場ってわけじゃあねえでしょ？」

「──来る──」

　会話とは脈みやく絡らくもなく刺青の一人がつぶやいて、それで全員が沈ちん黙もくした。

　しばしの静けさが部屋に満ち──

　ほどなく足音が近づき、部屋の扉とびらが開いた。

　そこにいたのはドラグノの衛えい兵へいと、金鱗金翼ギノスの青年一人。

「初めてお目にかかります。

　竜りゆう翁おうより皆みな様さま方の御ご案あん内ない役やくを仰おおせつかりました、レゼルド＝ギノス＝レジザノールと申します」

　言って金鱗金翼ギノスのドラグノは、ブルジオラスたちに一礼を送った──




　女ディーヴァ──ギソウルにとって、任にん務むはおおむね順調に進んでいた。

　一時はターゲットたちがドラグノの都に安住してしまうのではないかと危き惧ぐしたが、幸さいわい結果はこういうことになっている。

　しかし、本当に大変なのはこれからだった。

　騒さわぎを起こして逃げたのだ。当然ドラグノたちは追つい跡せきして来るだろう。

　一いち応おうの対たい策さくは打った。一いつ旦たん南下し、小さな村のそばでわざとメイたちの姿すがたを見せた後、コースを変えて東に向かったのだ。

　ヒュームの大陸を目ざして南に向かったと見せる工作である。小細工にしか過すぎないが、何もやらないよりはマシなはず。

　重要なのは、今進むこちらに足そく跡せきを残さぬことだった。

　一同は常つねに、街かい道どうから外れた木々の間を行き、村や町での食料調達はドラグノの姿を借りたままのギソウルがやっている。

　仮かりに追跡者が、あとで同じ村や町に来たとしても、ヒュームが来なかったか、と問えば、住人から返ってくる答えはノーである。

　道行きは、翼つばさある彼女から見ればどうにも遅おそかったが、翼を持たぬ者が三人もいたのでは仕し方かたあるまい。

　ターゲット一人だけくらいなら自分が抱かかえて先に飛んでゆくこともできるが、さすがにそれは聞いてもらえないだろう。

　まあそれもいいとしよう。が。

「うわまたこんな変な肉だし」

　ターゲット──メイは、ギソウルが近くの村で買ってきた食料に、心の底から顔をしかめた。

　ザノノとかいう何かの乾ほし肉である。栄えい養よう価かも高く安価で、それなりに保ほ存ぞんはきくという、ギソウルから見ればいいことずくめのものだというのに。

「文もん句く言えた立場じゃねーだろ」

　町や村から離はなれた森の中。少しひらけた場所に車くるま座ざになって食事をとりながら、黒くろ髪かみのヒューム──シンはメイをたしなめた。

「味だってそう悪くねえし」

「でも乾し肉のくせに、変にぬるっとしてて紫むらさき色いろだし」

「……それは言うな……」

　シンは不ふ機き嫌げんに視し線せんを伏ふせる。

　確かにこの乾ほし肉、妙みように明るい紫色だが──

「紫色は嫌いか」

　口の中のものを咀そ嚼しやくし嚥えん下かして、ギソウルは尋たずねた。

「……つうか、見た目とか食感ってのが、どうにも食しよく欲よくをそそらねえって言うか……ゼイタク言えた義ぎ理りじゃねーのはわかってるけどよ……」

「こればっかりだし」

「ラフラ・リフラ、新しん鮮せんな肉、食べたい。できれば、骨ほねつき」

　口々にわけのわからぬ勝手を言う。

「食事などただの補ほ給きゆうだろう。活動に必要な栄養は十分とれている。

　それに調理の炎ほのおや煙けむりを上げて目印にするわけにはいかない」

　言って乾し肉をもう一切れ、口に運んで咀嚼する。

　そもそも胃に入ってしまえば、色も食感もないではないか。

　彼女の合理的な意見に、しかし三人は納なつ得とくした様子もなく、

「……まあある面そうかもしれねえけど……もうちょっとなんつうか……潤うるおいというかバリエーションというか……いや本当にゼイタク言えた義理じゃねーのは重々わかってるんだけどよ……」

「遠い日の想おもい出に今も息づくクッキーとか」

「骨つき」

　なぜこの連中は食料のことくらいでそんなに切なそうにするのか。

　ギソウルにとっては、いまだ影かげも見えぬドラグノの追跡者たちなどより、この連中の相手をすることの方がよほど骨だった。

　自分たちの立場がわかっているのかいないのか。やたらといろいろ文句を垂たれる。いきなり勝手なことをやらかしそうな気がして、どうにも安心できなかった。

　都をあとにして、もう十日ほどになるのだろうか。しかしいまだ彼らの信用を得ることも、彼らを信しん頼らいすることもできてはいなかった。

　もとより堅かたい信頼関係を結ぶつもりはないのだが、こちらへの不ふ審しんから勝手なことをされても困こまる。

　シンと呼よばれている黒髪は、時々ギソウルに何か言いたげな不審の視線を送ることがある。いろいろと考えているようだが──何かがあれば、そうなった時に対応を考えれば済すむことである。

　あと、行動パターンがどうにも摑つかみきれないラフラ・リフラとかいうリワーダー。

　ディーヴァが軍ぐん獣じゆうとして使うジュビアという動物と、性せい格かくが共通する部分も所々あるのだが……普ふ通つうに会話をしていると、どうにも調子の狂くるう部分がある。

　そして──

「んむぅ」

　乾し肉がなかなか嚙かみ切れないらしく、やたらじたばたしているメイ。

　今までギソウルのまわりにはいなかったタイプである。どこからどう見てもただの困った子こ供どもなのだが──

　本当に、こんな者にできるのだろうか。

　ギソウルは、本気でそう思う。

　五十年前の借りを返すことなど──




　晴れた空の下、緑はどこまでもひろがっていた。

　この同じ空の下のどこかで──シンたちは今も逃とう亡ぼうし続けているのだろうか。

　レゼルドは、客──ディーヴァの外がい務む卿きようたちと並ならんで空をゆきながら、ぼんやりとそんなことを考えていた。

　ディーヴァたちの案内兼けんお目付役を命じられ、行動をともにするようになってから、何日が経たっただろう。

　最初は街の観光だった。

　あちこちの建物や店を見学したり、ドラグノ風の料理を味わってみたり。いつもは堂々としているディーヴァ一行が、書店のアダルト棚だなを目にしてからなぜか小一時間ばかりしょんぼりしていたり。

　しばらくすると。

　彼らは街の外も見てみたいと言い出した。

　曰いわく、首都だけではなく小さな町や村を見てこそ、その国の実じつ状じようがわかるとか。

　南に──メイたちが逃げたとされる方に向かうというなら止めたのだが、ブルジオラスが希望したのは東の方。

　断ことわる理由は思いつかなかった。

　いくつかの町や村に立ち寄より、案内し──その途と中ちゆうで、供とものディーヴァたちがふらりと勝手にどこかに行くこともあったが、特にいざこざを起こすわけでもなく。

　次の村。先の町へと街かい道どうぞいに翼つばさを延のばしゆく。

　竜りゆう翁おうからの命とはいえど、それはレゼルドにとって、ストレスのたまる日々だった。

　正式な国こく賓ひんの案内と目付。

　栄えい誉よある任にんではあるが楽ではない。

　その上相手は、しばらく前まで自分たちをつけ狙ねらっていたディーヴァたちなのだ。

　レゼルドは覚えている。かつての襲しゆう撃げき者しやたちの中に、瑠る璃り色いろ鎧よろいに銀ぎん髪ぱつのディーヴァがいたことを。

　供の一人、ソルディマと呼ばれる者の姿すがたに、それは酷こく似じしていた。

　当人かどうか確かく証しようは持てぬし、まさか聞いてみるわけにもいかないのだが、やはりいい気分ではない。

　そして一方、シンたちの消息はいまだわからない。

　信じられなかった。彼らが警けい備び兵へいたちを殺して逃げたなど。

　理由もなくそんなことをするはずもない。なら一体何があったのか。

　竜りゆう翁おうの誘さそいがあったとはいえ、彼らをこの地に導みちびいたのは他ほかならぬレゼルド自身なのである。その結果がこれでは、気になるのも当然だった。

　捕つかまったという話は聞かないが、彼らは無事でいるのだろうか。

「──レゼルド殿どの──」

　できれば会って話をしてみたい。一体何が起こったのかを聞きたい。

　しかし──それができたとしても、どうなる？

　聞いたとて、何も状況を変えられないのなら──

「レゼルド殿！」

　名を呼ぶ声を大きくされて、ようやく彼は我われに返った。

　気がつけば、近くまで寄ってきたブルジオラスがこちらに視し線せんを送っている。

「──考え事かな？」

「失礼しました。風が強くて……呼ばれたことに気がつきませんでした」

　耳もとを過すぎゆく風に負けぬよう、意い識しきして大きな声を出す。

　ブルジオラスの希望に従したがい、一行は東へ東へと進んでいた。高空から見下ろしているせいもあるのだが、彼方かなたにははや東の海さえ見えてきている。

「このあたりで一息つこうと思うておるのだが」

　言いながら、ブルジオラスとその供三名は飛びゆく速度を落としてゆく。

　レゼルドもそれにならいながら、

「少し引き返すか、もう少し先に行くかすれば村がありますが、どちらに──」

「──いや」

　ブルジオラスはあたりを見回し、

「気き儘ままは申し訳わけないが、このあたりが良い。

　木々やそこに暮くらす動物たちさえ、我われらディーヴァの地のものとは違ちがう。それをじっくりと見てみたい。

　それに──

　町や村で、ドラグノの方々に好こう奇きの目を向けられ続けるのも、少々気き疲づかれするものだからな」

　なら出かけるな──などとは無む論ろん口が裂さけても言えない。

「博はく物ぶつ学がくに御ご興きよう味みが？」

「いや。博物学というほどのものではない。ただの珍めずらしいもの見たさだ。

　かまわんかな？」

「もちろん」

　断ことわる理由もなくうなずくレゼルド。

　一同は翼つばさを傾かたむけて、そのまま降こう下かを開始した。

　森の中へと降おり立つと、ブルジオラスは供の三人に目をやって、

「多人数で動き回ればおびえて逃げる動物もいよう。

　お前たちはここで待機していろ」

「それでは警けい護ごの任が果たせません」

　抗こう議ぎの声を上げたのは刺青いれずみのディーヴァ。確たしか名前はグィツといったか。

　ブルジオラスは視線をレゼルドの方に向け、

「──このあたりには、我々の命を脅おびやかすような猛もう獣じゆうはいるのかね？」

「いえ。街道からそう離はなれているわけでもありませんし」

　と、苦く笑しようしてレゼルド。

　ブルジオラスはグィツを見やり、

「──だ、そうだ。

　たとえ森に迷まよったとしても、空に舞まえば互たがいを見い出すのは造ぞう作さないはずだ」

「ならば御ご随ずい意いに」

　刺青のディーヴァは無ぶ愛あい想そうに答え──

「ヒマだったら昼ひる寝ねか空の散歩でもするサ」

　全身に呪環リングをつけたベラールが、おどけた口調で翼をすくめた。

　ディーヴァの外がい務む卿きようは満足げにうなずくと、

「そういうことでかまわんかな？　レゼルド殿どの」

　またまた気ままな発言だが──まさか、こんな場所でトラブルを起こすこともあるまい。

「こちらは構かまいませんが……」

　特に問題はない。ないはずだった。

　だが──なぜなのだろう。何かが引っかかるのは。

　しかし目付役ではあるものの、案内役でもある彼が、なんとなく──などという漠ばく然ぜんとした理由で断るわけにもいくまい。

「学者というわけではありませんので、どこまで御満足いただける解かい説せつができるか自信がありませんが──

　では、参りましょうか」

　かくてレゼルドとブルジオラスは、森のさらに奥おくへと歩みゆく──




　旅はおおむね順調だった。

　フロに入れないことと服の着き替がえがないこととふかふかのベッドに縁えんがないことと食生活が悲しいこと、ついでに言うなら逃とう避ひ行こうだという時点でそもそも順調とは呼よべないのではないか、などという疑ぎ問もんを除のぞけば特に問題はない。

　ギソウル曰いわく、追つい跡せき者しやの影かげが見えないことが何より順調、なのだそうだ。

　無む論ろんシンとて、そのことについてだけは異い論ろんをはさむ気はないのだが。

　食事はギソウルが買い込む彩いろどりのない非ひ常じよう食しよく。

　夜を過すごすのは草葉のベッド。

　でもって途と中ちゆうの川やら池やらで、交こう代たいで水浴びをしたり洗せん濯たくをしたりもするのだが、とにかくこういう時、男の立場というのは弱くなる。

　日ひ頃ごろは色気のカケラも見せないラフラ・リフラや、あまつさえメイまでが、シンに対して、遠く離はなれていろ見たら死なす、と、真しん剣けんそのもののまなざしで言ってくる。

　別に見たいとも思わない……こともないが……男なのだし──まあともかく──ラフラ・リフラあたりの本気パンチなど受けた日には、冗じよう談だん抜ぬきで死ぬかもしれない。

　で、結局。

　さすがに覗のぞきに命を賭かける気もなく、女じよ性せい陣じんの水浴び中は、向こうからいいと声をかけて来るまで、ひたすら距きよ離りを置いてヒマな時間を過ごす羽目になる。

　今日も今日とて、水場からかなり離れた木の陰かげに、ぽつんと座すわってシンは緑を眺ながめていた。

　──一体何やってんだか。俺おれは──

　ぼんやりとそんなことを考える。

　思えば遠くに来たものである。

　今にしてみれば一番最初、家に転がり込んできた記き憶おく喪そう失しつのメイを街まちの警邏隊ガードに押おしつけそこなったこと──そのあたりから、人生のハズレ籤くじ一本やりに進みはじめたような気がする。

　ディーヴァと戦いドラグノの大地に着いたはいいがまた追われ、今度はリワーダーの住む地へ赴おもむこうとしている。

　波は瀾らん万ばん丈じような人生と言えば聞こえはいいが、谷また谷の連続など、当人にとっては嫌いやなだけである。

　郷里くにに帰ってこのことを本にでもすれば評ひよう判ばんになるんじゃないか、などと馬ば鹿かなことを考えたりもするが、無事に帰り着ける可か能のう性せいは、はてさて、どれほどのものか。

　指先で金きん属ぞくの筒つつを弄もてあそびながら、シンは自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。

[image: ]

　長さにして二の腕うでほど。表面に律崩術クランブルを発動させる呪じゆ紋もんを刻きざんだそれは、律崩術剣クランブレードと呼ばれるものだった。

　ディーヴァのみを傷きずつける光の刃やいばを生む武ぶ器きで、かつてレゼルドから預あずかったものだった。

　ついつい返しそびれ、ドラグノの街を出る時に、やはりついいつもの癖くせで身につけてしまっていたものである。

　とはいえ、追い来る相手がドラグノならば、こんなもの何の役にも立たない。ディーヴァのみを傷つけるということはすなわち、ディーヴァ以外の相手には無害だという意味でもあった。

　実じつ際さい、シンは以前にこの光の刃で刺さされたことがあるのだが、ちょっとした衝しよう撃げきと痺しびれがあった程てい度どで、結局傷すら負わなかった。

　となればこんなもの、せいぜいキャンプの明かりくらいの役にしか立たない。ギソウルにもらったダガーの方がよほど役に立つだろう。

　にもかかわらず、いまだに持っている理由は簡かん単たん。

　捨すてられないからである。

　捨てれば誰だれかが見つけ、こちらの足取りを知るかもしれない。

　何より──これはレゼルドから預かったものだから。その思いがいまだある。

　手の中の律崩術剣クランブレードをぼんやりと眺ながめる──シンのまなざしが突とつ如じよ、厳きびしくなった。

　風のにおいが変わっていた。

　音を消して立ち上がり、あたりを見回す。

　──もしシンに、鳥を観察する趣しゆ味みがあったなら、野鳥たちの鳴き方がわずかに変わったと気づいたかもしれない。

　だが、はっきりとそこまでは認にん識しきできずとも、シンの五感は何かの異常を捉とらえていた。

　何かが──いる。近くに。

　それが決して友好的な存そん在ざいではなさそうだということは気配でわかった。

　一体何者なのか。いずれにしろ。

　トラブルをもたらすものがいるのなら、目ざすのはおそらくメイのいるところ。

　シンは静かに歩きはじめる。メイたちのいる水場の方へ。

　左手に律崩術剣クランブレードをにぎりしめ。

　右手を腰こしの後ろに忍しのばせたダガーにそっと伸ばし。

　下生えを踏ふみ森をゆき──

　その時シンは気がついた。

　歩む自分の足音と、ぴたり重なるタイミングで、聞こえるもう一つの足音に。

　音は右の方──森に並ぶ木々の密みつ度どが濃こくなっているあたりから。

　自分の足音が反はん響きようしているのかとも思ったが、リズムはそのまま歩み方を変えてみても、重なる音に変化はない。

　確かく実じつに、そこにいるのだ。何かが。

　──そういうことか──

　シンは事じ態たいを悟さとった。

　森に潜ひそむもの──おそらく追っ手はシンを発見し、彼のあとをつけて、本命──メイのいる場所まで案内させるつもりなのだ。

　どうする？

　シンは思考を走らせる。

　進む方向を変えるのは──不自然すぎる。

　こちらからしかけて不意をつき──しかし倒たおせなければ意味はない。

　ならば。

　メイたちに向かって警けい告こくの声を上げ、自分はここに踏みとどまって時間をかせぐ。そのあたりが現げん実じつ的な手しゆ段だんだろう。

　幸さいわいにもというか不幸にもというか、女じよ性せい陣じんの中には、自分のことを気き遣づかってとどまる者などいないはずだった。

　思って口を開き──

「──おーい。もういいよー」

　シンが声を上げるより早く。

　やたらのんきなメイの声は、先の方から聞こえてきた。

　──ちっ──！

　タイミングの悪さを呪のろったところでどうにもならない。メイの言葉も終わらぬうちに、シンの右手、木々の奥おくを、影かげとともに足音が駆かける！

「逃にげろ！　追っ手だ！」

　シンもまた、声をはり上げ地を走る。影の背せ中なかを追い、右に。

　木こ漏もれ陽びと影とが交まじる森の下。彼の目は相手の背中を捉とらえ──

　──なに──!?

　まなざしが動どう揺ようの色に染そまる。

　後ろをとられるのを嫌きらってか、先をゆく相手がきびすを返す。

　全身に刺青いれずみを施ほどこしたその相手は──

「ディーヴァ!?」

　驚きよう愕がくの声は木々の間に溶とけてゆく──




　……おーい。もういいよー……

　遠く響ひびいた女の声は、ブルジオラスの耳にも届とどいた。

　案内役の、レゼルドとかいうドラグノの動きが停止した。

　彼にしてみれば、こんな場所で人の声を聞くというのは意外だったのだろうか。

　だが、ブルジオラスにとっては予想の通り。

　ターゲットは、やはりこのあたりにいたのだ。

　竜りゆう翁おうから『観光』の許きよ可かをもらって以来、彼らは、レゼルドには内ない密みつにターゲットの捜そう索さくを続けていた。

　東こちらに目をつけた理由はいろいろあるが、単たん純じゆんに言うなら、西はありえず、南に向かおうとすれば止められるだろうと読んだのだ。

　行く村や町で、はぐれたふりをした供ともたちに聞き込みをさせ、その際さいには、『ヒュームを見なかったか』ではなく、『最近見み慣なれぬ旅人を見なかったか』と尋たずねるように指し示じをしている。

　ドラグノの協力者がいる可能性を考こう慮りよしてのことである。

　その結果──

　見慣れぬ緑りよく鱗りん白はく翼よくのドラグノが、多めの食料を買って行ったという話はすぐに聞けた。

　行く先々で同じ聞き取りをくり返せば、すぐにわかった。

　一人のドラグノが、翼つばさある身としては遅おそすぎる速度で、一人で食べるには量の多すぎる食料を買い込みながら、東を目指していることが。

　つまり──地を這はうしかない者たちがともにいる、ということである。

　一番最近の目もく撃げき情じよう報ほうと、相手の移い動どう速度とを考えれば、おおよその現在位置は割わり出せた。

　それがこの場所だったのだ。

　適てき当とうな理由をつけて目付役と二人で行動し、その間に供の三人にあたりを捜索させたのだが──どうやら当たったようである。

　──逃げろ！　追っ手だ──

　間を置かず、やはり遠くから聞こえる男の声。

「どういうことです!?」

　跳はねるようにブルジオラスをにらみつけ、レゼルドが問いかけてくる。

「なぜ私に聞く？

　供の者が問題を起こしたとでも思ったのか？

　だがそれにしては……追っ手……と言っていたようだが……」

「──」

　レゼルドは複ふく雑ざつな表情で、森の奥──声がした方に目を向ける。

「ともあれ行ってみよう。万一にも供の者が巻まき込まれていては困こまる」

　ブルジオラスはしゃあしゃあと言ってそちらに足を向ける。

　止められるかとも思ったが──ドラグノの青年は、何も言わずについて来た。




　対たい峙じは刹せつ那な。迷まよいは無い。

　──なぜドラグノの大地にディーヴァがいるのか──

　そんな疑ぎ問もんはあとまわしに、シンは動いていた。

　相手がディーヴァだというのなら、律崩術剣クランブレードが役に立つ。シンは相手に向かって駆かけながら、金きん属ぞく筒とうを両手で握にぎり、発動のキーワードを紡つむいだ。




　──ヴァータの極きよくテラーの極を螺ら旋せんに合わせ、ディーヴァを滅めつする光こう刃じんと成なせ──




　握にぎる手の中に小さな振しん動どう。シンは金属筒を左右に引いた。

　筒は半ばから二本に分かれ、分かれた部分から左右それぞれに、手のひらほどの長さをした光の刃やいばが生まれ出る！

　五十年前の戦争で、ドラグノたちが創つくり出した、ディーヴァの血のみを破は壊かいする武ぶ器きである。たとえかすめただけだろうと、彼らにとっては小さくない傷きずとなる。

　そして──対峙するディーヴァも動いた！

　左の翼つばさを開き、そばの木の幹みきにうちつけて──

　──オン──

　短い呻うめきにしか聞こえぬ声に、全身に刻きざまれた刺青いれずみのうちいくつかが反はん応のうし、ごくごく淡あわい光を浮かべる。

　瞬しゆん間かん、シンは気がついた。その刺青が呪じゆ紋もんの集合体であることに。

　──律崩術クランブル!?──

　みぢぢっ！

　同時だった。

　何かが裂さけるような音を聞いたのと、体が横に反応したのは。

　気がつけば、ディーヴァの片かた翼よくが当たった木から、皮をつき破やぶって数本の枝えだが槍やりのように生え伸のびて、つい今しがたまでシンがいた場所を貫つらぬいていた。

　かわした自覚はなかったが──自覚してからよけようとしていれば、たぶん手て遅おくれだっただろう。

　ディーヴァは口もとを、感かん嘆たんの吐と息いきの形に動かすと、翼つばさを畳たたみ、シンに向かって地を蹴けった！

　動きを止めれば相手の律崩術クランブルで追い込まれる。そう判はん断だんしてシンも駆かける！

　ディーヴァがくり出した拳こぶしとすれ違ちがうように右の一刀を突つき出す。腕うでに腕を当てられ動きを止められるが、同時に手首を返してその腕を狙ねらう。

　相手は蛇へびのように腕を引き、一刀から逃のがれざま、シンの手の甲こうを打ちすえる。こちらの得え物ものを落とさせるつもりだったのだろうが、打点をずらして痺しびれに耐たえて、なんとかそれはまぬがれた。

　左の一刀をくり出そうとした瞬間、ディーヴァの細い呼こ気きが聞こえた。

　右で牽けん制せいしつつ強ごう引いんに体を滑すべらせ、半ばうずくまるように左に身を流す。

　どこかすぐ間近で炸さく裂れつ音おん。やはり今の呼気もまた、律崩術クランブルの一いち撃げきだったようである。

　すり抜けざまに薙なごうとした右に手ごたえはなし。背はい後ごに風ふう圧あつ。

　沈しずめた頭上をディーヴァの脚あしが音を立てて薙ぐ。

　──まだだ──

　突き出した右の二の腕に痛いたみ。ディーヴァが放ったのは二に段だんの回し蹴げりだった。

　たわめていた身を伸のばし跳ね飛ぶのと、ふたたびディーヴァの呼気が聞こえたのとは同時だった。

　攻こう撃げき型がた律崩術クランブルの一撃が、つい今までシンのいた場所を抉えぐった時には、すでにシンとディーヴァとは、きびすを返し、距きよ離りを取って対たい峙じしていた。

　自らの勝利を確かく信しんしてか。それとも戦いを楽しんでいるのか。ディーヴアの顔には、薄うすい笑えみすら浮うかんでいた。

　やっかいな相手だった。

　もともとディーヴァやドラグノは、さして長くもない『声』だけで律崩術クランブルを発動させることができる。

　目の前にいる相手は、全身に刻んだ呪紋を媒ばい介かいとして、さらにその詠唱時間を短たん縮しゆくしているのだ。

　それも、派は手でな大おお技わざを使うのではなく、小技の連続と体たい術じゆつでこちらを詰つめようとしている。

　律崩術剣クランブレードの刃なら、かするだけでも相手に痛手を与あたえられるのだが、敵てきは素す手でにもかかわらず──いや、素手ゆえなのか。その隙すきもない。

　今の一連の攻こう防ぼうはなんとかしのぎ合ったが、果たして勝機は見つかるのか？

　ただ確実に言えるのは──

　対峙し、会話ができる相手ではないということである。

　敵は会話に混まぜたしわぶき一つ吐息一つで攻撃型の律崩術クランブルを発動させることができるのだ。相手の言葉にうっかり耳をかたむけた次の瞬間に、片かた足あしを失っている──などという事こ態とさえも考えうる。

　ともあれ、動きを止めるのはまずい。

　シンがふたたび刺青のディーヴァに向かって駆け出そうとした──その時。

　露ろ骨こつな殺気が横手で生まれる！

「──!?」

　背せ筋すじに悪お寒かんを走らせて、シンは大きく飛び退のいていた。

　ごンッ！

　爆ばく発はつが空間を圧あつしてふくれ上がる。

　体が風圧かぜに流される。

　もう少し跳とぶのが遅おそければ、膚はだを灼やかれていただろう。

　もう少し横にずれていれば、木に衝しよう突とつして背せ骨ぼねを砕くだいていただろう。

　冗じよう談だんのような距離を流され、よろけながらもなんとかシンは着地した。

　爆ばく煙えんが風に吹ふかれた時──そこには二人目のディーヴァが出しゆつ現げんしていた。

　刺青いれずみディーヴァに負けず劣おとらず、こちらもまた奇き妙みような姿すがただった。

　腕に首に脚に胴どうに。全身に大小さまざまの金きん属ぞく製せいの呪環キヤストリングをまとわりつかせたその姿は、装そう備びしているというよりも、呪環リングで拘こう束そくされているようにも見える。

　最初の一人は、さきほどと同じ位置に佇たたずんで、突き刺さすようなまなざしを新たなディーヴァに向けていた。

「──ベラールっ！」

「オイオイそう怖こわい顔すんなヨ。グィツ。

　お前さんを巻まき込む気はナイって。

　その証しよう拠こに、ずいぶん手て加か減げんしてただろ？」

　刺青の叱しつ咤たに、呪環リングはおどけているとさえ取れる軽けい薄はくな口調で言った。

「それより、オレたちのシゴトを思い出してくれよな。楽しくケンカしてるヒマなんてないはずだろ？」

　言って、視し線せんをシンの方に巡めぐらせた。

　ディーヴァが二人。

　これは……どうにも勝ち目はなさそうである。まともにやれば、瞬しゆん殺さつされるおそれもあった。

　戦えば、足止めにすらならないだろう。ならば──

「……なんでお前らディーヴァがこんな所にいるんだよっ！」

　シンは吠ほえた。

　相手が話に乗ってくれば、多少なりとも時間稼かせぎにはなるはずだが──

「説明がメンドウだから話さねえ」

　呪環リングつき──ベラールと呼よばれたディーヴァはシンの問いをひとことのもとに切り捨すてて、

「いいからそこをどくかクタバルかしろ」

　言う指が腰こしの呪環リングを撫なでようとした、その時。

　横手のしげみが揺ゆれ割われた！

　疾風かぜの速さで飛び出す影かげは、呪環リングのディーヴァを打ちすえる！

「ぎッ!?」

　とっさに飛び退き威い力りよくを殺しはしたようだが、それでも今の一いち撃げきで、呪環リングのいくつかがひしゃげている。金属製のそれらがなければ、今ので致ち命めい傷しようになっていたかもしれない。

　追撃をかけようとした影の鼻先で、刺青──グィツが放つ攻撃型律崩術クランブルの小さな一撃がはじけ、その動きを押おしとどめた。

　金色の獣じゆう毛もうに覆おおわれた全身。身に纏まとう、シンにとっては見み慣なれた服。

「ラフラ・リフラ!?」

　驚おどろきとともにシンはその名を呼んだ。

「リワーダーかよ!?」

　いまいましげなベラールの呻うめき。

　そう。これが彼女の戦せん闘とう形けい態たい。その格かく闘とう能のう力りよくは、ヒトヒユームはもとよりドラグノやディーヴァさえ凌りよう駕がする。

「なんで来た!?」

　シンはラフラ・リフラの背に問いかける。

　日ひ頃ごろ、彼女の自分に対する態度から考えれば、助けに来てくれるとは思わなかったのだが──

「仲間、守る！　当たり前！」

　ディーヴァをにらみつけたまま彼女は言った。

　そういえば──犬は群の仲間を守る性せい質しつがあると、シンは今さらながらに思い出していた。

「どっちにしても！」

　言ってベラールは羽ばたいた。木々の枝えだ葉はが翼つばさを動かす邪じや魔まをするが、それを強ごう引いんに押しのけ、宙ちゆうに浮うく。

　格闘ならば圧あつ倒とう的なリワーダーも、ドラグノやディーヴァたちのように自じ在ざいに律崩術クランブルが使えるわけではない。

　ならば、手の届とどかない位置にいる相手にはどうすることもできない──そう読んでのことだろう。

　もう一方のグィツは──飛ばない。どころか、翼を畳たたみ、ラフラ・リフラに向かって身み構がまえる。

「──オイ！　格かつ好こうつけてんじゃネェよ！　ケモノ相手にまともにケンカすんなよ！」

　ベラールが言うが、グィツは視線さえ向けず、淡たん々たんと、

「ターゲットは近くにいる。引きずり出すにはとりまきを倒たおすしかあるまい」

「空からデカいの一発、でイイじゃねえか！」

「情じよう報ほうを忘わすれたか。ターゲットは律崩術クランブルを無む効こう化かするとも聞いた」

　どうやらこちらのことは、ある程てい度ど知られているようである。

「シンドレッド、援えん護ご、頼たのむ！」

　ラフラ・リフラはシンにそう言うと、グィツに向かってダッシュした！

　その背せを追って走るシン。

　いくらラフラ・リフラとて、律崩術クランブルという飛び道具を持つディーヴァ二人を同時に相手にするのは苦しいはず。

　足手まといにならぬよう援護するのは楽ではないが──やるしかない。

　ディーヴァたちとの距きよ離りが縮ちぢまる。




　メイは小さな体を丸め、ただじっと唇くちびるを嚙かんでいた。

　何もできぬ自分が。あるはずの力がふるえぬことが歯がゆい。

　シンを助けに行く。

　ラフラ・リフラがそう宣せん言げんした時、ドラグノの姿すがたを借りたままの女ディーヴァ、ギソウルの出した案は、ラフラ・リフラが前に出てシンと連れん携けいを取り、ギソウルが陰かげから律崩術クランブルで援護する。

　そしてメイは──どこかに隠かくれていろ、というものだった。

　手つだうと言ってみたメイに返って来たのは──それは困こまる──との答え。

　メイは戦士として未み熟じゆく。そして追っ手の狙ねらいは彼女。彼女が倒たおされれば相手の勝利。こちらの敗北。

　うかつにメイに出られれば、かばって戦うことになる、と。

　足手まといだと言われたことくらいはメイにもわかる。

　ラフラ・リフラも特に異い論ろんは唱えず──結局メイにできたのは、じゃ、がんばれ。と軽い口調で言ってから、ここでこうしてうずくまっていることだけ。

　戦いの場からはやや離はなれた場所。

　ちょっとした斜しや面めんに生えた木の根元がうろになっている。そこで身を丸めていれば、上空や獣けもの道みちからは簡かん単たんに見つからないだろう。

　みじめだった。

　メイは覚えている。自分がかつて二度、本当の力を解かい放ほうしたことを。

　一度はディーヴァに殺されかかった時。

　もう一度は海に落ちた時。

　その力が使えたならば、追っ手たちを撃げき退たいするのは容よう易いだろう。

　だが。

　力を使ったことだけは覚えているものの、どうやってその力を揮ふるったのか、その時自分が何をどう考えていたのか──といった記き憶おくには霞かすみがかかっている。

　危き機きに直面してのことでは──と考えたこともあったが、ならばもっと他ほかの時にも力が使えるようになっていいはずだった。

　自分の中にあるはずの力が自在に使えずに、結果、ただのお荷物となっている。皆みなが戦っている時も、自分はこうして隠れている。

　最悪である。

　意地で戦いに加わろうかとも思うが、それで仲間たちの足を引っ張ぱることになれば、それこそ最悪の中の最悪である。

　以前、船の上でディーヴァの襲しゆう撃げきを受けた時。自分をかばったシンが、片かた方ほうの腕うでを失ったことがあった。

　あの光景は忘わすれない。忘れられない。

　自分メイを狙ったディーヴァの攻こう撃げき型がた律崩術クランブル。シンはそれを無む謀ぼうにも手でうち払はらい──

　腕は砕くだけた。メイの目の前で。

　──幸さいわいシンの右腕は、その時に力が使えるようになった自分が再さい生せいさせたようなのだが……

　もしまた自分が戦いに臨のぞみ危機になれば、あるいはシンは、また同じことをやるかもしれない。

　そんな事こ態とになるのはごめんだった。

　今度もそうそう都合良く、自分の力が発動するとは限かぎらないのだから。

　今はただ、離れた戦場の音を聞きながら、無力感だけを嚙み締しめて、こうしてじっとしているばかり。

　そもそも一体自分は何者なのだろう。なぜディーヴァに狙われるばかりか、ドラグノにまで追い立てられる？

　全ての回答を知る者が、目の前にでも現あらわれてくれたら──

　そんな少女の都合良い夢む想そうは、奇き跡せき的にもすぐさま叶かなえられた。

　うろの正面、道なきしげみががさりと揺ゆれて、そこをかき分け出てきたのは、一人のディーヴァと、一人の金鱗金翼ギノスのドラグノ。

　姿は変われどそのドラグノがともに旅をしたレゼルドだということは、メイの目にはすぐにわかった。

　三者は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし──

　とりあえず。

「うにゃあ!?」

　メイは変な声を上げていた。




　ギソウルは無言で眉まゆをひそめた。

　彼女が今、気配を消して身を隠すのは、大きな木の枝えだの上。少し離れた眼がん下かでは、シンとラフラ・リフラがディーヴァ二人との戦いをはじめていた。

　逃にげろ、と響ひびいたシンの声を聞いた時には、やって来た追っ手は当然ドラグノたちだと思っていた。

　逃げるつもりはなかった。翼つばさの有う無むという差がある以上、振ふり切ることは不ふ可か能のうだろうし、ひととき身を隠したとしても、時間が経たてば相手は増ぞう援えんを出して来るはず。そうなれば、ますます状じよう況きようは悪化する。

　戦って、全ぜん滅めつさせる。考えたのはただそれだけ。

　相手の油ゆ断だんを誘さそうのにも、自分の今の姿すがたは有利に働くだろうという計算もあった。

　だが──

　実じつ際さいこの場に来てみれば、そこにいたのはなぜかディーヴァ。

　なぜこんな所にディーヴァが？

　事じ情じようがわからずとまどい──

　しかし彼女はすぐに、迷まよいを頭の中から押し出した。

　いずれにしろ、自分に下された命令が変へん更こうされたわけではない。ならば相手がドラグノだろうと同族だろうと、やるべきことは同じである。

　心を決め──最初に狙うは宙ちゆうにとどまる呪環リングのディーヴァ。ラフラ・リフラたちの手が己おのれには届かぬとタカをくくってか、仲間への援えん護ごに集中している。

　今なら防ぼう御ぎよも回かい避ひもがら空き。まずはこちらをしとめてから、三人がかりでもう片方の刺青いれずみディーヴァを倒たおせばいい。

　攻撃型の律崩術クランブルを組み上げ、放とうとしたまさにその時。

　背はい後ごに生まれた気配に振り向く。

　目の前に迫せまる閃せん光こうは攻撃型の律崩術クランブル！

　光が視し界かいを埋うめつくし──

「──っぐっ!?」

　のけぞり、半ば枝から落ちるような形で、かろうじてその一撃をかわす。かすめられた前まえ髪がみの焦こげたにおいが鼻につく。

　体たい勢せいを立て直して視線を送れば、そこには、襲撃者の一人だろう。瑠る璃り色いろの鎧よろいを身につけたディーヴァがいた。

　伏ふく兵へいか。それとも別行動でメイを捜さがしていて、たまたまギソウルを見つけたか。ともあれ敵てきには違ちがいない。

　これで他のディーヴァたちも、ギソウルの存そん在ざいに気がついた。不意打ちは空振りということである。

「気をつけろ！　もう一人いるぞ！」

　彼女の声に、シンとラフラ・リフラも瑠璃鎧のディーヴァに気づく。

　三対三の短い対たい峙じは──

　──うにゃあ──

　離はなれて聞こえた変な声によって破やぶられた。




　シンにはすぐにわかった。

　それがメイの上げた悲鳴なのだと。

　あんな変な声を上げる生き物はメイ以外には存在しない。きっと。

　思うと同時にきびすを返し、シンは声のした方に向かって駆かけ出した！

　おそらくは、さらに別のディーヴァに出会ったのだ。

　──くそっ！　一体何なん匹びきいやがる！

　ラフラ・リフラとギソウルが牽けん制せいしてくれているのだろうか。後ろからのディーヴァの攻こう撃げきは来ない。

　木々の間を縫ぬいしげみを抜ぬけて──

　その先にメイの姿があった。

「シン！」

　名を呼よび、こちらに駆けて来る。

　だが見えたのはメイだけではない。

　離れて彼女のずっと後ろに、一人のディーヴァと一人のドラグノ。

　なぜディーヴァとドラグノがともにいるのか。そんなことを考える間もなく。

　儀ぎ礼れい服ふくのようなものを着たディーヴァが左手を上げ、手のひらで虚こ空くうにくるりと円を描えがいた。

　森の空気がかすかにきしむ。風にまじった硬かたいにおいを、シンは確かに嗅かいだ気がした。

　駆け来るメイからやや離れ、虚空に光の球が出しゆつ現げんした。それは暗い赤色を、徐じよ々じよに明るい白へと変化させつつメイを追う。

　不ふ吉きつな予感がシンの胸むねを満たす。彼の目にその変化は、何かのカウントダウンにしか見えなかった。

　慌てて駆け寄より、左手の律崩術剣クランブレードを放り捨すてるとメイの腕うでを取る。同時に足あし下もとの枝えだや枯かれ葉を蹴けり上げる！

　それが、迫り来る光球に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん──

　爆ばく発はつした。

　光球が。シンの想そう像ぞうした通り。

　だがその爆発の規き模ぼは、シンの予想を上回っていた。

　爆音を、耳が、意い識しきが認にん識しきするより先に衝しよう撃げき波はが全身を襲おそう。

　シンはメイを抱かかえ込こむようにして──

　一瞬。

　記き憶おくが途と切ぎれた。

　気がつけば地面の上に倒たおれた自分。その下に、小さくやわらかな体があった。

　刹せつ那なの混こん乱らん。しかしいまだ背せ筋すじに残る危き機き感かんが、すぐさま記憶を呼よび起こす。

　──ディーヴァの攻撃。爆発があって──

「──メイ！」

　四つん這ばいに起きる。自身の体にたいした痛いたみはない。さしたる傷きずを受けてはいないようだが──

　あおむけに倒れた少女はうっすらと目を開けて何かをつぶやいている。

　今の爆発で耳が一時マヒしているのか、それとも声が小さいせいか、何を言っているのか聞こえない。耳を近づけそばだてて──

「……おなか……」

　今度は聞こえた。

　──腹はらがどうかした──

　半身を起こして目をやって。

　シンは一瞬凍こおりついた。

　爆発で吹ふっ飛ばされた拍ひよう子しに、だろう。律崩術剣クランブレードのひとふりはシンの右手の中から失われ──かわりに、倒れた少女の腹ふく部ぶにつき立っていた。

　あやうくパニックを起こしかけ──しかし彼は、すぐさま冷静さを取り戻もどした。

「大だい丈じよう夫ぶだ。しっかりしろ！」
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　呼びかけて、右手で律崩術剣クランブレードを抜き、左手で少女の腕を取って引き起こす。そこではじめてあたりに目をやれば──

　かなり困こまったことになっていた。

　片方に、儀礼服のディーヴァと一人のドラグノ。金鱗金翼ギノスのそのドラグノに、なぜか見覚えがあるような気もしたが──今はそんなことを気にしている場合ではない。

　反対側には、追いついて来たラフラ・リフラとギソウル、そして三人のディーヴァたち。

　全員その場を動かずに、じっとこちらに目をやっている。

　五対四。数の上でもすでに不利。なおかつ──

「何が、あった!?」

　シンの思考を遮さえぎり、上がったラフラ・リフラの声は悲鳴に近かった。

「……え……？」

　そのただならぬ響ひびきに面くらうシン。

　ラフラ・リフラは吠ほえつくように、

「メイに、何が、あった!?」

　言われて──気づく。

　少女の腕をにぎったままの左手。そこにかかった妙みような重みに。

　振り向いた先。

　メイはぐったりと、捕つかまれた腕に体重を預あずけたまま、上半身を起こしていた。

　赤い服の、腹のあたりが濡ぬれている。

　少女は眉まゆをしかめたまま、びくびくと身をふるわせて──

　けぶっ……！

　小さな咳せきとともに、赤い、赤い血を吐はき出した。

　──え──

　シンの頭が白くなる。

　メイの服を濡らしているのはただの水ではない。大量に出血しているそこは──つい今しがた、律崩術剣クランブレードの刃やいばが刺ささっていた場所だった。

「答えろ！　シンドレッド！」

　三度の問い。

「……爆ばく発はつが……あって……」

　シンはつぶやく。呆ぼう然ぜんと。何も考えられぬまま。

　ぼんやりと、右手の律崩術剣クランブレードを持ち上げて、

「……これが……メイの腹に……刺さってて……」

　即そく座ざに動いたのはギソウルだった。

　地を蹴けり羽ばたき、足と翼つばさをフルに使って瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめる。メイにしがみつき、彼女をシンの手からもぎ取ると、そのまま羽ばたき木の上に出て──

　ぅオンッ！

　咆ほう吼こうにしか聞こえぬ声で律崩術クランブルを発動させ、加速し飛び去って行った。

　まさに一瞬の早はや業わざ。

「──逃にがすかヨ！」

　我われに返った呪環リングのディーヴァが翼をひろげ──

「お待ちください！」

　制せい止しの声をかけたのは、ただ一人混まじったドラグノだった。

　どこかで聞いたことのあるような声だ。

　メイとギソウルの消えた空を眺ながめつつ、シンは頭の片かた隅すみで、ぼんやりとそんなことを思った。

「止め立てする気か」

　睨ねめ付ける刺青いれずみディーヴァを、ドラグノは正面から見つめ返し、

「当然です！　国こく賓ひんのあなた方に逃とう亡ぼう者しやの追つい跡せきなどさせられるものですか！」

「心配すんな。手負いの二人ごときには負けねえってサ」

　気楽に言う呪環リングのディーヴァに、しかしドラグノは決然と、

「そういうことを申し上げているのではありません！

　正式にご訪ほう問もん頂いただいた以上、正式なご退たい去きよあるまであなた方は国賓！　万一問題が起これば双そう方ほうの国にとって不ふ利り益えきになる！

　そう申し上げているんです！

　もちろんあなた方がただのヒュームを相手に後おくれを取ることなどありえないでしょう。

　しかし、相手がただのヒュームであれば、あなた方がこの地を訪おとずれる必要もなかったのでは？

　そう考えれば、失礼ながら万一ということも考えなければなりません！」

　勝手をやりたいのなら、せめて正式に国を辞してからにしろ。つまりはそう言っているわけである。

「しかし、逃亡者たちの仲間にあなたたちと同じドラグノがいるのは一体どういうことですか？　そういう話は聞いていませんでしたが」

　瑠る璃り鎧よろいのディーヴァが疑うたがいのまなざしを向ける。言外に、ドラグノたちが逃亡の手助けをしているのではないか──との意味をにじませて。

「こちらとしても初耳です！」

　毅き然ぜんとドラグノが言い放つ。

「──なるほど──」

　つぶやいて、瑠璃鎧のディーヴァが、儀ぎ礼れい服ふくのディーヴァに意味ありげな視し線せんを送る。

　短い沈ちん黙もく。

　どうやら問われたその一人が、場の主しゆ導どう権けんを握にぎっているようだった。

　彼はおもむろに口を開き──

「確たしかにこちらの軽けい率そつであったな。

　供ともの者も、たまたま逃亡者を見かけ、幾いく分ぶんなりともそちらの助力になればと思うてやったことなのだろう。

　ご容よう赦しやいただきたい」

　場をおさめる言葉に、呪環リングのディーヴァが露ろ骨こつな舌した打うちをするが、誰だれもそれにはかまわなかった。

　ドラグノは儀礼服のディーヴァに礼を送り、

「御ご理り解かい頂きありがとうございます。

　できうれば一いつ旦たん王都にお戻もどり願いたいのですが。

　私としても、逃亡者発見の報しらせをせねばなりません」

「確かに。

　では、長なが居いは無用。戻るとするか」

　儀礼服はうなずいて──五つの翼は空に舞まう。

　あとに残されたのはただ──動けずにいた、シンとラフラ・リフラの二人のみ。

　ディーヴァたちの翼が彼方かなたに消えたのを見て取って、ラフラ・リフラは吐と息いきとともに肩かたの力を抜ぬいた。

　腕うでから、頰ほおから獣じゆう毛もうが抜け落ち、ゆっくりと人の姿すがたを取り戻してゆく。

「シンドレッド」

　彼は呆ぼう然ぜんと、ただ無言。右手に持った律崩術剣クランブレードが、やたらと重く感じられる。

「シンドレッド」

　再ふたたび呼よばれ、シンはぼんやりとラフラ・リフラに視線を向ける。いまだ頭がうまく働かない。

「メイを、追う」

　彼女は決然と宣せん言げんした。

　シンはのろのろと右手の律崩術剣クランブレードをふり上げて──迷まようことなく光の刃やいばを自分の左腕に突き立てた！

「シンドレッド!?」

　ラフラ・リフラの悲鳴。

　左腕に、痺しびれるような鈍にぶい衝しよう撃げき。

　根元まで突き刺さした刃を引き抜けば、破やぶれてさえいない服の袖そで。腕にはもはや痛いたみすらない。

「──何を──？」

「……何なんだよ……一体……」

　ラフラ・リフラの呼びかけを無視し、彼はつぶやいた。

「どういうことなんだよ……！　これ……！」

「──シンドレッド？」

　彼は顔を上げ、もはや完全に人間の姿に戻ったラフラ・リフラに、すがるようなまなざしを向け、

「……ディーヴァにしか効きかないはずなんだ……！

　こいつは、ディーヴァにしか効かないはずなんだ！　レゼルドの奴やつだってそう言ってたし、俺おれだって、これで刺されたこともある！　傷きずさえ残っちゃいなかったよ！

　なんともなかった……なんともなかったんだぜ！

　なのに……！」

　息をつく。荒あらい息を。

「なのに……なんでっ……！」

　それは、口にしてはいけない言葉のような気はした。だが。喉のどからそれがこぼれ出すのをおしとどめることはできない。

「なんでディーヴァしか斬れない刃で、メイの奴は倒れた!?

　あいつは……あいつ──」

　その可か能のう性せいは──

　今まで全く考えたことがなかった、と言えば噓うそになる。とはいえシンはそのことを、常つねに頭の隅すみに追いやっていた。

　だが。この現げん実じつを見せられて──

「シンドレッド、なぜ、今までメイ守った？」

　ラフラ・リフラの静かな声が、シンの意い識しきに滑すべり込む。

　まっすぐなそのまなざしが彼を射いる。

「ラフラ・リフラ、メイが何者か、知らない。

　けどラフラ・リフラは、メイ、守りたい。だから守る。それだけ。

　シンドレッドは、違ちがうか？」

「──俺は──」

　つぶやく。

　なぜ、もともとは見ず知らずのメイの面めん倒どうを見る気になった？

　なりゆき、ということもある。手助けする理由も探さがせばいくつか見つかる。

　だがそれ以上に、断ことわる理由というのもあったはずである。

　住み慣なれた街。友人知人。平和な生活。

　なのにシンは今、こうして異い郷きようの地にいる。

「……よく……わからねえ……」

　つぶやく。

　これまでは、自分でも理由ははっきりしないまま、それでもメイを守るということに関してだけは迷わなかった。

　しかし。

　もしもメイの正体が──

「なら、好きにするといい」

　ラフラ・リフラは言い放った。

「ラフラ・リフラ、メイ、助けたい。だから行く」

　そのままきびすを返し──

「──待てって──」

　その背せにかけたシンの声に、立ち止まり、肩かた越ごしに視し線せんを送る。

　だが呼び止めはしたものの、それは、語るべきことがあってのものではなかった。

　いまだ頭の中は混こん乱らんし、感かん情じようの整理もつかない。制止したのはただ単に、こんな所に一人だけとり残されるのが嫌いやだったからである。

「どうする」

　ラフラ・リフラの問い。

　頭も気持ちも整理がつかぬまま、それでも──

「……俺も、行く」

　その言葉をどう取ったか。ラフラ・リフラは表情を変えず、ただ、

「なら、急ぐ」

　とだけ。

　正直シンには、何が何だかわからない。

　だが一つだけはっきりしているのは、ここで何もわからぬままに、全すべてを忘わすれてしまうことはできそうにない、ということだった。

　自分がいずれどんな道を選ぶことになるのか。それもわからぬまま、シンは一歩を踏ふみ出して──その足を止める。

　少し離はなれた地面の上に、律崩術剣クランブレードの片かた方ほうが転がっていた。

　ディーヴァを傷つける刃やいば。メイを傷つけた刃。

　片方は自分の手の中に。片方は大地の上に。

　もうこんなもの、持っていたくないような気もした。戦いを捨すてるのならば不要なシロモノである。

　だが、いずれ来るだろうディーヴァの追っ手たちのことを考えれば──戦いを続けることを選ぶなら、いずれ必要になるかもしれない。

　しばし逡しゆん巡じゆんし──

　シンは落ちていた一方を拾い上げると、ラフラ・リフラの背を追った。




　視界一面に海がひろがる。

　陽ひを背に負って、ギソウルは空を翔かけた。

　両手に抱だきしめた命の灯ひはいまや消えかかっていた。意識もなく呼こ吸きゆうも細く、少しずつではあるが体温も下がりつつある。

　ギソウルは翼つばさに力を込める。

　こんなところで、全てを終わらせるわけにはいかなかった。

　──彼女は五十年前の戦争を知らない。まだ生まれていなかったのだ。

　当時の王都が瞬しゆん時じに蒸じよう発はつしたというあの惨さん劇げきも、目まの当たりにしたわけではない。

　だがそれを知る両親に、幼おさない頃ころから話を聞かされ続け──結果彼女の心の底には、あの事じ件けんを起こしたものへの感情が、澱おりとなって沈しずんでいる。

　それは義ぎ憤ふんと呼よぶべきものなのか、それとも単なる憎ぞう悪おなのか。彼女自身にもわからない。

　生まれる前の事件の相手に、怒いかりを抱いだき続けることなどできるのか？　そう問うものもいるだろう。

　ならば彼女は問い返すだろう。惨劇の跡あと──巨きよ大だいなクレーターを目の当たりにし、同どう胞ほうたちの死を語り聞かされ続け、それでも怒りを捨てられるのか、と。

　しかしいずれにしろ、手の届とどかぬ相手に何かができるわけでもなかった。

　だがあの日。

　ディーヴァの元高官は言った。

　彼らに届く刃があるかもしれない、と。

　保ほ身しんを図はかる現げん国王の一いつ派ぱが、その刃を折り取ろうとしているとも聞かされた。

　元高官は、それを弱よわ腰ごしとなじり、彼女を誘さそった。

　刃を届かせてみる気はないか──と。

　今。

　その刃となるべき者は、小さなヒュームの姿すがたを纏まとい、ギソウルの腕うでの中で死にかけている。

　無む論ろん、ドラグノの医者に連れて行くわけにはいかない。かといって、海を渡わたってから医者を捜さがすほどの時間は、腕の中の命には残されていないだろう。

　助ける方法は──

　まだあるはずだ。

　ギソウルはそう考えていた。

　彼女は知っている。

　かつてヒュームの大陸からドラグノの大陸へと渡る海の上で。

　ディーヴァの刺し客かくたちに襲おそわれたメイが、その力をひととき解かい放ほうしたことを。

　離れてメイたちについてゆき、援えん護ごの機会をうかがっていた彼女が手を出すいとまもないうちに、メイは刺客たちのほとんどを一いつ掃そうしたのだ。

　あれだけの力を再ふたたび解放することができれば。それを回かい復ふくに使うことができるなら。この傷きずもなんとかすることができるのではないか。

　──それは、心当たりと呼ぶのには、あまりにもはかなすぎる希望。都合のいい夢む想そうに等しいのかもしれない。

　だが。他ほかに手はない。ほうっておけばただ──メイと呼ばれた少女は死ぬ。

　力を解放するための鍵かぎは何か。元高官に聞かされた話が本当なら、それは単たん純じゆんな危き機きや、海そのものなどでもない。

　少女が力つきるまでに、それを見つけることができるのか──

　周囲はただただひろがる海。陽ははやかなり西に傾かたむき、光を映うつす水面みなもにも、夕ゆう暮ぐれの兆きざしを混まぜはじめている。

　波は光にきらめいて──

　その時。

　ギソウルの目は右手の海に、波とは異ことなる輝かがやきを見いだしていた。

　水が光をはね返しているのではなく、海の水底から湧わき出る光。

　──見つけた──

　彼女は翼つばさを傾けそちらに向かう。律崩術クランブルで加速している今、それの上にたどり着くまで、さしたる時間はかからなかった。

　真上にさしかかると、加速を解といて宙ちゆうにとどまる。

　眼がん下かに沈しずむはかがやく巨きよ体たい。今は波の照り返しもあって光の塊かたまりとしか見えないが、もしも夜ならはっきりとわかっただろう。

　巨大な流線型を構こう成せいしているのが、無む限げんにわき出し続けている無数の呪じゆ紋もんだと。

　──月げつ滴てき魚ぎよ──

　正体もよくわからず、ただ、神しん秘ぴ的な姿を見せるそれを、人々はそう呼び慣ならわしていた。

　これこそがおそらく、メイの封ふうを外す鍵。

　月滴魚は、まるでメイを待つかのように、じっと水面近くに漂ただよっている。

　ギソウルは海面に近づくと──

　うねり湧き出る光の上で、そっと少女を手放した。

　沈しずみゆく。

　少女は瞳ひとみを閉とじたまま。

　血の赤を海ににじませ、光の中へ。

　ギソウルは羽ばたき、距きよ離りを置いて待つ。

　とはいえ──一体何を待てばいいのか。彼女自身にもわからない。いや、そもそも、待つことに意味があるのかどうかさえ不明なのだ。

　ひょっとしたら、自分はとてつもなく意味のないことをやっているのかもしれない。

　ひょっとしたらメイは、もうこと切れていたかもしれず、ひょっとしたら月滴魚は彼女の力を引き出す鍵などではないのかもしれず──ひょっとしたら少女は今、ただただ虚むなしく奈な落らくに沈んで行っているのかもしれない。

　仮かりにギソウルが期待するような復ふつ活かつの奇き跡せきがあったとしても、それはいつ、どんな形で起こるのか。想そう像ぞうすらつかない。

　しかし瞳ひとみに期待を込こめて、ギソウルは月滴魚に目をやった。

　陽ひはさらに傾いたのか、波の照り返しは弱まりつつあった。

　──いや──

　違ちがう。

　水面に跳はねる光が弱くなったのではない。底からうねり出る光が強さを増まし、そんなふうに錯さつ覚かくしてしまったのだ。

　月滴魚の白い巨体が──うねる呪紋の色が翠みどりに変わってゆく。さらに輝きを増しながら。

　同時に巨体がゆがみ、流線型をしていたものが膨ふくれて球となる。

　光はさらに強さを増し、球はさらに大きさを増す。

　波が渦うず巻まく。海がねじれる。

　翠の巨大な光球と化した月滴魚は、海の水を巻き上げて、その半球を水面の上に現あらわした。

　光はさらにうねりひろがる。波は、海はねじれゆく。

　予想外の──予想を上回る光景に、ギソウルはあわてて羽ばたき、距離を取る。

　──なんだ──これは──

　漏もらしたつぶやきは、渦巻く水音にかき消えた。




　全く、面めん倒どうな話ではあった。

　律崩術クランブルで加速をかけて、ドラグノの王都を目ざして空を行きつつ、ブルジオラスはうんざりと吐と息いきをついた。

　最初は、国という後ろ盾だてを使ってターゲットの引き渡わたしを求めるつもりだった。

　ところが実じつ際さいに来てみると、状じよう況きようは予想とかなり違っていた。

　そして今。後ろ盾とするはずだった肩かた書がきが逆ぎやくに枷かせとなり、結果、ターゲットを取り逃にがすこととなった。

　当然ブルジオラスも考えはした。あの場で小うるさいドラグノのお目付役を始末して、そのままターゲットを追つい撃げきする、という手も。おそらくは他の者たちも、似にたことを思っていたはずだ。

　言い訳わけはなんとでもなる。ターゲットたちが目付役を殺した、ということにでもすればいいのだ。

　だが結局実行しなかったのは、つまるところ、失敗した時のリスクがあまりにも大きいからだった。

　もしも目付役のドラグノを倒たおせなければどうなるか。

　当然相手は逃げるだろう。律崩術クランブルで加速して飛行されれば、追いついてどうこうすることは難むずかしくなる。

　国の使いとして正式訪ほう問もんしたブルジオラスたちが案内の者を攻こう撃げきした、などという話がドラグノの上じよう層そう部ぶに伝われば、本ほん格かく的な国際問題になる。

　さすがにそこまでのリスクを冒おかすわけにはいかない。

　ここは一いつ旦たん王都に戻もどり、正式に国を辞してから追撃をかけても遅おそくない。そう判はん断だんしたのである。

　ターゲットはどうやら傷きずを負ったようである。

　相手にはドラグノの協力者がいたようだが、負ふ傷しようしたターゲットを抱かかえて飛んでいては、いくら律崩術クランブルで加速したところで限げん界かいはある。十分に追いつけるはずだった。

　傾きかけた陽に向かい、どれくらい翼つばさで風を切った頃ころだったか。

　──！

　音無き衝しよう撃げきが世界を疾走はしる。

　展てん開かいしていた、飛行を加速する律崩術クランブルが砕くだけ散り、翼を激はげしい風が叩たたく。

　虚こ空くうでもんどりうち、それでもなんとか体たい勢せいを立てなおし、

「──何だ!?」

　あたりを見回す。

　どうやら全員が、今の『何か』の影えい響きようを受けたようである。加速の律崩術クランブルを解とかれ、己おのが翼の力だけで宙ちゆうに佇たたずんでいる。

「……ぐ……！」

　呻うめいたのはグィツだった。

　全身に施ほどこされた刺青いれずみ──無数の呪じゆ紋もんが薄うすく光を放っている。

「どうしたヨ！　オイ！」

　言うベラールが纏まとう呪環リングに刻きざまれた呪紋もまた。

　眼がん下かにひろがる森の木々が風もないのにざわついて見えるのは。はるか東の海の上、空の色が異ことなって見えるのは。果たしてブルジオラスの思い過すごしなのだろうか。

「……何が起きている……？」

　つぶやく彼に、答える者は誰だれもいない──




　それはいつもの評ひよう議ぎ会かいだった。

　ミラルドの都、中央に位置する三角棟トライホン。その奥おくまった一室で、三人の竜りゆう翁おうは意見を交かわし合っていた。

　一つの議題が終われば次へ、それが終わればまた次へ。

「では次は──」

　いくつめかの議題に移うつろうとした、その瞬しゆん間かん。

　衝撃が部屋を通り過すぎて行った。

　同時に、天てん井じようの明りが消える。

　この評議室は、保ほ安あん上じようの理由から窓まどはない。照明は天井でかがやく律崩術クランブルの明りのみ。

　それが消えれば、室内は闇に閉とざされる。

「──なんだ──？」

「とにかく明りを──」

　同室で佇む警けい備び兵へいたちは律崩術クランブルの呪しゆを紡つむぎ──

　しかし明りは灯ともらない。

「──おい！　何やってる!?」

「……え……？　灯つかない……？」

　再ふたたび誰かが同じことをやり──

　ようやく生まれた小さな光は、しかし、警備兵たちの律崩術クランブルではなく、竜りゆう翁おうの一人が摺すった燐寸マツチの火だった。

　口の端はしにくわえた煙草たばこに火を移し、

「……因いん果がを律りつする理ことわりが……崩くずれはじめておるのか……」

　鈍にぶい口調は、口にくわえた煙草ゆえか。はたまた苦く渋じゆうゆえなのか。

「よもやあの娘むすめの力なのか……？　何が起きたかは知らぬが、これほどのものとは」

　別の竜りゆう翁おうが呻く。

「我われらはまだ甘あまく考えておったのかもしれん。

　このままでは本当に崩れるやもしれん──世界が──」

　何かがそこに見えるわけでもなかろうに。煙草の火だけが灯る闇やみの中。三人の竜りゆう翁おうたちは皆みな一様に、同じ方に顔を向けていた。

　──東に──



















　木の葉のすき間に見える空には、月と星とがかがやいて。

　その下にひろがる闇やみを照らすのは、小さなたき火一つのみ。

　揺ゆれる炎ほのおの彩いろを眺ながめ、シンはじっとその場にうずくまっていた。

　あれから、丸一日以上が経たっていた。

　──メイとギソウルのあとを追い、シンとラフラ・リフラは東へ、東へ。

　向かえどメイの姿すがたはなく、木々の連なりはただ深く。

　夜になり、朝が来て、また時が過すぎ夜になり。

　とりあえず二人は、今日の野や営えいをすることにした。

　ラフラ・リフラはそばの木の根元に腰こしを下ろし、目を閉とじている。

　たき火がはぜる。

　シンは集めておいた枯かれ枝えだを何本か、細くなった火の中に放り込こみ──

「シンドレッド。ちゃんと休め」

　ラフラ・リフラの声が夜風に流れる。

　眠ねむっているものと思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。

「ああ……わかってる」

　彼はぽつりとつぶやき返す。

　じっとしていられる気分ではない。それはラフラ・リフラとて同じことだろう。

　だがメイたちの行方ゆくえが全くわからぬ以上、焦あせりに追われて夜の中をただやみくもに動き回っても、ムダに体力を消しよう耗もうするだけのことである。

　なら無理にでも体を休め、明るくなってから捜さがした方がいい。

　それはわかっているのだが──

　だからといって、心安らかに眠れるはずもない。

　目を閉じれば、瞼まぶたの裏うらに浮うかぶのは、傷きずつき血を流すメイの姿すがた。

　今。

　シンの胸むねにあるのは罪ざい悪あく感かんと不信感。

　もしあの時。自分がもう少しうまくやっていれば、メイが傷つくこともなかったのではないか──との思い。

　ひょっとしたら自分はメイに都合良く利用されただけなのではないか？　そもそも記き憶おくを失っているという自じ己こ申しん告こくそのものが噓うそなのではないか──との思い。

　気がつけば頭の中で、ただ『どうなっている？』だの『どうしたらいい』だのという意味のない単語だけをくり返している。

　夜は深く森は深く見上げる空には月があり──

　その月の前を。

　一いつ瞬しゆん、何かがよぎったような気がした。

　警けい戒かい心しんは湧わかなかった。メイがいないとはいえ、自分たちが逃とう亡ぼう者しやであることには変わりがないというのに。

　視し界かいの隅すみでラフラ・リフラが立ち上がる。

「誰だれか、来た」

　声には緊きん張ちようの響ひびき。

「──ああ──」

　対するシンのあいづちには、何の感かん情じようもこもってはいない。

「シンドレッド、しっかりする！」

　──何をどうしっかりすればいいのだ──？

　叱しつ咤たを、シンの頭のどこかで誰かが嘲笑わらう。

　草が鳴り、足音が近づき、ラフラ・リフラの纏まとう敵てき意いがふくれ上がり──消える。

　そしてとまどいのつぶやき。

「……レゼルド!?」

　その名にシンはようやく視線を上げた。

　右手のしげみの奥おく──ただ闇だったその場所に、金鱗金翼ギノスのドラグノが一人、佇たたずんでいた。

　ヒトヒユームとは異ことなるその姿には、しかし確たしかに友と人もの面おも影かげが残っていた。

　つい最近、どこかで同じような姿の者を見かけたような気がするが──そんなことはどうでもいい。

　気がつけば。

「──どうなってる!?」

　はね起きて、シンはレゼルドに摑つかみかかっていた。

「一体何がどうなってやがる!?」

　すがるような──そして同時に敵意さえこもる彼の視線を、レゼルドは冷静に受け止めて、

「それを、話すために来ました」

「なら──」

「その前に」

　レゼルドは視線をたき火に移うつし、
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「なんでこんな所で火なんて焚いてるんですか？　空から丸見えでしたよ」

　言われてみればその通り。単に何も考えずにやっていたのだが──

「そんなことはどうでもいい！　それより、ドラグノたちはなんでいきなり俺おれたちを攻こう撃げきしたあげくディーヴァたちとつるんでたり、そもそもメイの奴やつは……っていうかああくそっ！　何がどうなってやがるっ!?」

　あまたの疑ぎ問もんが答えを求めて堰せきを切る。うまく紡つむげぬ言葉がもどかしく、シンは一人で地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「竜りゆう翁おうから、話を聞きました」

　対するレゼルドは静かな声で、

「どれだけの事実を含ふくんでいるのかは知りません。また、全すべてを話してくれたという保ほ証しようもありません。それでも──」

　シンと、ラフラ・リフラを見る。

「聞いておいて欲ほしいんです」

「ああ。なんでもいいから話せ」

「わかりました。けどその前に──」

　レゼルドは視線を落とし、

「……とりあえずシンドレッド、いい加か減げん放してくれませんか？」

「──え？　あ、ああ」

　今さらながら。

　自分がいまだ彼の両りよう肩かたをひっ摑つかんでいたことにようやく気づき、シンは慌てて飛び退のくように身を離はなした。

「それと、やはり焚き火は消しておいた方がいいでしょう」

「お……おう」

　言われるままに何も考えず、靴くつでたき火を踏み散らかす。

　さして大きくもなかった炎ほのおが消えると、木々の底を照らすのは、星々と月の明りのみとなった。

「──とはいえ、どこからどう話せばいいのか──」

　レゼルドは天を見上げる。

　このクロスカディアを巡めぐる、五つの月のうち二つの姿すがたがそこにあった。

　彼はそのまま、

「──シンドレッド、月というのがどういうものか知っていますね」

「……はぁ？」

　唐とう突とつな問いかけにシンは眉まゆをひそめた。

「いや、あのな──」

「いいから。答えてください」

　シンに向けたレゼルドのまなざしはあくまで真しん剣けん。

　仕し方かたなく、

「何って……そりゃあ……このクロスカディアのまわりを回る……」

　常じよう識しきとしか言いようのない答えを返しかけて、言いよどむ。

　まさかヒュームが知る月と、ドラグノが知る月の姿は違ちがうとでもいうのか？

　思わず仰あおいだ夜空には、遥はるけき虚こ空くうを巡る光の円。

　やや自信をぐらつかせながらも──それでも、子こ供どもの頃ころに習った通りに答える。

「……湧わき出し続ける呪じゆ紋もんの球……だろ……？」

「その通りです」

　レゼルドはうなずいた。

　──遠い昔、月の正体は未知のものでしかなかった。

　空に開いた穴あなだとか、土の塊かたまりが光を反はん射しやして浮うかんでいるのだとかいうナンセンスな説もまかり通っていたらしい。

　しかし今から百年以上前、性せい能のうのいい望遠鏡が発明され、月の正体は判はん明めいした。

　クロスカディアの空を巡めぐる五つのそれらは、無数に湧き出しかがやく呪紋の集合体なのだと。

　現げん代だいではそれは当然の常識である。

　回答を肯こう定ていされて、シンが少しほっとしていると──

「じゃあ、なぜあんなところで呪紋があふれ続けているのかは──知っていますか？」

「いや……それは……」

　不明。

　それがシンの習った答である。

　現げん在ざいの段だん階かいでは、そういう現象がなぜ起きているのか、説明も証明もされてはいない。あるのはただ、噂うわさも同様の無む根こん拠きよな仮か説せつばかり。

　このクロスカディアの抱かかえるひずみが呪紋となって噴ふき出しているのだとも、核かくが存そん在ざいして光があふれ出しているのだとも言われ、何者かが呪紋で自分のまわりに『月』という世界を作っている、などという突とつ飛ぴな仮説まであった。

　要は月げつ滴てき魚ぎよと同じ──というか、月滴魚の方が月と似にて見えるがゆえにその名が冠かんせられたわけなのだが。

　いずれにしろ、わからないということには変わりはない。

　シンが言いよどんでいると──

「神様、いるから」

　ラフラ・リフラが横から寝ね言ごとをほざき──

「その通りです」

　レゼルドが小さくうなずいた。

　……………………………………………………

　シンの頭が一いつ瞬しゆん停止する。

　──今──

　こいつら、サラっと何言った？

「僕ぼくたちとて『彼ら』の実体を完全に把は握あくしているわけではないのですが、『彼ら』は何かの理由で常つねに呪紋を展てん開かいさせており、それが『月』という形で見えている。そう言われています」

　かまわずここまで続けてから──レゼルドは、シンの様子に気がついた。

「……シンドレッド？　聞いてますか」

「……いや……」

　シンはふと我われに返ると、ぶんぶんぶんぶん手を振ふって、

「いやいやいやいやいやいや。待て待て待て待て待て。

　何だ？　今、その、え？　今……」

　ばりばりと頭を搔かいてひきつった苦く笑しようを浮かべ、

「じゃ何か。あそこには──何だっけ。カミサマ？　マーレイアとかルファードリオンとかそういうのがいて、せこせこ光を出してるってか？

　いやあのな。ほら。ギャグとか飛ばしてる場合じゃねえだろ。今。」

　言って。

　レゼルドとラフラ・リフラがばつの悪そうな笑えみを浮かべ、前言を撤てつ回かいするのをしばし待つが──

　その時はいつまで経たっても来なかった。

　かわりにレゼルドは真顔で、

「もちろん──

『彼ら』のことを何と呼よぶのが正せい確かくなのか。それは僕にもわかりません。

　神、と呼べばいいのか。それとも別の呼び方があるのか。

　しかし『彼ら』の存在は、断だん片ぺん的な伝でん承しようとして残り、あちこちで信しん仰こうされていることは事実ですし──

　ディーヴァの都を消しよう滅めつさせることで五十年前の戦争を終わらせたのも、どうやら『彼ら』らしいのです。

　……僕も『彼ら』の存在を、竜りゆう翁おうから正式に聞かされたのは、ごく最近になってのことですが」

　いきなりとんでもないことを聞かされて。

　呆ぼう然ぜんと沈ちん黙もくするシンに、レゼルドは続ける。

「ともあれ、今から数カ月前。

　五つある月の一つ。クロネオンの月に異い状じようが起きました。

　力が弱まり、若じやつ干かんの変へん質しつを来きたしたのです。

　律崩術クランブルを手足として操あやつることのできる僕たちドラグノや──あるいはディーヴァの中で、敏びん感かんな者ならそれを感じ取ったはずです。

　ちょうど、メイさんが出現した頃ころと前後しています」

「道、凍こおったの、その時」

　またしてもわけのわからないことを言い、ラフラ・リフラもさらにわけのわからない言葉を続ける。

　シンはついて行くどころかますます混こん乱らんする。

　もともとはメイの──ちょっぴり変な頭悪い子の話とか、ドラグノの内部諸しよ事じ情じようとかいう話をするということだったはずだ。

　それがなんでいきなりカミサマとかの話になっている？　勧かん誘ゆう？

　レゼルドはかまわず、

「そして僕はメイさんに会ったわけですが──

　彼女が見せた力は、ヒュームの、ドラグノの、ディーヴァの、リワーダーの、それら全ての力を上回っていました。

　なら──残るのは何なのか。

　つまりはそういう話です」

「……いや……待てって……それじゃあまるであいつが……」

　上げたつもりの抗こう議ぎの声は、シンの口の中だけで消えた。

「とはいえ、僕にはまだ、竜りゆう翁おうのように、『におい』で相手を正確に判はん別べつすることはできません。

　ですから、竜りゆう翁おうとメイさんとを引き合わせてみたのですが──」

　こうなってしまったことへの自じ責せきの念か。レゼルドの表情がわずかに曇くもる。

「それでわかったのは──

　メイさんには、『彼ら』の血と、ディーヴァの血が半ばずつ混まじっている、ということです」

「……は？」

　シンの呻うめきに意味はない。思考はとっくに停止していた。

　しかしレゼルドは律りち儀ぎに、

「正確ではないことを承しよう知ちで言うならば──

　つまりメイさんは、神と魔まとの間に生まれ──そしておそらく、地上へと放ほう逐ちくされた存そん在ざいなのです」

　確たしかにそれなら──律崩術剣クランブレードがメイを傷きずつけたこともわかる。

　半ば流れるディーヴァの血のせいでメイは傷つき──半ば流れるもう一方の血のおかげで、即そく死しには至いたらなかったのだと。

　だが、信じろというのか？　そんな与よ太た話ばなしを。

　半分は神の血で、半分はディーヴァの血──

「だからこそ──

　ディーヴァたちはいち早くメイさんの存在を察知し、危き険けんだと判はん断だんして刺し客かくを送って来たのでしょう。

　──ここまでは、いいですね？」

「何が？」

「……いや、『何が』って……聞いてなかったんですか？」

「聞いてたけどよ」

　シンはなんとなくその場に腰こしを下ろす。

　信じろと言う方が無理である。そんな話は。

　しかし──

「聞いてたけど……」

　レゼルドが、こんな状じよう況きようで突とつ飛ぴな噓うそをつく理由はない。

　シンも目まの当たりにしたのだ。

　一いつ旦たん発動すれば、ディーヴァをも圧あつするメイの力を。かつてヒトとは違ちがう形に変化した少女の片かた腕うでを。

「メイさんが放逐された──と仮か説せつする根こん拠きよは、普ふ段だんはその力の大半が封ふうじられていることによります」

　レゼルドは言う。

「しかし、彼女の力が解かい放ほうされた時がありました。

　一度は月食──レンの月がクロネオンの月に隠かくされた時に。

　そしてもう一度はメイさんが月げつ滴てき魚ぎよ──いわば擬ぎ似じ的な月の中に落ちた時に。

　封じる力が一時的に弱まったんでしょう」

　信じろと──いうのか？　そんな話を。

　シンは顔を上げ、レゼルドを見て──何も言えぬまま、また視し線せんを落とす。

「メイさんの正体を知って、竜りゆう翁おうたちは危き惧ぐしました。

　野放しにするのには、あまりにも危険すぎる、と。

　メイさんにはたぶん──

　世界を壊こわしかねないほどの力があります」

　シンは思わず顔を上げて苦く笑しようする。

「……あいつにか？」

　つぶやいて小さく笑う。

　メイの、いかにも何も考えていなさそうな顔が思い浮うかんだ。

　そんなわけがあるか──とは思うが、彼がここで否ひ定ていしてみたところで何かが変わるわけでもない。

「もしも──

　もしも万一、今の話が本当だったとして──

　そうすると何か？　あいつは、危険かもしれない、ってだけで、力とか記き憶おくとかも奪うばわれて放り出されて、ディーヴァやドラグノから追い立てられてるってわけか？

　……ざけんなよ……！

　たとえどんだけ力があろうと、メイの奴やつがそのことをちゃんと自覚して、きちんと力を制せい御ぎよすりゃあ──」

　言いかけた脳のう裏りに、再ふたたびメイの脳天気な顔と、くわえて意味不明な言動の数々が浮かぶ。

「……ってそんなの無理に決まってんだろっ！」

「いやあのシンドレッド？　文もん句くを言うだけ言ったあげくに自分で全力否定されると、こっちも対たい応おうに困こまるんですが……」

　……ふぅ……

　シンは深い息をついてから、

「……で……？

　もしその話が本当だってぇのなら──」

　あらためて、レゼルドに目をやる。

「お前はどうするべきだと思ってんだ？　レゼルド。

　やっぱりクサいものにはフタをしよう、ってクチか？」

　問われて彼もため息をつき、

「今は正直……よくわかりません。

　心を決めるためにも、聞いておかねばならないことがあります」

　レゼルドはシンをまっすぐに見て、

「教えてください。

　あの日。あなたたちがミラルドの都を去った時。一体何があったのかを。

　僕は、又また聞ぎきで断だん片ぺん的なことを聞かされたに過すぎません。

　だから──

　知りたいんです。本当のことを」

「……ああ……」

　シンはうなずき、語りはじめた。あの日のことを。

　その天そらを、月がゆっくり巡めぐってゆく。




「……なんだ……これは……」

　目前の光景に、ブルジオラスはただ愕がく然ぜんとつぶやいていた。

　答えられる者などいるはずがないと知りながら。

　ドラグノの王都を辞して、東へ。

　やがてゆき着いた海の上で、彼らはそれを目にしたのだった。

　水面みなもに半ばを晒さらす──『月』。

　そうとしか表ひよう現げんしようのないもの。

　小さな島くらいのサイズはあるだろうか。昏くらい夜の海で翠みどりに光る呪じゆ紋もんを湧わき出させ、それは泰たい然ぜんとそこに存そん在ざいしていた。

「……っ……！」

　刺青いれずみディーヴァ──グィツが苦く痛つうに小さく呻うめく。

　彼の全身で、彫ほられた呪紋が不ふ規き則そくな明めい滅めつを繰くり返していた。

　やはり、先日以来起きている律崩術クランブルの不調は、この『月』が原げん因いんなのだろうか。

　あれからいろいろと試ためしてみたが、律崩術クランブルという律崩術クランブルは、あるいは変に暴ぼう走そうしたり、あるいは発動すらしなかったり。

　律崩術クランブルの法ほう則そく性せいそのものが崩くずれて来ているのだ。

　この現象はドラグノの王都でも起こっていた。遠えん距きよ離り連れん絡らくができないせいで未み確かく認にんだが、ひょっとしたら彼らの故こ郷きよう──いや、クロスカディア全土で、同じことが起こっているのではないだろうか。

「こんなのぁ……見たことねえゼ……」

「まるで──月──ですね──」

　ベラールと、そしてソルディマも呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　ブルジオラスは『月』をにらみつけ、

「たぶんターゲットはあの中だ」

『──!?』

　三人のディーヴァが驚きよう愕がくの視し線せんを彼へと向ける。

「律崩術クランブル異い常じようの原因となっているのもおそらく──」

「……ンな……バカな……」

　ベラールのつぶやきも無む理りからぬこと。

　一体誰だれが信じられるだろう。こんな現象を、たった一人の、ちっぽけなヒュームの姿すがたをしたものが起こしているなどと。

　ブルジオラスとて、おそらくそうなのだろうと想そう像ぞうしながらも、驚きをおさえられずにいる。

　ターゲットに関しては、ブルジオラスとて王から全すべてを聞かされているわけではない。しかしその正体に関して、ある程てい度どの想像はついていた。

　五十年前の戦争で。当時のディーヴァの王都に『光』を撃うち込こんで消しよう滅めつさせ、戦いを終わらせた──月そらに棲すまう『もの』たちと同じ存在。

　王はその存在を危き険けん視しし、抹まつ殺さつを命じた。

　だがある者は、ターゲットを、世界を見下ろす傲ごう慢まんな『彼ら』に突つき立てるべき復ふく讐しゆうの刃やいばとして利用しようとしている。

「──仮かりにこれがターゲットのしわざだとして──」

　少なくとも冷静には聞こえる声で、尋たずねてきたのはソルディマだった。

「ならば、どうします」

「どうしようもなかろう」

　ブルジオラスにはそう答えるより他ほかにない。

　そもそも攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルは使えない。仮に使えたとしても、それでどうにかできるとは思えなかったが。

　かといって、水とともに湧き立つ光の中に突っ込んで行くというのも自殺行こう為いにしか思えない。

　──だが──

　ブルジオラスの脳のう裏りに、ふとある考えが浮うかぶ。

　これだけの力があるのなら──あるいはターゲットは本当に、『彼ら』を滅する刃となりうるのではないか──と。




「……で、東に向かうことにした、ってわけだ」

　さして長くもない話を終えて、シンは一つ、息を吐ついた。

　月はさほども空を渡わたってはいない。

　夜風に木々の葉が鳴って──

「──なるほど。つまり──」

　しばしの沈ちん黙もくを置いてから、レゼルドはつぶやいた。

「先に、ドラグノの警けい備び兵へいたちが攻撃をしてきた、ということですね」

「ああ」

　と、シンの気のない返事。

「あなたたちからは一いつ切さい手を出していない、と？」

「ああ。事じ情じようもさっぱりわからなかったしな」

「──僕ぼくが聞いていた話とはいろいろ違ちがっていますね……」

「どう違ってたんだ？」

　シンに問われて、レゼルドは一いつ瞬しゆん黙もつ考こうしてから、

「例えば──先に手を出して来たのは、あなたたちの方からだった、と」

「ンなわけねえだろ」

「僕もそう思いました。

　だからこうして直ちよく接せつ話をしに来たんです。

　どうやら、いろんな者のいろんな思おも惑わくがからみ合っているようですね……

　竜りゆう翁おうたち、そして──その、ギソウルとかいう女ディーヴァ」

「ついでに言うと……もう一つ、話しておかなきゃならねえことがある。

　今、メイと、そのギソウルはいねえわけだけど……

　実は昨日、ディーヴァの襲しゆう撃げきがあって──」

「知ってますよ」

　レゼルドは呆れて、

「というか、気づいてなかったんですか？　あの中に一人だけ混まじっていたドラグノが僕だっていうことに」

「──は？」

　間の抜ぬけた声を上げるシンに、

「気づけ」

　と、つき離はなすラフラ・リフラ。

「こちらもいろいろありましてね──」

　レゼルドは説明する。

　シンたちが都を去ったあと、ディーヴァたちが、正式な使節としてやって来たこと。

　その案内役になぜかレゼルドが任にんじられたこと。

　彼らはどうやら独どく自じにメイたちを捜さがしており──

　そして、昨日の事じ件けんが起きたこと。

　メイが傷きずつき、ギソウルに連れて行かれ──

「あのあとディーヴァたちは正式に国を辞し──今はたぶん、メイさんたちを捜さがしているものと思います。

　僕も案内役の任を終えて、しばらくの自由時間をもらってこちらに向かい──

　あなたたちの焚き火を見つけたというわけです」

　彼は何度目かの疲つかれた吐と息いきをついて、

「僕も責せき任にんは感じています。

　あなたたちをこの北の大陸ノーザンガイアに招まねいたのは僕ですし……

　けれど、どうすればいいのか。何が一体正しいのかがわからない、というのも正直なところです。

　単たん純じゆんに、臭くさいものに蓋ふたをしてしまうというやり方がいいとは思いませんが──

　一方で、メイさんが引き起こしていると見られる律崩術クランブルの異い常じよう現げん象しようを見るに、竜りゆう翁おうの危き惧ぐが見当違ちがいだったとも思えません」

「律崩術クランブルの異常？　なんだそりゃ？」

　シンにとっては初耳である。

　道からも外れた森の中をひたすら東に向かう昨今、世間の情じよう報ほうなどというものは一切入って来ないし、彼もラフラ・リフラも律崩術クランブルは使えない。

「昨日──メイさんと女ディーヴァとやらが姿すがたを消してから少しして──

　律崩術クランブルの異常が起こりました。

　影えい響きようは少なくとも、ミラルドの都にまで及およんでいました。

　ありとあらゆる律崩術クランブルが、効こう果かが消えたり、別の現象を引き起こしたり、発動しなかったりしています」

「……それが……メイのせいだってのか……？」

　シンにしてみれば、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎる話だが──

「少なくとも竜りゆう翁おうは──そしてたぶんディーヴァたちも、そう考えているようです。

　傷を負ったメイさんが力を暴ぼう走そうさせて、この事じ態たいを引き起こしているのだ、と」

　シンは小さく左右に首を振ふり、

「……信じられねえ話だけどよ……もしもそうなら、とりあえずあいつは生きてるってことだな」

「そういうことになりますね。

　……それと──」

　対するレゼルドは、シンとラフラ・リフラを見み渡わたし、

「メイさんが無事であれば、その先あなたたちはどうするのか。

　もちろん決めるのはあなたたち自身なのですが……」

　神だの何だのという話は迷まよわずした割わりに、微び妙みように歯切れが悪くなる。

「これはたぶん……話しておいた方がいいと思いますので……

　聞いた上で、どうするかの参考にしてください。

　これは竜りゆう翁おうの談だんなのですが──

　ラフラ・リフラのような憑霊族リワーダーは……もともと、天にいる『彼ら』に仕える種族だったという話があります」

「今も、同じ」

　小さくうなずくラフラ・リフラ。

　レゼルドは視し線せんをシンに向け、

「それは文化や教育だけのせいではなく、もっと根元的な、本ほん能のうに近い部分からそうなっているのだ、と竜りゆう翁おうはおっしゃってました。

　だからラフラ・リフラは──メイさんを見つけ──従したがうことを選んだのです」

「……食い物につられてなついたわけじゃなかったってのか……」

　シンはつぶやいた。

　ラフラ・リフラの行動パターンがやたらと犬っぽかったせいで、てっきりそうだと思っていたのだが……

　言われてみれば確たしかに、ラフラ・リフラが常つねにメイに従っていたというのは、それだけでは説明できない部分はあったのだが。

「……それで……シンドレッド……」

　レゼルドはさらに歯切れ悪く、

「あなたは……その……

　ご自分の血けつ縁えんに関して、どの程てい度どのことをご存ぞん知じですか？」

「は？」

　またまた飛んだ話題にシンは声を漏もらす。

　なぜいきなり自分の血縁の話などに──

「……って……おい……まさか……」

　話の流れから、あることを想そう像ぞうし、シンの表情が引きつった。

　シンの母親がこの世を去ったのは数年前。父親はそれよりずっと昔──彼が物心つく前に亡なくなっている。

　当然シンは、父のことをよく知らない。

　ちょっと変わった人だった。母親は、父を評ひようしてよくそう言っていたが。

　レゼルドはシンに目をやって、

「あなたと最初に会った時も、微妙に普ふ通つうの人間とは違うにおいを感じたんですが……

　これは竜りゆう翁おうの見立てによるのですが、シンドレッド、あなたのお爺じい様さまかお婆ばあ様さまに当たる方は──たぶん、憑霊族リワーダーです」

　……………………なるほど。

　シンは胸むねのうちで嘲ちよう笑しようとともにつぶやいた。

　メイは実は半分カミサマで半分ディーヴァで今世界を壊こわしかけててついでに俺おれにはリワーダーの血が入ってる、と。

　こりゃまたすげぇ寝ね言ごとだな。いいかげん目を覚ませ。俺。

　腿ももに爪つめを立ててみるが、ただ痛いたいだけで目が覚める様子は微み塵じんもない。

　レゼルドはかまわず先を続ける。

「ヒュームの大地に放ほう逐ちくされたメイさんは、なぜ、他ほかの誰でもなく、あなたのもとを訪おとずれたのか。

　武ぶ器きがあったとはいえ、ディーヴァたちと渡り合うことができたほどのあなたの身体能力は、誰から譲ゆずり受けたものなのか。

　全てがそれで説明できます」

　この話には、さすがにラフラ・リフラも無関心ではいられなかったらしく、目をまん丸に見開いて、シンとレゼルドを交こう互ごに見やる。

「本当か？　シンドレッド？」

　──知らねーよ──

　吐はき捨すてたつもりが、聞こえたのは、自分の奥おく歯ばがかすかにきしむ音だけ。

　むかつく。

　もう。なんだかありとあらゆることにむかつく。

　わけのわからないことをほざくレゼルドにも。そのわけのわからないことに否ひ定ていの言葉を返せない自分にも。

「──これから──」

　レゼルドの声は響ひびく。

「これからどうなるのかはわかりません。

　けど何にしろ、よく考えてほしいんです。

　あなたたちがメイさんを助けたいと思う気持ち──

　それは本当に、あなたたちの心から出たものなのか。

　それとも、リワーダーの血のせいなのか……」

　そこまで聞いて──

　ぷちっ。

「うるせえもういい」

　シンはぶち切れた。

　その場にすっくと立ち上がる。

　神だの何だの。ディーヴァがどうした竜りゆう翁おうがこう思ってる。メイの生まれはこれこれで、シンの生まれはこうなっていて。

　信じられない話をいきなり並ならべ立てられて。しかもそれらはどうやら噓うそではなくて。

「……シンドレッド？」

　呼よびかけるレゼルドを、きっ、とにらみつけ、

「メイのところに行く」

　きっぱりと宣せん言げんした。

「メイが何だろうが俺が何だろうが、とにかくうじうじ考えてたって何かがはじまるわけじゃねえ。

　メイのところに行く。直じか談だん判ぱんだ。

　考えるのはそれからだ」

　それが、シンの出した結けつ論ろんだった。

　気づいたのだ。

　レゼルドの話を聞いただけでは、一番肝かん心じんなことがわからないことに。

　すなわち──

　メイ自身が、何をどう考えているか。

「けどそれは考えることを放ほう棄きしているだけで──」

「放棄して悪いか。

　答の出ねえ考えなんぞ、いくらでもぽいぽい捨ててやる。

　第一、メイの奴やつがどう考えてるのか聞きもしねえで、危き険けんだ何だとりくつをこねくり回したあげく、適てき当とうな答えをでっち上げるのがご立りつ派ぱなことか？

　律崩術クランブルの暴ぼう走そうとやらが起きてるらしいが……仮かりにそれをメイの奴がやってるんだとしても、わざとやってるのか、事じ故こや偶ぐう然ぜんなのかもわかってねーんだろ？

　まずはきちんとあいつに話を聞く。

　でもって、もう一回そこで考える」

　とまどうレゼルドを一いつ喝かつして沈ちん黙もくさせる。……納なつ得とくしての沈黙か、あきれて沈黙したのかはわからないが。

「よく言った！　シンドレッド！　それでこそ！」

　うれしそうにうなずくラフラ・リフラに、シンは微び妙みように嫌いやそうな視し線せんを向けて、

「……お前に手放しでほめられると、なぜか不安になるんだが……

　ともかく夜が明けたら出発ってことでいいな。

　道案内は頼たのむぜレゼルド」

「え……僕ぼくも行くんですか？　一いつ緒しよに？」

「行かねえのか？」

「それは……わかりました。行きましょう」

「なら決まりだ。朝にそなえて今のうちに寝ねとけ。じゃあな」

　一方的に言い放ち、なおも何やらつぶやくレゼルドをおいてけぼりに、シンは木の根元にうずくまる。

「ちょ……ちょっと待ってくださいシンドレッド」

　レゼルドがなおも何やら言っているが、不思議とちっとも気にならない。

　気にせず目を閉とじていると──

　噓のように。

　睡すい魔まは、あっさりとやって来た。




　父は、動かない。母も、動かない。

　何が起こったのかはわかっている。

　二人の肉体は厚あつい氷にも似にた封ふう印いん結けつ晶しように包まれて、死んでこそいないものの、意い識しきも肉体活動のほとんども閉とざされている。当然自力でそこから抜ぬけ出ることは不ふ可か能のうのはずだった。

　動かなくなった両親の前に佇たたずむ四つの影かげ。

　──これって──あの時の──

　無む限げんに湧わき出す呪じゆ紋もんの中。『月』の中心で微睡まどろみに浸ひたりつつ、メイはあの時のことを思い出していた。

　父と母とが封印結晶に幽ゆう閉へいされ、自分が、姿すがたと力を奪うばわれて、地上に放ほう逐ちくされた日のことを。

　──子を──生なすなど──しかも──ディーヴァを相手に──！

　影の一つが興こう奮ふんの声を上げる。憎ぞう悪おのまなざしをメイに向けて。

　だがメイは、影を見てはいなかった。

　その後ろ──氷に閉ざされた両親の姿に目をやっている。

　──どういうことかわかっているのか──！　世界のバランスを崩くずしかねない力を持った子こ供どもだぞ！

　同じ声がわめく。もはや何も聞こえぬはずの母に向かって。

　何が起こったのか、メイにはよくわからない。ただ──自分が糾きゆう弾だんされていて、そのせいで父と母がこうなったということだけはわかる。

　──返して──！

　メイは叫さけぶ。

　──とーさんとかーさんを返して──！　いい子にするから──！

　影の返す視線は冷たい。

　──そういう問題ではない──

　また、同じ声。

　──お前が存そん在ざいすることそのものが問題なのだ──

　自分がいること自体が悪いというのなら──

　──なら──あたしは悪人でいいから！　あたし一人だけが悪人でいいから！　だからとーさんとかーさんを──！

　自分の言っていることが理り屈くつにあっているかどうかなど、メイには関係なかった。ただただ──必死で──

　同じ影は、しかし冷ややかに、

　──話にならんな。だが──どうする──？

　──抹まつ消しようする──必要はないだろう──

　別の影が口を開いた。

　思い思いに勝手なことを言い合っている。

　メイはただ、父と母とを見ていた。

　影たちが、自身をさも秩ちつ序じよのごとくうそぶくなら。自分メイが悪人だというなら。それでいい。上等だ。けど絶ぜつ対たい、とーさんとかーさんを取り戻もどしてみせる。たとえこいつらをぶち倒たおしてでも。たとえ世界をぶち壊こわしてでも。

　決意したメイのまわりに呪紋がまとわりつく。四つの影が放つ呪しゆが。

　肉体が脈打ち頭に霞かすみがかかり──

　思い出の中で意識が沈しずむのと同時に、メイの意識も眠ねむりの中に沈んでゆく──




　ギソウルは海を眺ながめていた。

　彼方かなたで触ふれ合う海の碧あおと空の蒼あお。昼の陽ひを照り返しかがやく水面みなもは、しかしその光の色を途と中ちゆうで変えていた。

　──こんなはずでは──

　呆ぼう然ぜんと、胸むねの裡うちでつぶやく。

　彼女が望んでいたのは、単たん純じゆんで都合のいい復ふつ活かつの奇き跡せきだった。もとより、何が起こるかわからぬと覚かく悟ごしていたつもりではあったが──

　これは、その覚悟の範はん疇ちゆうを超こえていた。

　為なす術すべもなく、ただ海を眺めているうち──

　どこかから風に乗って流れて来た、聞き覚えのある声を耳にして、彼女はそちらに視し線せんを向けた。




　はじめて見た時にはあれほど感かん激げきした海も、今のシンにとっては、風景の一部でしかなかった。

　──そもそも──

　この状じよう況きよう下かで、海に感激しろという方が無む理りな相談だった。

「えらいことになってるなオイ」

「僕も正直ここまでとは」

「メイ、すごい」

　東の海が見える森の端はに佇たたずんで。

　シンとレゼルド、ラフラ・リフラの三人は、思い思いのセリフを吐はいていた。

　沖おきに、翠みどり色いろの巨きよ大だいな『月』が浮うかんでいた。

　球形の上半分が海面から突つき出しているせいで、余よ計けいに大きく見えるのだろうが、それをさし引いてもちょっとした島ほどのサイズはある。

　ここまでの道で聞き及およんだ話によれば、その大きさは日々増ましているとか。

　海岸にはシンたち以外にも、『月』を見物に来たドラグノの野や次じ馬うまたちがあちらこちらに佇んで──距きよ離りを置きつつ、見み慣なれぬ姿すがたのシンたちの方にもちらちらと好こう奇きの視線を向けて来ていた。

　律崩術クランブルの異い常じよう現げん象しようは、現在もまだおさまっていない。

　これらの現象全てをメイが引き起こしているのだとしたら──

「メイ、大きくなって。ラフラ・リフラ、うれしい」

　なぜか目め頭がしらを押さえるラフラ・リフラ。

「大きくなりすぎだ。つうかンな感心のしかたがあるか」

「……けど……どうするんですか……これ……？」

　レゼルドは、クロスカディアの洋上に生まれた六つ目の『月』から目が離はなせぬまま、呆然とつぶやいた。

「そうだな──」

　シンは短く沈ちん黙もくしてから、

「レゼルド、俺おれを抱かかえて空を飛ぶ、ってこと、できるか？」
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「え？　ええ。まあ。それはできますけど──」

　意味がわからず面くらうレゼルドに、シンはあっさりと、

「よし。

　じゃあ悪わりィけど、俺を抱えて飛んでって、あれの上で落としてくれ」

　…………………………………………

『はあっ!?』

　これにはさすがにレゼルドも、ラフラ・リフラも目を剝むいた。

「……ちょっ……！　シンドレッド！　何を考えてるんですかっ!?」

　うろたえるレゼルドに、しかしシンの方は悠ゆう然ぜんと『月』を眺めつつ、

「決まってんだろ。直ちよく接せつメイのところに行って引きずり出す」

「直接……って……!?

　そんな簡かん単たんにメイさんのいる所まで行けると思ってるんですかっ!?」

「知らんっ！」

「……し……知らん……って……

　シンドレッド……ひょっとしてあなた、実はヤケになっていたりしませんか……？」

　レゼルドの疑うたがいのまなざしに、しかしシンは、不ふ敵てきな笑えみをにやりと浮かべ、

「馬ば鹿か野や郎ろう。まともにモノ考えてて、メイの奴やつとつき合ってなんかいられるか。

　そもそもこんな超ちよう常じよう現象の前で、あれこれ考えてたところで、まともな答えが出るわけがねえだろ？」

「それはそうですが……だからといって、いくらなんでも無む茶ちやすぎます！

　あの中に突っ込んだとして、そのあと何が起こるかわからないんですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだって」

「なんでそう思うんですか？」

「なんとなく！」

「…………………………」

　大いばりで答えたシンに、レゼルドはげっそりと脱だつ力りよくし──

「やめておけ。無む駄だだ」

　声をかけられてはじめて。

　三人は、四人目の存そん在ざいに気がついた。

　野次馬たちに紛まぎれて近づいて来たのだろう。横手の木こ陰かげに佇むのは、緑りよく鱗りん白はく翼よくのドラグノが一人。

　──いや──

「ギソウル!?」

　シンの漏もらした名に、レゼルドは全身に緊きん張ちようの色を走らせた。

　律崩術クランブルの異常現象が起こっても、変身律崩術メタモクランブルで変わったままの姿は影えい響きようを受けないのか、女ディーヴァはいまだドラグノ姿のままである。

「メイに、何した!?」

　ラフラ・リフラに吠ほえつかれ、ギソウルは疲つかれた声で、あっさりと、

「月げつ滴てき魚ぎよの中に放り込んだ」

『──！』

　答えに息を吞のむ三人。

　もちろん彼らは覚えている。

　以前、海に──月滴魚の中に落ちたメイが、ひとときその力を解かい放ほうしたことを。

　ギソウルは、彼らの方に歩み寄りながら、

「あの傷きずをなんとかするにはそれしかない。そう思った。

　しかし……こんなことになるとはな。

　内部への突とつ入にゆうは、私も試ためしてみた。

　だが結果は、無む理りだった。

　海の水を巻まき込んで呪じゆ紋もんがうねっているのだ。表面ではじかれて、それで終わりだ。

　万が一入ることができても溺おぼれるのが落ちだろう」

　彼女の言葉に、シンは一つうなずくと、

「そうか。俺を運ぶのはあんたでもいいや。はじかれたらちゃんと拾ってくれよな」

「おい」

　ギソウルが憮ぶ然ぜんとつぶやき──

「──ちょっと待ってください！」

　声を上げたのはレゼルドだった。

　真っ向からギソウルをにらみつけ、

「……話には聞いていましたが、直接お会いするのははじめてですね……」

「互たがいに名乗る必要はなさそうだ」

　ギソウルはレゼルドの視し線せんを受け止める。

「ご助力はいただいたようですが……失礼ですが僕ぼくには、あなたが信用の置ける方だとはどうしても思えないんです」

「なら国に連れて来るだけ連れて来て、あとは見み捨すてるドラグノの方が信用に値あたいするとでも言うのか」

「ドラグノの警けい備び兵へいたちとメイさんたちを衝しよう突とつさせたのはギソウルさん、あなたなんじゃあありませんか──

　そう言ってるんですよ」

　レゼルドは、自分の想そう像ぞうを口にした。

　ドラグノとディーヴァ、二人の視線が瞬しゆん時じ、ぶつかり合い──

「……ま、そんなこったろうと思ってたけどな」

　隣となりでシンの漏もらしたつぶやきに、二人は愕がく然ぜんと振ふり向いた。

「思ってた──って──？」

　問うレゼルドに、シンは頭をぽりぽり搔かきつつ、

「街まちを出て、冷静になったあとで思い当たったんだけどな。

　ドラグノの警備兵たちの攻こう撃げきってのはいくらなんでも唐とう突とつすぎたし、そいつの出しゆつ現げんのタイミングもよすぎた。

　何か仕組まれた、ってくらいの想像はできるって」

「そう気づいたなら、なんで一いつ緒しよにいたんです!?」

　非ひ難なんの声に近いレゼルドの問いに、シンは何やら答えにくそうに、

「……他ほかに手がなかった……ってのが本音だな」

「──そんな──！」

「ならば聞くぞドラグノ」

　横合いからギソウルが口をはさむ。

「仕組んだことは認みとめよう。

　だがもし私が何もせず静観していれば、メイの安全は保ほ証しようされたか？

　いや。あのままなら、お前たちドラグノに始末されるか、メイの命を狙ねらうディーヴァに引き渡わたされるかしていたのではないか？」

「──それは──」

　レゼルドは言葉に詰つまる。

　確たしかに、メイを危き険けん視しした竜りゆう翁おうたちが彼女をかばったとは考えにくい。

　だが──

「けれどあなたはその時に、ドラグノの警備兵三人を殺した」

　シンたちに対しても、いまだこの話はしていない。はじめて聞かされる物ぶつ騒そうな話に、さすがにシンの表ひよう情じようがわずかに変わる。

　これはギソウルに対する切り札になるはずだった。

「メイさんたちとドラグノの仲を、決定的にこじれさせるために。

　転じて考えれば──

　あなたは、自身の目的のためなら、シンドレッドやラフラ・リフラも──

　いや、状じよう況きようによればメイさんさえも殺しかねない、ということになりませんか？」

　糾きゆう弾だんに、しかし彼女は眉まゆをひそめて、

「警備兵殺し？　何の話だ？」

「とぼけるんですか？」

「とぼけるも何も──

　聞くが、そもそも本当に警備兵は殺されたのか？」

　今度はレゼルドの方が眉をひそめる。

「──どういう──意味です？」

「そのままの意味だ。

　お前は警備兵の死体を見たのか？」

「それは──見ていませんが──」

「もともとメイに対しては穏おだやかならぬ命令が出ていた。

　もし警備兵が殺されたということになれば、ドラグノには、メイを始末する大たい義ぎ名分ができることになる。

　そのための情じよう報ほう操そう作さがあったとしても不思議はない」

「警備兵が殺されたことそのものが作り話だと……!?」

「さあな。竜りゆう翁おうに聞け。

　それに私は、たった一人でドラグノ三人を相手にするような馬ば鹿かをやる気はない」

「……………………」

　女ディーヴァの言葉を、口から出まかせの言い逃のがれだと断だんずる自信は、今のレゼルドにはなかった。

　政せい治じ的てき判はん断だんという名のもとに、その程てい度どの情報操作が行われることはままある話である。

　レゼルドには、一体何が本当で何が噓うそなのか、わからなくなってきていた。

「──もういいだろ。そのへんで」

　落ちた沈ちん黙もくの間に入ったのはシンの声。

　まずはレゼルドとギソウルの鼻先に、順に指を突つきつけて、

「何にしろ、だ。ここにいる全員──

　あの状じよう態たいをなんとかしたい。そう思ってることに変わりはねえんだろ？　ん？」

　と、指先を海上の『月』へと向ける。

「──それは──」

「──そうだが──」

　気け圧おされて、半歩ずつ身を引くレゼルドとギソウル。離はなれてラフラ・リフラは、そんなシンの様子をぽかんと眺ながめている。

「つうわけで」

　と、シンはレゼルドを見やり、

「俺おれを、あそこに、連れていけ」

「だから入れないと言っているだろう」

　あきれるギソウルに、シンは背せ中なかで、

「ディーヴァは、な」

　レゼルドの表情が変わる。

「けど俺なら？

　もしも、ってことはあるぜ。

　失敗したら、はじかれた俺を捕つかまえて戻もどって来りゃあ済すむだけの話だ。

　ダメモト、って言葉くらいはドラグノにもあんだろ？」

　そう。レゼルドの語ったことが本当なら、シンはヒュームとリワーダー、両方の血を引いているはずである。

　メイが最初、その血を頼たよってやって来たというのなら、あるいは──

「なら、ラフラ・リフラ、行く！」

「おいおい。言い出しっぺは俺だぜ」

　名乗りを上げたラフラ・リフラに、シンはウインクを送り、

「俺がダメだったら、その時は頼たのむ」

「……うん……」

　ラフラ・リフラはとまどいながらもうなずいた。

「──レゼルド」

　シンの呼よびかけにレゼルドは、長い長い吐と息いきを漏もらし──

「……わかりました。

　仮かりに僕が断ことわったところで、どうせあちらに頼むつもりなんでしょうから──」

　ちら、とギソウルの方に目をやり、

「なら僕が連れて行きますよ。

　ただし。

　一回試ためしてだめだったらそれで終わりです。

　律崩術クランブルでの補ほ助じよもなしに人一人を抱かかえて飛ぶのはひと仕事なんですからね。

　抱えられている間は暴あばれない。

　途と中ちゆうで気分が悪くなったらすぐに言う。

　やめたくなったらすぐに言う。

　いいですね？」

「はじめて列車に乗る子こ供どもか。俺は。

　──ああ。それでいいぜ。

　そっちがよければ、すぐに頼みたいんだが」

「わかりました。では──」

　レゼルドはシンの後ろに回り、両りよう脇わきから手を回してシンの胸むねの前で組み──

「注意しろ！」

　声を上げたのはギソウルだった。

「しばらく前、ディーヴァたちの姿すがたを見かけた。

　今は見当たらないが、近くにはいるはずだ。

　律崩術クランブルが使えない現げん状じようはあちらにとっても都合が悪いはず。こちらが『月あれ』の暴ぼう走そうを止めようとする限かぎりは手を出しては来ないだろうが──

　状じよう況きようが変われば仕し掛かけて来るかもしれん」

「頭に入れとくよ」

「それでは──行きます」

　風がシンのまわりを叩たたく。胃の底にふうわりとした浮ふ遊ゆう感かん。

　そして、シンの足先はゆっくりと地面から離れた。

　最初はゆっくりと。そしてだんだんと早く。

　大地が遠ざかる。

　視し界かいがひろがり、耳もとで風が鳴る。

　上体が傾かたむき、うつぶせに近くなった。

　足の方を見れば、遠ざかる海岸と、そこに佇たたずむラフラ・リフラとギソウル二人の影かげ。

　視線を上げればその先には、ひろがる海と空と──『月』。

　──これが──

　空を飛ぶ、ということか。

　両りよう腕うでを軽く開いて海風を切れば、服の袖そでがはためき音を立てる。

　視界の中、『月』がその大きさを増ましてゆく。

　もうすぐあの上に落とされることになるわけだが──恐きよう怖ふはなかった。

　我われながら滅め茶ちや苦く茶ちやな案だとは思うが、きっとなんとかなるはずだ、という、おかしな確かく信しんはあった。

　なぜなら──

　圧あつ倒とう的に巨きよ大だいな『月』。

　最初見た時、シンにはそれがなぜか、いじけて泣いている子こ供どものようにしか見えなかったから──




　微睡まどろみの中、『メイ』は感じ取っていた。

　ひとときの安らぎを紡つむぐこの光のゆりかごに、何かが近づきつつあることを。

　もはや傷きずは癒いえ、死は遠いものとなっている。

　しかしそれでも微睡みは続いていた。

　世界に戻もどりたくなかった。

　父を救けたい。母を救けたい。そのためには自分が悪人と呼ばれるものであってもかまいはしない。その思いはいまだ変わりはしない。

　だが。

　それで自分に何ができる？

　確たしかにこの『月滴魚テイアー』の中でなら封ふう印いんの干かん渉しようが弱まり、本来のものに近い力を取り戻すことができる。
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　しかしひとたび外に出てしまえば、自分はほとんど何もできない小こ娘むすめである。

　ディーヴァに狙ねらわれ、ドラグノたちには見み捨すてられ──何度も何度も痛いたい思いや苦しい思いや嫌いやな思いをして──それでも、『かれら』をぶち倒たおして父と母とを救うどころか、そこにたどり着くことさえできるかどうかもわからない。

　このままここでずっと微睡んでいられたなら、どんなに楽だろう。

　ぼんやりとした、思考とも呼よべぬそんな思いが『メイ』を微睡みの枷かせにいつまでも閉とじこめ続け──

　だが今。

　自分に近づきつつあるものは、この優やさしい微睡みを醒さましてしまうかもしれない。

　根こん拠きよもなくそんなふうに思う。

　なのに──なぜだろう。

　一方で、それを待ち望んでいる自分がいるような気がするのは。

　ふと誰だれかの顔が頭に浮うかんだ。

　黒くろ髪かみで、目つきのきついヒュームの男。

　よく知った──顔なのだが──名前が──確か──

　思考にも言葉にもならぬ思いを泡あわのように浮かべつつ、メイは微睡み続ける──




　視界全すべてを光が埋うめる。

　眼がん下かには、翠みどりの色にかがやく『月』。

　シンとレゼルドはそのほぼ中央上空に達し、『月』に向かってゆっくりと降こう下かをはじめていた。

「……本当に……いいんですね……」

　シンの頭の後ろでレゼルドの声がする。

　光はもう足あし下もとにあった。

　その表面が一いつ瞬しゆん、波打ったような気がした。

「おう。頼たのむ」

　返事にレゼルドがさらに高度を下げ──シンの両足が、海水を巻き上げる光に触ふれる。

　足は──なんの抵てい抗こうもなく光と水の中へと沈しずんだ。

　いける。

　根こん拠きよもなく、シンは確信した。

「放してくれ！」

「本当に──」

「くどい」

「……わかりました……！」

　レゼルドの手から解とき放たれ、シンの体は重力に捕つかまる。

　とぶんっ！　と音を立て、全身はすぐに頭の先まで光と水の──『月』の中に沈み込んだ。

　水は温かくも冷たくもなく、シンの全身を抱だきとめる。

　息を止め、目を開ける。

　足の下には、無む限げんに続くかとも思える光の渦うず。まぶしくはないが、目に映うつるのはただそればかり。

　人の体は水に浮くようにできているとも聞くが、そんな通説を無む視しして体はどんどん沈んでゆく。

　下へ向かっていることだけはわかるのだが、どれほどの早さで沈んでいるのか。今どのくらいの深さなのかもわからない。

　いや、そもそも、これで本当にメイのもとにたどり着けるという保ほ証しようもないのだ。

　舞まい踊おどる光の群むれに幻げん惑わくされて、時間の感覚さえもあやふやになってくる。自分が『月』に身を沈めてから、まだ一瞬しか経たっていないのか、それともすでに何分かが経けい過かしてしまったのか──

　いずれにしろ確かく実じつなのは、息を止めていられるのにも限度がある、ということだった。

　そろそろ苦しくなって来た。首に、鼻の奥おくに力がこもる。最初は全く気にならなかった水の圧あつ力りよくを意い識しきしはじめる。足下に目をやれどゴールが見える気配はない。

　自分の顔が赤らんでいるのがわかった。ほんの少しだけ、息を吐はき出してみる。目の前を大小の気き泡ほうがかすめて昇のぼりゆき、多少楽になった気がしたが──それも長くは続かない。

　足下にゴールはまだ見えない。

　──やべぇっ──

　さすがに危き機き感かんが湧わいて来るが、今さらどうしようもない。もう少しだけ息を吐こうとして──

　ごぼばっ！

　焦あせりで力加か減げんを間ま違ちがえてか。一気に大量の空気が漏もれる。そのミスに焦りが加速してさらに息を吐く。水が鼻に口に入ってきて──

　……？……

　とまどいが焦りを追い払はらう。

　水は鼻び腔こうを肺はいを満たしたはずなのに──まるで地上にいるかのように呼こ吸きゆうができる。苦しさは全くなかった。

　口の中に入っている水も、塩しお辛からさはなく全くの無味。

　なぜこんなことになっているのかはさっぱりわからない。息ができる水なのか、それとも五感全部が水の中だという幻まぼろしにかかっているのか。

　ともあれこれで少なくとも、溺おぼれる心配はなくなったようである。

　冷静さを取り戻もどし、あらためてあたりを見回した。

　見えるのはただ、光の洪こう水ずい。

　上下くらいはなんとか感覚でわかるが、それ以外はさっぱりである。

　右も左も、内も外も、メイがどこにいるのかも──

　──いや──わかるはずだ。というか、わかれ。俺──

　無む茶ちやなことを心に念じ、シンは感覚を集中させる。

　気配は──あった。確たしかに。

　しかしそれはあまりにもぼんやりとしていて、光の中全てに拡かく散さんしていた。

「メイ！」

　名を呼よびかける。

　水の中──らしき場所だというのに、声は普ふ通つうに出た。

　光が──『月』が身じろいだ。

　届とどいたのだ。シンの声が。

　ぼんやりとだが、気配の方向が定まった。

　シンはゆっくりとそちらに進む。

　泳いでいるわけでも、歩いているわけでもない。ただ、行こうと思っただけで進みはじめた。

「メイ！」

　もう一度呼ぶ。

　光る世界が再ふたたび揺ゆれて、気配がさらにその確かさを増ます。

「聞こえてんだろ！」

　呼びかけに。

『声』が聞こえた。頭の中に。

　赤い髪かみの少女の声が。

　──んー……あと五分──

「…………………………」

　感動もへったくれもない再さい会かいの言葉に、シンは思わず脱だつ力りよくする。

　一いつ瞬しゆん本気で、このまま帰ろうかとも思ったが──

「何寝ねぼけてやがる！　目ぇ覚ませオイ！　メシ抜ぬくぞ！」

　光の中。

　何かがはっきりと目覚めたのを、シンは感じ取った。……しまらない話ではあるが。

　──え？　あれ……？──

『声』はしばしとまどい、だがすぐに状じよう況きようを理り解かいしたらしく、

　──来ないで！──

　悲ひ痛つうな響ひびきに、しかしシンは脱力したまま、

「いや……

　今さらンな普ふ通つうの女の子みてぇな声出されてもなぁ」

　──うわ失礼な──

　気がつけば。

　いつしか移い動どうは止まっており、光を透すかしたその向こうに何かがいた。

　はっきりとした姿すがたは見えない。そういう色をしているのか。それとも渦うず巻まく呪じゆ紋もんより強い光を放っているのか。ともかくそれは、ぼんやりとした白と映うつった。

　──えっとあの──

『声』は多少とまどいながら、

　──今、ヒュームの姿してないから。怖こわがられたり気持ち悪がられたりすると、さすがにちょっとヤだし──

「そっか。

　ま、姿見せるのが嫌いやならそれならそれでもいいけどよ。

　何にしろ、その調子なら傷きずの具合は良くなったみてぇだな」

　──うん……まあ──

　と、細い『声』。

　シンは頭を搔かきながら、

「その……痛いたみとかは……もうねえのか？」

　──だいじょーぶ──

「そうか。

　……なんつうか──あの時は悪かったな。その……うまく守れなくて、よ」

　──そんなガラにもないこと言われると──

「うるせえ」

　──というか、やってることめちゃくちゃだし。入って来ないって普通──

「おう。俺おれも実は、落ちたあとでメチャだと思った。

　まあそんなことはどうでもいいんだが……

　実はレゼルドの奴やつからいろいろ話を聞いてな。

　お前のこととか。俺のこととか。

　で。ぶっちゃけお前は何をどう考えてるんだろう、と。

　そこんところを聞こうかと思ってよ」

　………………………………

『メイ』の『声』はしばし沈ちん黙もくし──

　──ごめん。巻き込んで──

「うっわ!?……言っとくがなぁ、お前こそそーゆー殊しゆ勝しような言動は似に合あわねーぞっ！

　つかむしろ引く」

　──引くとまでっ!?　あたしを一体どおいう目で見てたのか──

「聞きてえか？」

　──いや、やっぱしいい。……それで……どこまで聞いたの？　話──

「まあ……あくまでレゼルドの話、ってことだけどよ……」

　いまだに信じられないらしく、シンはどこか棒ぼう読よみっぽく、

「お前が、ディーヴァと、カミサマか何かの間に生まれた奴やつで、俺にリワーダーの血が混まじってる、とかって」

　──カミサマなんかじゃないよ。あんなの──

『声』には嫌けん悪おの響きが混じっていた。

　──本当は何て呼よぶのかは知らないけど……自分たちのことはいつも『わたしたち』って呼んでたし。

『あいつら』は、あたしが世界のバランスとかを乱みだすんだって言って、とーさんとかーさんを封ふう印いんして……あたしをヒュームの姿にして、地上に落とした──

「……そうか」

　──あたしは……とーさんとかーさんを助けたい──

　いつもはこ憎にくたらしい少女の『声』は、妙みようにか細い。

　──あいつらがカミサマだっていうのなら、それであたしを悪だっていうのなら、あたしは悪人でいい。それでもとーさんとかーさんを助けたい。

　たとえ『あいつら』全員を敵てきに回しても。

　……でも、こうしてあいつらにかけられた封印が弱まっている時はいいんだけど、いつもはろくに力を使えないどころか、とーさんやかーさんのことだって忘わすれてる。

　仮かりにおぼえてたとしても、力が使えたとしても、『あいつら』をどうこうするなんてできっこない──

『声』には、らしくもない諦てい念ねん。

　シンはしばし考えて──

「──助けるだけ──ってことはできねえのか？」

　──はへ？──

　と、間の抜ぬけた『メイ』の『声』。

「だから。

　その、『あいつら』って連中を全員ぶち倒たおすなんてことができねえんだったら、おやじとおふくろ助けるだけ助けて、みんなでとっととどっかに逃げちまう、ってことはできねえのか、って聞いてんだよ」

　──それは──わかんないけど──

「なら、やってみようぜ」
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　見えないが、シンには確かく信しんできた。この瞬しゆん間かん、メイの目が点になっていることを。

　──なんで──

「なんで、って、助けたいんだろ」

　──いやあのたしかにそーだけど。……ひょっとしてひょっとすると、手を貸かしてくれるつもりだったり──

「だから『やってみろ』じゃなくて『やってみよう』って言っただろ」

『声』はしばし、呆あきれたように沈ちん黙もくし、

　──本気？──

「おうっ！」

　──できると思う？──

「知るかっ！」

　──えっとあの──

「けど──助けてぇんだろ？　おやじとおふくろ」

　──うん──

「なら、やろうぜ」

　呼びかけに、『メイ』はしばし沈黙し──

　──なんで──？

　再ふたたび同じ問い。

　──助けるだけ、って言っても、やっぱりムチャだってことはわかってるのに──

「……まあ、な……」

　シンはあいまいに言った。

　神とさえ呼ばれるような連中の目をかいくぐり、天にかかった月に封印されているはずの、メイの両親のもとを訪おとずれて封印を解かい放ほう、でもって逃とう亡ぼう。

　言葉にしてみれば、計画とか目標というより寝ね言ごとに近い。無む理りだ、のひとことで片かたづけたとしても、どこからも文もん句くは出るまい。

　メイに対してそれほどの義ぎ理りがあるわけでもなし。

　だがそれでも──ほうってはおけない。

　これまでにもシンは、やろうと思えばできたはずなのに、メイを見み捨すててしまうことができずにいた。

　その理由が、今のシンにはなんとなくわかったような気がした。

　自分はたぶん──家族というものにあこがれていたのだ。

　父と母を助けたい、というメイの言葉を聞いた時、シンはそう気づいたのだ。

　一時はシンの家にいそうろうしていた、どうしようもないトラブルメーカーのメイやラフラ・リフラを結局つき放せなかったのは、彼女たちを、家族のように──できの悪い妹か何かのように感じていたのだろう。

　レゼルドあたりは言うかもしれない。それはただ、シンの中に流れているリワーダーの血が思わせているだけなのだ、と。

　それでも別にかまわない。血のせいだろうと何だろうと、思いは思い。

　第一、自分の気持ちをニセモノだなどと決めつけてしまえば、あとには何も残らないではないか。

　──無む論ろんこんな恥はずかしいことを口にする気はさらさらないが。

　かわりに、口にしたのは違ちがう言葉。

「けどよ。ムチャだからって、何もやらねーで泣き寝入りして、ディーヴァとかに追い回される一生、ってのもヤだろ？」

　──うん。まっぴら──

「俺の方としても、このまま全部忘れてハイさようなら、ってやるのはどうにも寝覚めがよくねえ。

　だからとりあえず、やれるだけのことはやってみよう、って、そういう話だ。

　あ。言っとくけど、途と中ちゆうでめちゃめちゃヤバくなったらビビって降おりちまうかもしれねえけど、そうなっても恨うらむなよ」

　──わかった……なら、聞いて。

　あたしはここを出たらもうおぼえてないだろうし──

　言うと『メイ』は語りはじめた。

　さまざまなことを──




　気のせいだろうか。

『月』が小さくなっているように見えるのは。光の緑が薄うすまり、白くなっているように見えるのは。

　やや離はなれた海上で、レゼルドは目を細めた。

　いや。違う。

　海上に浮うかぶ『月』は確かく実じつにその大きさを減げんじていた。

　──シンドレッドが成功した？　もしそうなら──

　試ためしに律崩術クランブルの呪しゆを紡つむぐ。レゼルドの左手のひらに、小さな光の球が出しゆつ現げんした。

　紡いだ通りに。

　律崩術クランブルの異い常じようがおさまっていた。

　とはいえ、安心してばかりもいられない。こうなると、どこかにいるはずのディーヴァが仕し掛かけて来る危き険けんはあった。

　あわててあたりを見回す。それらしき影かげはどこにもないが──

「…………！」

　レゼルドはあることに気がついた。

『月』がその大きさを減じつつも、岸に向かって移い動どうをはじめているのだ。

　ラフラ・リフラやギソウルたちのいる方へ。

　一体、次は何が起こるというのか。

　あわてて翼つばさをひるがえし、レゼルドも同じ方へと向かう。

　巨きよ大だいさゆえにゆっくりと見えるが、『月』の移動はかなり速い。引き離されないようにするのがやっとだった。

　接せつ近きんに気づいたドラグノの野や次じ馬うまたちが、我われ先さきにと逃にげまどう。

　やがて『月』が岸辺にたどり着いた頃ころ。その大きさは、もとの月げつ滴てき魚ぎよほどのものになっていた。

　海岸には、それを呆ぼう然ぜんと眺ながめるラフラ・リフラとギソウル。

　野次馬たちは、もはやあたりに影もない。

　なんとか追いついたレゼルドも、ラフラ・リフラたちのそばに降おり立ち、『月』を見やる。

　──かなり小さくなったとはいえ、地上から間近で見れば、それは圧あつ倒とう的な光の山としてそびえていた。

　岸辺の海には、『月』の半球を飲み込むほどの深さはないはずなのだが、それを無む視しして光は海岸に着いていた。

　よく見れば、巻まき上げ纏まとっていたはずの海水はなく、今はただ無む限げんの光のみが噴ふき出し続けている。

　その光の中に、影がにじむ。

　影は黒くろ髪かみのヒュームとなって海岸に降り立った。

「よ。待たせたな」

　軽い口調で言ったのは──まぎれもない。さきほど『月』の中へと入っていったシンドレッド＝カイラム。

　どういう理り屈くつなのかはわからないが、服も髪も濡ぬれてはいない。

「メイは!?」

「無事だ。こん中にいる」

　ラフラ・リフラの問いに、彼は後ろの『月』を肩かた越ごしに指して、

「メイのおふくろとおやじを助けに行く。

　ディーヴァが近くにいるらしいからな。どうせならこのままこれを使って海を渡わたっちまおう、ってことになった。

　これなら向こうもうかつに手は出せねえだろ」

「──待ってください！」

　シンのはしょりまくった話に、レゼルドは声を上げた。

「どういう話があったんですか!?　本当にいいんですか!?　それで!?」

　二人の視線がしばし交わり──

　シンは小さく、ふ、と笑うと、

「良かぁねえんだろうな。たぶん」

「──」

「メイの奴やつがくそめんどうな力を持ってるのはわかった。

　暴ぼう走そうすればヤバいことになる、ってのも本当だろう。

　世界を壊こわすほどの力だ、っつうのは……信じられねーけど、ま、噓うそじゃないんだろうよ。

　いろんな連中が心配すんのも、まあ、わかる。

　実じつ際さい今回も、律崩術クランブルの異常なんぞ引き起こしてる。それで世の中にどれほどの被ひ害がいが出たのか知らねえけど、謝あやまって済すむことじゃねえだろ。

　けどな。

　それじゃあメイを追い詰つめたのは誰だれだ、って話だ。

　いろいろと話はしたが……結局のところ、さっき言ったように、メイの奴は両親を助けたがってる、って、ただそれだけのことだ。

　俺おれはそれに手を貸かしてやりたい。

　メイは危険だ。だから親に会うのはあきらめて殺されろ、なんて理屈がこの世界の正せい義ぎだっつぅなら──

　俺は、悪あく党とうでいい」

　言うとシンは、腰こしの後ろから律崩術剣クランブレードを取り出し、レゼルドにさし出した。

「──返すよ」

「………………」

　レゼルドは言葉を失った。

　たとえ今、ひとときディーヴァを振り切ったとしても、いずれ彼らはまた追って来るだろう。シンにもそれくらいはわかるはずだ。

　ならば律崩術剣クランブレードを持っていても損そんはない。

　にもかかわらず、あえて返すということは──

　すなわちそれは、決別の宣せん言げん。

　シンはレゼルドに聞かなかった。それでお前は来るのか、とは。

　仮にレゼルドがともに行ったとしても──もしドラグノの追っ手がやって来たとしたら。レゼルドは彼らとは戦えないだろう。

　シンにはそのことがわかっているのだ。

　レゼルドはただ──黙だまって、さし出された律崩術剣クランブレードを受け取るしかなかった。

「じゃあな──行くぞ」

　シンは視線をレゼルドから引きはがし、きびすを返して『月』の中へ踏ふみ込んでゆく。

　ラフラ・リフラとギソウルがそのあとに続き、やがて『月』は岸辺を離はなれる。

　あとには──

　結局一歩も踏み出せなかったレゼルド、ただ一人だけが取り残された。




　刻ときが流れる。

　月が巡めぐる。

　人の世に起きたどんな事じ件けんも、時とともに記き憶おくと印象は薄うすれてゆく。

　クロスカディアの洋上に出しゆつ現げんした六つ目の『月』のことや、同時に起きた律崩術クランブルの異い常じよう。

　それは決して小さな出来事ではなかったし、忘わすれ去ることができるほど時間が流れたわけではない。

　だがそれでも、事じ態たいがおさまって二日もすれば、人々は、以前とさして変わらぬ日常の中に帰ってゆく。

　しかしその中。

　以前に帰ることができない者たちもまた、いる。

　一いつ旦たんは海中に消えた『月』は、今、海を隔へだてた東の大陸イースタンガイアの海岸に姿すがたを現あらわしていた。

　青い波が昼の陽ひを跳はね散らす海岸に、光の球は突とつ如じよ出現し、四つの影かげを吐はき出した。

　途と端たん、光の形が崩くずれてゆく。

　球だったものは瘦やせて伸のび──『月』は月げつ滴てき魚ぎよに還かえると、ゆっくり沖おきへと去ってゆく。

　四人はそれを見送ってから、近くの木々の連なりに向かって歩みを進めた。

「けど、たいしたもんだよな」

　シンはいつもの姿に戻もどったメイに、感かん嘆たんの視し線せんを向けた。

「何が？」

　見上げる瞳ひとみはただ無む垢く──というか、何も考えていないようにしか見えない。

　たぶん、自分が月滴魚を操そう作さして船代わりに使い、全員をこの地──東の大陸イースタンガイアに導みちびいたことだけはわかっているのだろうが……

　再び人の姿に戻った今は、もう覚えてはいないだろう。具体的にどうやって自分がそれをやったのかも。『月』の中でシンに語ったもろもろのことも。

　そしておそらく──父と母のことさえも。

「……いや、本当にあっさり東の大陸こつちに着いちまったな、って」

　光の中では『メイ』が、実じつ質しつ二日かかる航海の間じゅう、生活設せつ備びがないから体感時間を操作する、とかなんとか、わけのわからないことを言っていたが──

　眠ねむって起きて、さほどせぬうち、二日が経たったもう着いたと宣言されて、それで本当に陸地にたどり着いたのだ。

　あまりに何事もなさすぎて、何かだまされたような気分にさえなるが、無む論ろん『メイ』の方にそんなことをする理由はないだろう。

「追っ手のディーヴァは振ふり切れたと思うか？」

　広こう葉よう樹じゆの森に踏み入って、ギソウルは海の上にひろがる空を見上げた。

　蒼そう穹きゆうに舞まうのはただ海鳥の翼つばさばかり。追っ手のディーヴァやドラグノの影は見えなかったが、それで懸け念ねんが消えるはずもない。

　何しろ刺し客かくたちは、ドラグノの大地にまでメイを追って来たのである。東の大陸にたどり着いたとはいえ、それで彼らがあきらめたとは考えにくい。

「ついて来てはいなかったと思うけど」

　とメイ。

「そうか。

　いずれにしろ、もうこの姿と別れてもよさそうだな」

　言って彼女は自分の──緑りよく鱗りん白はく翼よくのドラグノの姿を見下ろした。

　北の大陸ノーザンガイアを離れてしまえば、この姿でいる意味はない。

　ギソウルは両手両足を軽く開いて立つと天を仰あおぎ──

　……ぉおぅるあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　その喉のどからほとばしるのは、長い遠とお吠ぼえにも似にた呪綴スペル。

　眺ながめるラフラ・リフラが妙みようにそわそわしているのは、いっしょに遠吠えしたくなる衝しよう動どうを抑おさえているからだろう。

　ギソウルのまわりに生まれた呪帯リボンがその全身を覆おおい尽つくし、やがて光の繭まゆとなる。

　繭は形をわずかに変えて──

　砕くだけた。

　光はばらばらの呪じゆ紋もんとなって虚こ空くうに溶とけ消え、その中から現れたのは、まぎれもなく一人のディーヴァ。

　右の額ひたいからは一本の角。ブラウンの髪かみが額にかかっている。彫ほられた面のように端たん整せいな顔立ちに、シンは確たしかに見覚えがあった。

　着ている服こそ違ちがえども、それは確かに、かつてシンとメイとが出会った女ディーヴァの姿だった。

「……ようやく……もとに戻れたか」

　多少肩かたで息をつきつつ、ギソウルは、肩や翼をこきこきと音を立てて回し、

「同じ翼ある身とはいえ……こうも使い勝手が違うとはな」

　ゆったりとしたドラグノの上着を脱ぬぎ捨すてる。

　その下には、大ぶりの短剣ダガーを吊つるした革かわ鎧よろい。

「けどそれはそれで目立ちそうだなオイ」

「……わかっている……」

　シンのつぶやきにギソウルは答えた。

　ここはリワーダーの大地。すなわち住んでいるのは、ラフラ・リフラと同じ、いつもはヒュームの姿すがたをした者たちばかりである。

　そんな中にあって、ディーヴァの姿が目立つことなどわざわざ言うまでもない。

「できれば誰かの姿を借りた方が良いのだろうが──

　お前たちの誰かと同じ、というわけにもいくまい」

「まあなぁ……」

　言葉を交かわす二人の間に、いきなりメイが、ぴょこんっ、と頭を割わり込こませ、

「なら今こそ合体させてみるとか」

『──合体？』

　シンとギソウルの声がハモった。

　メイはラフラ・リフラの手を引っ張ぱって来ると、いっしょにシンの横に並ならび、

「全員のいろんなところをいいとこ取りで」

「つまりは──例えば髪は誰かのもの、目は別の誰かのものを──と、特とく徴ちようをそれぞれ別人から少しずつ借りて組み合わせるわけか」

「そう！」

　メイの提てい案あんにギソウルは首をかしげつつ、

「それなら確かに、理り屈くつの上では、お前たち三人とは異ことなる外見のヒュームができあがることになるが……」

「メイ！　頭いい！」

　ラフラ・リフラは満足げにうなずいて、シンは、そんなことができるのか？　と疑ぎ問もんのまなざしをギソウルに向ける。

「できるかどうかはわからんが──試ためしてみるか」

　言うとギソウルは、三人に対たい峙じして呪綴スペルを紡つむぎ──

　やってみると、変な物体ができあがった。

　コワさのあまりメイは泣き出しラフラ・リフラはダッシュで逃にげる。足をふるわせながらもかろうじてその場に踏ふみとどまり、やりなおしを求めるシンの要望に応こたえて、ギソウルはディーヴァ本来の姿に戻もどった。

「……何が……どう間違ったのか……原理はよくわからんが……」

　度たび重かさなる肉体変化の負ふ担たんに、肩かたで息をつきながら彼女は言う。

「ともあれこの術じゆつは……少々体に負担がかかるからな……もう一度試すのなら時間を置いてからにしてもらいたい……」

「いや！　いい！　もう試さなくていい！」

　慌ててぶんぶん手を振ふるシンの顔は、紙のようにまっ白だった。

「空に在ある神サマ天に地に満つ数多あまたの魂たましいラフラ・リフラに勇気と祝福を……」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　ラフラ・リフラは離はなれて万ばん物ぶつに祈いのりを捧ささげ、メイはうずくまったままあやまり続ける。

「……自分では見えなかったのだが……」

　あまりと言えばあまりな皆みなの反はん応のうに、ギソウルはシンに向かって、

「そんなに凄すごい外見だったのか……？」

　問われたシンはビミョーに視し線せんを外しつつ、

「……あの生き物といっしょに旅するくれぇなら、いっそ世界中のディーヴァ相手にケンカ売るぞ。俺は。

　武ぶ器きは靴くつべらとかでいいから」

「そこまでだったか」

「そこまでだ」

「……そうか……」

　ギソウルは、ちょっと残念そうに肩を落とす。ひょっとすると、実はこっそり自信があったのかもしれない。

　ラフラ・リフラは多少顔色を失いつつも戻って来ると、
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「シンドレッド、よく逃げなかった。なかなかやる。勇者」

「勇者とまで」

　メイの方も多少は立ち直ったらしく、ふるえる手でシンの腕うでにしがみつきながら、

「……もう見ても怖こわくない？」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだ」

「……本当……？」

　らしくもなくか細い声でつぶやいて、彼女はそろりそろりと視線をギソウルの方に向けて──

　ぱぁっ、と、満面に安あん堵どの笑えみを浮うかべると、

「……よかったぁ……ふつーのディーヴァだぁ……」

「………………………………」

　どうにも釈しやく然ぜんとしないものを覚えて、ギソウルはさらに肩かたを落とす。

「──まあ、今のことは不幸な事故と思ってとっとと忘わすれて。

　外見のこともあとで考えるとして、だ──」

　場の空気を変えようと、シンの上げた声に、ますますギソウルの肩が落ちるが、彼はそれには気づかぬまま、

「どっちに行きゃいい？　ラフラ・リフラ」

　このあとどうするか──おおまかなところは道すがら、『月』の中で打ち合わせをしておいた。

　メイの両親がいる所──天にかかる月の中なんだかそうじゃないのだか、メイの説明からは、シンにはよくわからなかったが──とにかくそこに続く場所が、この東の大地に存そん在ざいするということだった。

　ただしメイにもそれ以上のことはわからず──

　結局、ラフラ・リフラの話に出てきた長老を訪おとずれて話を聞こう、ということになったのだった。

　ラフラ・リフラに、ヒュームの大陸に行けと告げたのがその長老だったらしい。ならば何かを知っている可か能のう性せいは高かった。

『月』がたどり着いたのも、長老がいる村に近い海岸。そこから先はラフラ・リフラが案内する、という手はずになっていた。

「こっち。ついて来る」

　森の奥おくへと歩みゆくラフラ・リフラに三人も続く。

　森といっても、シンたちヒュームの南の大陸サウザンガイアやドラグノの北の大陸ノーザンガイアに比くらべると、はるかに緑の量が多い。

　葉の色も草木のにおいもずっと濃く、大きな木の下あたりにも灌かん木ぼくや雑ざつ草そうが生おい茂しげり、歩くだけでもひと苦労である。

　がっさがっさと草木をかき分け、見たこともない虫やら小動物やらを追い立てて、一体どれほど進んだだろうか。

　──進むのに苦労はしたものの、実じつ際さいのところはさほどの距きよ離りを進んだわけでもなかったのだろうが──やがて一同の眼がん前ぜんに崖がけがそびえ立った。

　ラフラ・リフラはそれをあごで指し、ただ一言、

「登る」

「いやちょっと待て」

「無理」

　翼つばさのあるギソウルは別として、シンとメイ、二人は迷まよわず即そく答とうした。

　そこにあるのは、ぬるい斜面スロープや子こ供どもの背せほどの段だん差さではない。上から落ちたら存ぞん分ぶんに死ねる、限かぎりなく壁かべに近い大地の断だん裂れつ。

　岩いわ肌はだに手がかり足がかりが全くないというわけではないのだが、普ふ通つうの人間にひょいひょい登れるものではない。

　だがラフラ・リフラは、シンとメイとを見つめて力強くうなずくと、

「大丈夫。後ろから、さっきギソウルが変身した生き物、追いかけて来ていると思えば」

「……さてはりきって登るか」

「むしろいっそひと思いに」

　言われて奮ふん起きするシン、絶ぜつ望ぼうするメイ。

　ギソウルはやはり憮ぶ然ぜんとしながらも、

「仕方ない。メイは私が抱かかえて上に行く」

「俺おれは？」

「自力で登れ」

「……だよな」

　かくて二人が崖にはりつき、ギソウルはメイを抱えて翼をひろげる。

　シンも修しゆう練れん学校に通っていた時には、登とう攀はん訓練を受けたこともあったが、それは教官指し導どうのもと、命いのち綱づなやら何やらを装そう備びした上での話である。何の道具もない今とはかなり勝手が違う。

　一方のラフラ・リフラは、無む造ぞう作さにひょいひょい先を登りゆく。その足場にした場所をよく見ておいて、同じ場所を手がかり足がかりに、シンもなんとか登ってゆく。

　陽ひに灼やけた岩肌に全身を押おしつけるようにして、時には指をかけた石くれがぼろりとはがれ落ちるのに肝きもを冷やしたりもしながら──

　やがてそれでもようやくシンは、一番上へと這はい上がる。当然他ほかの三人は、先にたどり着いていた。

　いつもなら、メイとラフラ・リフラの『遅おそい！』の一言が出で迎むかえるところだが──

「うわ。ほんとに登ってきたんだ。すごー」

「よく、やった」

　いつもと違う反はん応のうに、ひょっとして自分は今、かなりメチャなことをやらされたんじゃあないだろうか、と、崖から下をのぞき見て、あやうく立ちくらみしそうになる。

　我われながらよくこんなところを登ったものだと今さらながらに思うが、そんな感かん慨がいにひたる間もなく──

「もうすぐ」

　言ってラフラ・リフラは、やはり崖の上にひろがる木々の連なりへと足を踏ふみ入れた。

「……って、本当にもうすぐなんだろうな……？」

　シンは不安につぶやいた。

　案内する者にとっての『もうすぐ』が、他の皆みなにとっての『もうすぐ』と違うことなどざらである。

　並ならぶ木立のその間、灌かん木ぼく雑ざつ草そうかき分けて──本当にさほども経たたぬうち。

　視し界かいがひらけた。

　木々がとぎれた草地にはささやかな小川が流れ、二、三十ほどの木の家があった。

　素そ朴ぼくな原色で思い思いのペインティングが施ほどこされたそれらは、シンの目から見ると、家というよりは小屋に近い。

　だが──

「……何……あった……？」

　ラフラ・リフラは愕がく然ぜんとつぶやいた。

　村は、破は壊かいされていた。

　家々の戸や壁は砕くだけ、飾かざり幡ばただか洗せん濯たく物ものだかの布ぬのがあちこちに散らばり、乾かわいた土に汚よごれている。

　家々の、かつては鮮あざやかだったであろう原色の壁も、土つち埃ぼこりを纏まとわせてくすみ朽くちている。

　村が壊こわされてからかなりの時間が経っているようだった。

「ここなのか」

　問うギソウルに、立ちつくすラフラ・リフラの無言の背せ中なかが答えた。

「落ち着け」

　その肩かたにシンは手を置いて、

「よく見ろ。死体は一つもねえ。何があったかは知らねえが、まずはよく調べてからの話だ。オタオタするのはあとでもできる」

　確たしかに──

　村は壊されているものの、あたりには死体の一つさえ見当たらず、風にも死し臭しゆうは混まじっていない。

　ラフラ・リフラは、肩に置かれたシンの手に、自分の手を重ね置き、

「たしかに。すまない。ラフラ・リフラ、もう落ち着いた。

　あたり、調べてみる」

「ああ」

　四人は村に踏み入ると、あちらこちらを見て回った。

　板戸が爪つめで裂さき破やぶられている。

　細い柱はねじ折られ、家の中では簡かん素そなつくりのイスやテーブルがことごとくひっくり返っていた。

　もしシンがこの光景を、南の大陸サウザンガイアで目にしたならば、熊くまか何かのしわざと思ったかもしれない。だがここは憑霊族リワーダーの大地である。本気になればこれくらいのことができる者など、おそらくごろごろいるだろう。

　全すべての家を回るのに、さほどの時間はかからなかった。

　やはりどこにも死体はなかった。

　腐ふ臭しゆうをかいで身み構がまえることもあったが、それはただ放置された食べ物がいたんでいただけ。

　誰だれも──いない。

　ひとまわりすると、四人は村の端はしに座すわり込こみ、無人の廃はい墟きよに目をやった。

　空を皓しろい雲が流れゆく。

「本当にここに、長老とかが住んでたのか？」

　シンの問いに、ラフラ・リフラはこくりとうなずいた。

「憑霊族リワーダー、いくつかの氏族がいる。

　それぞれの氏族、長老が一人いて、いくつもの村に分かれて住んでいる。

　ラフラ・リフラ、住んでいたのは別の村。

　旅をして、長老のところに行った。間ま違ちがいない」

「なら別に、親兄弟が住んでいたというわけではないのだろう」

　こともなげに言うギソウルを、ラフラ・リフラは、きっ！　とにらみつけ、

「村、違っても、氏族同じなら家族と同じ！」

「そういうものか。

　しかし何があったにせよ、ここに死体がないなら、長老とやらは生きているということなのだろう？

　捜さがし出して接せつ触しよくするのがまず第一だが──問題は、どこに行ったかだ。

　心当たりは？」

「………………」

　ラフラ・リフラはしばし沈ちん黙もくしてから──

「わからない。

　別の村かもしれない。村に迷めい惑わくかけないよう、他ほかのところに行ったかもしれない」

「なら話は決まりだ。

　早さつ速そく行ってみようぜ。その、他の村、ってところによ」

　シンはつとめて軽い調子で、

「何か話くらいは聞けるだろ？

　それにひょっとしたら、案外みんなそっちでぴんぴんしてるかもしれねえだろ？」

　ラフラ・リフラは口の端に小さな笑えみを浮うかべると小さくうなずき、ふっ、と息をついて立ち上がる。

　その表ひよう情じようにはすでに、さきほどまでの沈しずんだ影かげはない。

「わかった。行く」

「……えー……今からー……？」

　まだ疲つかれが抜ぬけ切っていないのか、メイが不満げに漏もらすが、ラフラ・リフラはにこやかにうなずいて、

「そう。今から」

　──かくて一行は再ふたたび、森の中へと分け入ったのだった。




　太陽が空を茜あかねに染そめ上げて、月が夜空に昇のぼる頃ころ。

　急速に闇やみの濃こさを増ましつつある森の中で、一行は足を止めていた。

「……つーか。村が日ひ暮ぐれまでに着かねえ所にあるんなら、出発前にそう言ってくれ」

　今夜はここでキャンプだと宣せん言げんしたラフラ・リフラに、シンはこめかみを押さえながら言った。

「早速行く。そう言ったの、シンドレッド」

「……いやまあそうなんだけどよ……」

　反はん論ろんされて口ごもる。

　すぐに着くような距きよ離りなのかどうか、考えていなかったことは事実だが……

　おまけに、かつて使われていたという道には雑草が伸のび生えて、ひどく歩きづらくなっていた。

「けどそんなに遠いのか？　次の村って。

　根こん性じよう入れて歩けば、なんとか今こん晩ばんじゅうには着くとか──」

「着く」

　食い下がるシンに、ラフラ・リフラはあっさりとうなずいて、

「夜中ごろ。みんな眠ねむっている。宿とかない」

「あああああああああああああああ」

　つまりはここで野の宿じゆくをするか、無む理りして進んで村の端で野宿をするかの二に択たく、というわけである。

　こんなことなら壊こわされた村で野宿をした方がマシだったような気がするが、今さら言っても仕し方かたがない。

　多少なりともひらけた場所で地面の草を踏ふみならし、皆みなで集めたたき火を囲み、持っていた乾ほし肉をかじりはじめたその頃には、陽ひは完全に落ちていた。

　夜空には、クロスカディアを巡めぐる五つの月のうち、三つがすでにかかっている。

　その月をぼんやりと見上げるメイの姿すがたに、シンもつられて空を見上げる。

　あれが。

　自分たちの向かう場所。

　そう考えると、非ひ常じよう識しききわまる話にしか思えない。

　あんな所にヒトの手や足が届とどくものか。今となっては、『月』の中で『メイ』と話したことそのものが、夢ゆめだったのではないかとさえ思えて来る。

「──ところで──」

　月を眺ながめたそのままで、メイは誰にともなくこぼす。

「チョーローとかに会ったあと、どーすると？」

　やはり──

　封ふう印いんとやらのせいか。『月』の中で皆と話したさまざまなこと──その肝かん心じんな部分は覚えていないようである。

「道、探さがす」

　とラフラ・リフラ。

「道？」

　月を眺めたままで、メイ。

「おやじさんとおふくろさんを助けるんだろ」

「へ？」

　無む駄だとは知りつつ言うシンに、メイは、きょとんっ、と目を向ける。

　不思議そうな顔をしたまま──

　その瞳めから、ぼろり、と大おお粒つぶの涙なみだが落ちた。

「を？　あれ？」

　当人はきょとんとしたままで、しかし落ちる涙は止まらない。

「うわ何これ？　怪かい奇き現げん象しよう？　というかおやじさんとおふくろさんって──？」

「……………………」

　シンは無言で手を伸ばし、メイの頭をくしゃりと撫なでる。

　メイは納なつ得とくいかない顔で、ただ、ぼろぼろと涙をこぼし続ける──




「起きろ」

　ギソウルの声が聞こえた時には、実のところ、シンは目を覚ましていた。

　吹ふく風に木々の葉が囁ささやく。

　しかし、森の夜を彩いろどるさまざまな音の中から、当然聞こえるはずの、鳥の声、虫の音が消えていた。

　目をやれば、いまだ木の幹みきに背せをあずけ、すーくー寝ね息いきを立てているのはメイ一人。ラフラ・リフラとギソウルはすでに身を起こし、木々の向こう──闇やみの奥おくへと目を向けている。

　確たしかに──

　何かがいる。それがシンにも感じ取れた。

　あまり友好的とは言えない何かが。それも複ふく数すう。

　シンがメイの肩かたをかっくんかっくんゆさぶって、なんとかたたき起こしたところで──

「──誰!?」

　ラフラ・リフラの誰すい何かの声が沈ちん黙もくをうち破やぶった。

　ディーヴァの追っ手──ならば、問答無用で攻こう撃げきをしかけて来ただろう。では──

「ひょっとして、あの村ブッ壊した連中か？」

　シンの呼びかけに、夜風が短い沈黙を運び──

「なぜそう思う？」

　男の声は、闇の奥から聞こえて来た。

　続いて草の揺ゆれる音。

　やがて暗がりから月光の下に歩み出たのは、一人の獣じゆう人じん──リワーダーだった。

　すでに半獣化は終えている。一見したところ、狐きつねか何かだろうか。

　黒っぽいゆったりとした服と、皓しろくかがやいてさえ見える体毛がくっきりとしたコントラストを生んでいた。

「……なんとなく、だな」

　シンは相手から目を離はなさぬままに言い放つ。

　少し想そう像ぞうすればわかる話である。

　あの村に死体がなかった以上、襲しゆう撃げき者しやたちの奇き襲しゆうは失敗した公算が大きい。

　ならば襲撃者たちが、村人の帰き還かんを当て込んで監かん視しを置いていても不思議ではない。

　もしそこに自分たちが立ち寄よったとしたら、目をつけられるのも当然だろう。

　相手は、姿を見せた一人だけではない。闇に埋うまった木々の奥にはまだいくつもの気配があった。

「貴き様さまらは一体何者だ？」

『白びやつ狐こ』の獣人は、問うて一同を見回し──その視線がギソウルの上で止まった。

「どうやらそっちの一人はディーヴァのようだな。

　一人はリワーダーのようだが……

　そのおかしな服を着た二人は……まさか、ヒュームか？」

　どうやらシンとメイのことらしい。彼らの目からすれば、ヒュームの服の方がよほど奇き異いに映うつるのだろう。

「だったらどうした」

　と、ギソウル。

「こんな取り合わせは聞いたこともない。

　もう一度問う。貴様らは何者だ？」

「聞くなら、まず、名乗る！」

　ラフラ・リフラが吠ほえる。

「リワーダーなら最さい低てい限げんの礼れい儀ぎ！」

　それに『白狐』は苦く笑しようして、

「道理だな。

　ルア・キ・ギアス。皓コウ月ゲツの氏族。確かにあの村を壊こわした者の一人だ」

「なぜ!?」

　問うラフラ・リフラに、相手は嘲ちよう笑しようを浮うかべ、

「聞くならまず名乗れ」

「──っ……！」

　ラフラ・リフラの、奥歯のきしりがシンにも聞こえたような気がした。

「……ラフラ・リフラ！」

「──ほう──」

　ルア・キ・ギアスと名乗るリワーダーの目が、すぅっ、と細くなる。

「知っているぞ。翠月の氏族の選ばれた戦士。長老ネネス・トトルの言の葉を受けて旅立ったもの。

　なるほど。言の葉に従したがってそのヒュームやディーヴァたちを連れて来たというわけか」

「──!?　なぜ、知っている!?」

　問うラフラ・リフラの肌はだに朱あかい文様が走る。その全身を金色の獣毛が覆おおいはじめた。

　半獣化──戦せん闘とう態たい勢せいに入りつつあるのだ。

　目の前の『白狐』は、それに気づいていないわけもないのだろうが、かまわずに、

「翠スイ月ゲツの別の村に住む者から聞いた」

「……まさか！　他の村も……！」

「襲おそってはいない。

　ルア・キ・ギアスたち皓コウ月ゲツの氏族が罰ばつを与あたえるべきは、神々の意に逆さからったものたちにだけだ」

「……神の意、ねぇ……」

　吐はき捨すてたシンのつぶやきが聞こえたかどうか。相手はかまわずに続ける。

「神はこのクロスカディアの大地に、保たもつ者と仕える者、剣けんと盾たてとを創つくり出した。

　仕える者リワーダーが神の意を汲くむのは当然。

　翠スイ月ゲツの道が凍こおった。

　それが神々の総そう意いであるなら、従うのはリワーダーにとっての義ぎ務むのはず。

　にもかかわらずネネス・トトルは道をひらけとラフラ・リフラに告げた。

　それはリワーダーの分ぶを越こえたことに他ほかならない。

　ゆえにネネス・トトルを罰しなければならん。

　されどネネス・トトルは事前にそのことを知り、村の者ともどもに姿すがたを隠かくした。だから捜さがし出し、罰を与える。そういうことだ。

　他の翠スイ月ゲツの者に罰を与える必要はない」

　半ば聞き流していたシンの意い識しきに、ふと何かが引っかかる。しかし、それが何なのかを考えるいとまもなく──

「ゆえにラフラ・リフラとその仲間たちにも罰は与えねばならない」

　冷れい徹てつな宣せん言げんが響ひびいた。

『白びやつ狐こ』の後ろのしげみが揺ゆれて、すでに半はん獣じゆう化かしたリワーダーたちが姿を現あらわす。その数は十を越えるだろう。

　彼らが──皓コウ月ゲツの氏族とかいうリワーダーなのだろう。

「ラフラ・リフラ、間ま違ちがっていない！　ネネス・トトルも、間違っていない！」

　金色の犬へと変化を終えたラフラ・リフラの抗こう議ぎに、しかし『白狐』は表ひよう情じよう一つ変えぬまま、

「ならば、神の意い志しが間違っているというのか？」

「──それは──」

　ラフラ・リフラは刹せつ那な口ごもり──

「けど！　翠スイ月ゲツの民たみが翠スイ月ゲツの神を守る！　これ、リワーダーとして当たり前！

　どちらが正しいか、戦士として戦い、決める！」

　──戦士として──

　その言葉に、ルア・キ・ギアスたちはとまどい──しかし。

「神々の意にそむく者など戦士とは認みとめぬ！」

　リワーダーの一人が声を上げ、ラフラ・リフラに向かって駆かける！

　見た目からすると獅し子しか何かだろうか。対するラフラ・リフラは動かず──

　間合いに入るその直前、ラフラ・リフラが地を蹴けった！

　すれ違い──響く打だ撃げき音おんとともに、『獅子』はそのまましばし地を駆けてから、ギソウルのそばに崩くずれ伏ふした。

　間合いを外され、すれ違いざまの拳こぶしで後頭部を打たれたのだ。

「未み熟じゆく」

　右の拳を横に突つき出したまま、ラフラ・リフラは静かに言った。

『白狐』たちが色めき立つ。

「なるほど。さすがは翠スイ月ゲツの民の選ばれた戦士。

　だが戦いにて自らの正しさを証しよう明めいするというのなら、この数の差を埋うめてみよ！」

　皓コウ月ゲツたちの包ほう囲い網もうが、じわりっ、と詰つまる。

「そちらが複ふく数すうで来るなら──」

　言うと同時にギソウルは羽ばたき、宙ちゆうに舞まった。

「こちらも手しゆ段だんを選ぶ理由はないな」

　るぉぉぉぉぉぉぉんっ！

　女ディーヴァが闇やみ夜よに吠ほえる。

　不ふ可か視しの風が刃やいばとなり、まわりに展てん開かいしたリワーダーたちに向かって降ふり注ぐ！

　本ほん能のう的てきに危き険けんを察さつしたか、あるいは風を感じ取ったか。彼らは一いつ斉せいに退すさり、しげみの奥おくへと飛び込こんだ。攻こう撃げきを喰くらった者は誰だれもいない。

　草木が揺れ、葉は擦ずれの音がシンたちの周囲に渦うずを巻まく。

　ギソウルの上空からの援えん護ごがあれば、確たしかにリワーダーたちもうかつには近づけまい。しかしシンたちとて動けぬことに変わりはない。こちらからしげみの中に突っ込んで行くなど、自殺行こう為いでしかない。

　普ふ通つうならしばしのにらみ合いが続く状じよう況きようなのだが──

　ぅおおおおおっ！

　間を置かず、女ディーヴァは律崩術クランブルを紡つむぎ──

　夜空の闇を、より濃こい闇がよぎるのを、シンは視界の隅すみで捉とらえた。

「ギソウルっ！」

　警けい告こくの声にギソウルは、ふりあおぐより先に空中で身をひねっていた。

　翼つばさから一重の虚こ空くうを、白い爪つめが縦たてに裂さく。

　ギソウルは翼を操あやつり、自分を襲おそったものの方を振り向いた。

　わずかな距きよ離りを置いた場所に、それはいた。

　地上ではなく空中に。

　両目の瞳どう孔こうが月の光を赤く照り返す。羽ばたく翼が夜を打つ。

「──なるほど──」

　ギソウルの目が細まった。

「半獣人──ならば、お前のような者がいるのも当然か」

　つぶやいて彼女は、目の前の、夜鳥のリワーダーと対たい峙じした。




　ギソウルの動きが止まったのを、皓コウ月ゲツのリワーダーたちは見み逃のがさなかった。

　ラフラ・リフラの左右から、二人が飛び出し距離を詰める！

　しかしラフラ・リフラは動どう揺ようの色すら見せず左に疾はしる！

　焦あせった相手が右の爪をふるう。牽けん制せいのつもりだったのか、はたまた本気の攻撃だったのか──いずれにせよ、その時すでに間合いはラフラ・リフラのものだった。

　ラフラ・リフラは半歩右に体をずらしざま、左で相手の手首を摑つかみ引き、自らの体を回転させて巻き込むように、相手との位置を入れ替かえつき放す。

　後ろから来ていた一人と激げき突とつ──とまではいかないが接せつ触しよく。つき放された一人はそこにしりもちをつき、後ろから来ていた一人はたたらを踏ふんだ。

　ごっがっ！

　続けざまに聞こえた音は二度。

　一度目は、たたらを踏んでバランスを崩した一人の頭を、ラフラ・リフラの回し蹴りが横に薙ないだ音。

　二度目はその蹴りが直後に軌き道どうを変えて、しりもちをついた一人の頭とう頂ちよう部ぶをうちつけた音。

　二人が倒たおれると同時に、横手のしげみから、別の影かげがのっそりと現あらわれていた。

　巨きよ大だいな半はん獣じゆうだった。

　背せならラフラ・リフラより頭二つは高く、体重ならば数倍はあるだろう。見た目からすると灰はい色いろ熊ぐまか何かだろうか。

「やるな。翠スイ月ゲツの戦士」

　高みから、赤い瞳ひとみがラフラ・リフラを見下ろす。

「相手の力と勢いきおいを利用するのが得え手てなようだが……

　ならばこちらが動かねばどうする？」

　ラフラ・リフラは、瞬しゆん時じ相手を睨ねめつけてから──

　ぷい、とそっぽを向いて

「無む視し、する」

「──あ……！　ま、待て！　馬ば鹿かにするなっ！」

　背を向けたラフラ・リフラに、吠ほえて『熊』は躍おどりかかり──力と勢いを利用されてぶん投げられ、夜空にきれいな弧こを描えがいた。

　この時には、最初に倒された『獅し子し』がなんとか意い識しきを取り戻もどすと、頭を振ふりつつ身を起こし──降って来た『熊』に潰つぶされた。

　ラフラ・リフラは他を圧あつしながら──しかしなお、相手の数は一向に減らなかった。




　ギソウルが攻撃型の律崩術クランブルを放った時、『鳥』のリワーダーはすでにその場所にはいなかった。

　羽ばたきの音を残して──上へ。

　見上げた空には月を背にひろがる両の翼。

　──速い──

　空中での速度と機動性は相手の方が上だろう。ギソウルはそう判はん断だんした。

　だが負ける気はしなかった。自分には律崩術クランブルという飛び道具があり、なおかつ相手には腕うでがない。

　おそらく人間形けい態たいの時の腕が、半獣の時には翼になっているのだろう。つまりその武ぶ器きは足の爪と、使い勝手の悪そうな嘴くちばしだけ。

　ひょっとしたら、翼から不意に爪が伸のびる程てい度どの隠かくし芸はあるかもしれないが、せいぜいそれくらいのものだろう。

　だが、ギソウルにとって重要なのは『鳥』との勝負ではない。目の前の敵てきに勝ったはいいが、気がつくと他の仲間は皆みなやられていた──などということになっては何の意味もない。

　最悪の場合はメイだけでも連れて逃にげるつもりだが、できれば極力味方を失いたくはなかった。

　ここを早めに片づけて、地上の援えん護ごをしなければならないのだが──

　るぉぉぉぉんっ！

　天に向かってギソウルは吠える。だが圧あつ縮しゆく発音された呪綴スペルが律崩術クランブルの文法を組み上げるより先に、月光の中から『鳥』の翼つばさは消えていた。

　影が落ち来るそのスピードは、ギソウルの予想をさらに上回っていた。翼を畳たたみ、一気に急きゆう降こう下かをかけて来る！
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「──！」

　翼を翻ひるがえして身を引くのが、もしもひと息遅おくれていたなら、爪で胸むな元もとを裂さかれていたかもしれない。

　再ふたたび律崩術クランブルの呪しゆを紡つむぎつつ、『鳥』が降おりたはずの下に目をやる。だがそこに、すでに相手の姿すがたはなかった。

　慌てて視し線せんを巡めぐらせれば、離はなれた虚こ空くうを滑すべる『鳥』。

　おそらく落下の加速を利用して、地面近くで翼をひろげて軌道を変え、急速離り脱だつをしたのだろう。

　敵を見いだすとともに、ギソウルは相手の軌道を読んで律崩術クランブルを放つ！

　しかし『鳥』は片かた方ほうの翼だけを畳んでわざと姿し勢せいを崩くずすと、軌道が変わったところで器き用ように体勢を立て直し、ギソウル目がけて突とつ撃げきをかける！

　ギソウルは右手で大ぶりのダガーを引き抜ぬき、律崩術クランブルを準じゆん備びする。

『鳥』はまっすぐに突つっ込んで来て──

　互たがいの間合いに入る直前、翼で大きく羽ばたいた。

　間合いが狂くるう。

　相手の速度が減げんじただけではなく、翼をひろげていたギソウルも、風で後ろに流される。

　律崩術クランブルを放つべく開いた口に、風が押おし寄よせ、一瞬息が詰つまったその時には、すでに視界から『鳥』が消えていた。

　おそらくは、またまた落下と軌き道どう修しゆう正せいをしたのだろう。

　見回せば、やはり距きよ離りを取り空を滑すべる『鳥』。

　月光を浴びて仄ほのかにかがやく赤い瞳ひとみが、あざ笑うようにギソウルに向けられている。

『鳥』はギソウル相手の時間稼かせぎに徹てつしていた。

　このまま彼女が空中でくぎづけになっていれば、地上の味方が崩れるのは時間の問題だろう。

　かといって、『鳥』を無視して地上の援護をしようとすれば、間ま違ちがいなく爪の攻こう撃げきが来るだろう。

　内心の焦あせりを殺し、ギソウルは『鳥』を睨ねめつける。




　月の下、ラフラ・リフラは踊り続ける。

　金毛にしらじらと月光を浴び。

　腕で脚あしで夜風を搔かいて。

　戦いはラフラ・リフラにとって、昔から慣なれ親しんだものだった。

　はじまりは、幼おさない頃ころに語かたり部べから聞かされた、選ばれた戦士たちの物語。

　山を割わる白びやつ虎こリュクセノール・リグド。月へと翔とぶ銀色の鷹たかラシール・フラクタル。御お伽とぎ噺ばなしの中に出てくる翠スイ月ゲツの戦士たちは、現げん実じつにはとうていありえない大だい活かつ躍やくで悪あく魔またちをうち滅ほろぼし、神々に仕える身となった。

　そんな噺をわくわくしながら聞き育ち、気がつけば、選ばれた戦士になることを夢ゆめ見みていた。

　選ばれた戦士となるには戦わなければならない。殺し合いではなく、あくまでも試合なのだが、その中で傷きずつく者も、命を落とす者もいた。

　戦って戦って戦って戦って。

　敗れ傷つくこともあった。女は力の点で不利だとも言われた。

　それでもなお戦い続けて。

　いつしかその体には、戦いが染しみついていた。

　これがラフラ・リフラにとっての自然体なのだ。

　やって来た相手の手を取りあるいは足を取り、ステップを踏ふみターンして。

　踊おどるように舞まうように。ラフラ・リフラは戦い続ける。

　メイを守るという使命を持ち、敵てきは多く、相手の爪にかすめられ、すでにいくつかの浅い傷ができている。

　それでも。

　心は高こう揚よう感かんに満ちていた。




　空では二つの翼が踊る。

　地上では、金色の犬が舞っていた。

　跳とび来る影かげを打ち、払はらい、いなし──いくつもの傷を負いながら。

『兎うさぎ』の蹴けりをかわして掌しよう打だを叩たたき込こみ、吹ふっ飛ばしたその時。

　ラフラ・リフラの視界に白い光が走った。

　滑すべり込んで来た『白びやつ狐こ』のリワーダー、ルア・キ・ギアスの手刀がラフラ・リフラの脇わき腹ばらを狙ねらう。

　肘ひじで払って振り向いた目の前に、白いものが迫せまる。

　──回し蹴り──

　そう判はん断だんして両りよう腕うででガード。受けた感かん触しよくは予想と異ことなっていた。

　そして。

　どンッ！

　重い蹴りがラフラ・リフラの下腹を襲おそう！

　後ろに跳んで、倒たおれることだけはなんとかこらえたものの、今のはさすがに足に来た。

　ラフラ・リフラは気がついた。最初に相手の脚だと思ったものは尻尾しつぽだったのだと。

　相手は大きな尻尾をフェイントにして、ガードの下に回し蹴りを叩き込んだのだ。

　すかさず右手から別の一人が突っ込んで来る。『白狐』を目前にしながら、そちらをも相手にできる状じよう況きようではない。

　思うように力の入らぬ足を、それでも無む理り矢や理り踏んばって──

『──!?』

『白狐』の。そして突っ込んで来ていた別の一人の動きが止まった。

　ラフラ・リフラのすぐ右後ろに、二つの影が現あらわれていた。

「──メイ!?　シンドレッド!?」

　影たちの名を、ラフラ・リフラは驚おどろきとともに口にしていた。

　シンは片かた手てに大ぶりの短剣ダガー。メイはかざした右手の呪環リングに左手をそえている。

　だがそんなものが、この数のリワーダーを相手にどれほどの役に立つというのか。

「何しに来た!?」

[image: ]

　ラフラ・リフラは非ひ難なんの声を上げた。

　確たしかにシンの腕ならば、リワーダーの一人くらいは相手にできただろう。

　しかしもともと皓コウ月ゲツのリワーダーたちは、相手をヒュームとあなどってか、誰だれ一人、シンやメイたちに向かって行こうとはしていなかったのだ。

　にもかかわらず飛び出して来れば、敵の目をシンにも──引いてはメイにも向けることになる。

　メイを狙われれば不利になることくらい、シンにもわかっているはずだろうに──

「『何しに来た』はねーだろ！　いーかげん見てられねーんだよ！」

　まわりのリワーダーたちから目を離はなさぬままでシンは言った。

「あたしが頼たのんだ。戦おう、って」

　メイが続ける。

「よくおぼえてないんだけど──

　これって、あたしのおとーさんやおかーさんを助けるためのことみたいだし。

　なら、見てるだけってヤだから」

「でも！」

「決めたから」

　微笑ほほえむメイの瞳ひとみの中に、決意の色を見て取って、ラフラ・リフラは沈ちん黙もくした。

　対する皓コウ月ゲツのリワーダーたちは、戦力外だと思っていた二人の飛び入りにとまどっているのか、動かない。

　やりにくそうに視し線せんを交かわし──

　──ぎゃっ!?

　その時悲鳴は、しげみの奥おくで聞こえた。

「──!?」

『白狐』に一いつ瞬しゆんの動どう揺よう。それを見み逃のがすラフラ・リフラではなかった。

　足のダメージは抜ぬけていた。地を蹴けり一気に間合いを詰つめる！

「くっ……！」

　呻うめく『白狐』の反はん応のうは間に合わない！

　どむッ！

　掌打がルア・キ・ギアスの腹を打つ！

　吹っ飛ばされた『白狐』が倒れ──

　姿すがたを見せていたもう一人が、慌ててラフラ・リフラの後ろを衝つこうと地を蹴り──

　ごんッ！

　突とつ然ぜんそばのしげみから飛び出た一人に、激げき突とつされて倒れ込む。

　自分で飛び出たのではない。誰かに放り出されたのだ。

『白狐』は無理矢理身を起こし、ラフラ・リフラとの間合いを取りつつ、あたりの気配を探さぐる。

　空気が──変わっていた。

　理由はわからない。女ディーヴァはいまだ空の上。

　と──

「がっ!?」

　さらに離れたしげみの奥で、またもや呻き。

「どうした!?」

『白狐』の問いかけに──

「どうもこうもないだろ」

　声が応こたえてしげみが割われる。現れ出た影かげは、妙みように背せの高い──

　──いや。背が高いのではない。

　女だった。

　半はん獣じゆうではない。ヒュームの姿。見た目だけなら二十歳はたち前後。腰こしどころか、膝ひざまで届とどく長い黒くろ髪かみ。何種類もの布ぬのを継つなぎ合わせて作ったようなゆったりとした服。

　黒い瞳には空にかかる月が映うつし出されていた。

　最初、背が高く見えたのは、ただ──高々と上げた女の右手が、気を失った一人のリワーダーの首根っこを摑つかみ上げていたから。

「……ネネス・トトル……！」

『白狐』が呻き漏もらしたのは、翠スイ月ゲツの長老の名だった。

　長老と呼よばれるには若わかすぎる女は、不ふ敵てきな笑みを口もとに浮うかべ、

「仲間が数かず頼だのみの連中に襲おそわれてんだ。そりゃあ助けるのが当たり前ってもんだろ」

「……なるほど……」

　状じよう況きようを悟さとった『白狐』の口調に苦く渋じゆうの色。

「そういうこと。当然助すけっ人と連づれってわけさ」

　しげみの奥の草葉がざわめく。音からして、そこに潜ひそむのは十か、二十か。あるいはもっとか。

「どちらに分があるかはわかるだろ？

　とはいえ、できりゃあ同じリワーダーを殺したくはない」

　ネネス・トトルは摑み上げた一人を放り出し、

「倒たおれた奴やつ連れて退ひきな。ならこの場は見み逃のがしてやる」

　宣せん言げんに──ルア・キ・ギアスはしばし沈黙してから──

「……仕方あるまい」

　つぶやきが、戦いの終わりを告げた。




　シンが大きく息を吐ついたのは、皓コウ月ゲツのリワーダーたちが立ち去って、気配が完全に消えたあとのことだった。

　緊きん張ちようの糸が一気にゆるみ──

「ネネス・トトル！」

　感激の声を上げ、ラフラ・リフラは長老に抱だきついた。後ろでぱたぱたシッポが揺ゆれる。

「おう。元気だったかい。

　どうやらなんとかここまではうまく行ってるみたいだね」

　ラフラ・リフラの頭をわしゃわしゃ撫なでながら、ネネス・トトルは気さくに言った。

　シンがイメージしていたのとは、いろんなところがだいぶ違ちがう。

「……長老……？」

「おう」

　ヒトの姿に戻もどりつつあるラフラ・リフラの肩かた越ごしに、ネネス・トトルは顔をシンの方に向け、

「そうは見えないってよく言われるよ。

　ま、ちょっとした特とく異い体たい質しつって奴やつか？

　いろんなものが見えないかわりに、他ほかのいろんなものが見えるし、自分じゃあわからんが見た目も実じつ年ねん齢れいの半分──どころか、もっと下にしか見えねえ、っていうからな」

　気楽に言って、にかっ、と笑う。

　その言い方に引っかかりを感じ──シンは気づいた。

　ネネス・トトルの黒い瞳ひとみが、全く動いていないことに。

　──ひょっとして、目が──

　思えど聞けるはずもなく。

「それで──ラフラ・リフラの方は大だい丈じよう夫ぶなのか？　ケガとかは？」

「平気」

　振り向き笑え顔がおで答えたのは、はや完全にヒューム姿すがたに戻ったラフラ・リフラ当人だった。

「本当か？　お前、ムチャとか瘦やせ我が慢まんとかしそうだからなぁ……」

「本当！　平気！」

「……ならいいけどよ」

　ラフラ・リフラのそんな様子に笑みを浮かべるネネス・トトル。

　ギソウルは、その長老に歩み寄より、

「とりあえず礼を言わせてもらう」

「なぁに。いいって」

「しかし、倒せる敵は倒せる時に倒しておくのが合理的だと思うのだが」

　無む論ろん皓コウ月ゲツのリワーダーたちを逃にがしたことを言っているのだろうが──長老は、にっ、と笑って、

「倒せりゃあ、ね。

　──出ておいで！」

　声に応こたえてしげみが揺れる。姿を見せたリワーダーは──全部で四人。

「──他の者は？」

　いぶかるギソウルに、ネネス・トトルは笑みのまま、

「居いやぁしないよ。そんなもの」

　リワーダーの一人が手にした紐ひもをくいっと引けば、しげみの奥おくががさりと揺ゆれる。

「はったりブラフか!?」

「ああ」

　木の枝えだなどに紐をくくりつけて揺らし、大人数に見せかけていただけである。

　長老は、ぐるりと一同を見回して、

「──さてと。

　ともあれみんな、こんなところでの立ち話ってのもなんだ。

　アジトに案内するよ。ついといで」

　当然異論がある者もなく──

　かくて一いつ行こうは、夜の森を奥へと進みはじめた。

　道はなく夜は深く。

　シンやメイにしてみれば、ついてゆくのも大変なのだが、長老の言によれば、これでも一番楽なルートなのだとか。

　歩みゆくすがら、互たがいの自じ己こ紹しよう介かいを済すませ──

「聞きたいことが二つあるんだ……あるんですが」

　言うシンに、ネネス・トトルは笑みを浮うかべ、

「そんなしゃっちょこばらなくていいよ。何だい？」

　相手の言葉に甘あまえて、シンはざっくばらんに、

「一つ。あんたもさっきのキツネ野や郎ろうも、普ふ通つうにしゃべってるけど……」

　ちらりとラフラ・リフラの方を見て、

「リワーダーってのはその、なんつうか……

　もっと単語のブツ切りっぽいしゃべり方をするもんだと思ってたんだけど……」

「ああ」

　ネネス・トトルは苦く笑しようして、

「ラフラ・リフラは口べただから」

「そんな理由か」

「そっちこそ、改まって尋たずねた割わりにそんな質問かよ。

　で？　もう一つの聞きたいことってのは？」

「──カミサマの所に行くとかいう道は──」

　長老の顔から笑みが消える。

　全員が、思わずその場に足を止めていた。

　シンはかまわず、

「ひょっとして──大だい裂れつ溝こう帯たいにあるのか」

　それは、単なる彼の想そう像ぞうだった。

　大裂溝帯。

　この東の大陸イースタンガイアを走る、大地に刻きざまれた巨きよ大だいな亀き裂れつ。一いつ般ぱんサイズの世界地図でさえその裂さけ目が描かかれているのだから、実物の大きさは推おして知るべし、である。

　シンはかつて聞いたことがあったのだ。ラフラ・リフラは何かの儀ぎ式しきで、大裂溝帯に身を投げ、神のもとに行くはずだったと。

　最初はそれを、生け贄にえの儀式だと思っていたのだが──

『白びやつ狐こ』が伝説めいたことを言った時、ふとそのことに思い当たったのだ。

「ああ──」

　ネネス・トトルは小さくうなずき、シンの方を向く。

「そこに──神々のもとへと至いたる道はあった」

　深く黒いその瞳ひとみには、空巡めぐる月が映うつし出されていた──







　　　クロスカディアあとがきショッピング





（株）神坂一　　






　タイトル画像

キャシー「キャシーと」

ビル「ビルの」

キ・ビ「クロスカディアあとがきショッピング！」




　スタジオ：指に絆ばん創そう膏こうを巻まいている金きん髪ぱつ美女

キ「やぁんまた手ぇ切っちゃった」

　にこやかに現あらわれるハンサムガイ

ビ「おやおやどうしたんだいキャシー」

キ「聞いてよビル。切れないポン刀でディーヴァを切ってたら、うっかり自分の手まで切っちゃって」

ビ「そぉいつは大変だね。けどキャシー、そうするときみは、ドラグノ印の律崩術剣クランブレードを知らないのかい？」

キ「クランブレード？」




　イメージ映えい像ぞう：天気のいいキャンプ地。一メートルほどの光る刃やいばを全員でにこやかにふり回す家族連れ

　テロップ：刃の長さは個こ人じんによって差があります

ビ「（イメージ映像にかぶって）そう。このクランブレードは簡かん単たんな呪じゆ文もんを唱えて引き離はなすだけで、手軽にいつでもどこでも光の刃が出しゆつ現げんして、ちょっとディーヴァが切りたくなった時なんかにもすごく便利なんだ」




　スタジオ

キ「へぇぇ。でもなんだか危あぶなくない？　うっかり隣となりのおじいさんまで切っちゃいそう」

ビ「心配はいらないよキャシー」

　光の刃をカボチャやまな板、自分の体に突つき刺さすボブ

ビ「このクランブレードはディーヴァ以外は切れない安全設せつ計けい。間ま違ちがって自分に刺したとしても、ほら、この通り」

キ「ワァ～オ。傷きずも残ってないわ」

　テロップ：これはＣＭ用の演えん出しゆつです。心しん臓ぞうの弱い方、妊にん婦ぷの方、ディーヴァの方はマネをしないでください

キ「けどビル、うっかり発動の呪文を忘わすれちゃったらどうするの？」

ビ「それも大だい丈じよう夫ぶ！　それらしいことを適てき当とうに言っておけば、ちょっとくらい間違っていてもちゃんと光の刃になるんだ！」

キ「ほんとだ！　巻数や版はんによっていちいち発動の言葉が違ってるけど、ちゃんと光ってるわ！」

　テロップ：かんべんしてください

ビ「こんなことで驚おどろくのはまだ早いよ！」




　それぞれのイメージ映像にかぶって

ビ「軽いから、力のないお年とし寄よりや子こ供どもたちにも気軽に使えるし、光るからキャンプの時に本を読むのにもぴったりさ！」

キ「懐かい中ちゆう電灯いらずって奴やつね！」

ビ「他ほかにも、中が空くう洞どうになってるから、こんなふうにおやつのチョコバーを中に詰つめたりできるし──」

キ「すごぉい！」

ビ「丸めれば卒業証しよう書しよだって入るんだ！」

キ「ほんと便利ねビル！」




　スタジオ

ビ「光の刃だからお手入れの必要は一いつ切さいなし。気がつくと刃はがサビサビになっててガッカリ、なんて悩なやみともこれでオサラバ！

　この便利で安全なクランブレードを、今日は特別に五本セットで、なんとたったの三十五ドル！」

キ「あたしも欲ほし～い。あ、けど五本もあると、置く場所に困こまらない？」

ビ「大丈夫！　そんな時にはこの、クランブレード収しゆう納のうケース！　これに挿さすだけですっきり収納！」

キ「本当！　これなら引き出しの中もごちゃごちゃしないわ！」

　テロップ：収納ケースはオプションです。お電話の際さいにお問い合わせください

ビ「それじゃあ電話番号を言うからね。かけ間違えちゃあだめだよ」




　曲に合わせて電話番号表ひよう示じ

曲：♪大おお阪さかゼロロク～♪　×××の××××～♪




キ「……えっ!?　これ大阪の番組だったのっ!?」

ビ「ＨＡＨＡＨＡＨＡ。気づいてなかったのかいキャシー？　けど大阪の番組でドル払ばらいって、まるで怪あやしい組そ織しきのマネー・ロンダリ……」




　画面ブラックアウト。テロップ：しばらくお待ちください




　スタジオ：金きん髪ぱつ美女一人だけ

キ「いかがでした？　キャシーのクロスカディアあとがきショッピング。

　それじゃあみなさん、Ｓｅｅ Ｙｏｕ！」





おしまい　　
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